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住宅研究に闘し座談合に協曾員随意参加希望の件

本協曾住宅委員合に於て委員長武田博士の下に左記の通り座談合の形式で住

宅に付し、て研究致して居りますので協合員各位の随意御安加を歓迎いにしま

すから奮って御出席の上御適切なる御研究談を御洩し下さることを希望いに

します

月 日 毎 月 ( 本年度は 1. 2. 8. 12 月を除く )

第一水曜日 ( 3 月は 14 日)

時 間 午後正六時開曾

曾 場 建 築 倶 楽 部

研究科目及各月稼定表

3 月 防 盗 7 月 防熱( 冷房) … ・簡易なるもの

4 月 防 鼠 9 月 防 虫

5 月 防; 黒 防 腐 10月 防 寒

6 月 防 臭 防 音 11 月 防 火

昭 和 u 年 S 長l

日 本 建 築 協 曾
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本 脅 か ら 下 掲 の 如 き 草 行 本 を 上 梓 し て ゐる c i  di 街 地 建 築 物 法 令 」 は 三 版 、「綴 住

宅岡家集」及「績皐校建築困集」は夫 令前回 苅 行の際好評 を受り fこもの 〉姉妹篇

で 執 れ も 充 分 の 自 信 を 以 っ て お lf ! t めすることの出来る良著であるつ

( 三版) 市 街 地 建 築 物 法 令

本警は昨年 5 月出版するや忽ち初版 fヰ版ともに貨切となっ? こもので共後多数の注文があるので

三版を刊行したものである 。

1  . 大 き

1 定 憤

菊 キ 載

5 0 銭

3 3 0 頁

送 料 6 銭

(新刊) 績 住 宅 園 案 集

本警はさきに刊行して絶識を受け忽ち三版をよ震ねたる i H: 宅|笛l築集」の姉妹舗であ る。牧める

所のものは

「阪和上之芝住宅」懸賞営選闘築

東豊中住宅懸賞昔選園案( 婦人・子供家主? 主主せ るも の)

「住宅平面園及台所設計園J ( u乍私までのみ; 合募集の諸懸賞常選岡築中より概出)

以上でいづれも多数の飽;若年阿茶より 46 般を院選せるもので住宅設計上具韓的の指針を提供し

にる好箇の標準圃築集である。

1 大 さ 四 六 倍 版 1 0 0 頁

， . 定 憤 1.0 0 圃 送 料 1 0 銭

(新刊 ) 績 皐 校 建 築 園 集

名方面の言権力を得て最近二三年間に竣工し1: 早校建築の資料を蒐めにところ、火・中・4、・皐校の

代表的のもの 40 1i 余校に上つ1: のでこれらを纏めて編纂刊行することにしに . 殻行は本月下旬

の珠定である 、前回蛮行しTこる本集は非常なる好評を得て三版を重ね fこがその: Yili!!*編 で め る。

1 . 大 さ 四 六 倍 版 2 0 0 頁

1 . 定 憤 1.0 0 園 送 料 1 4 銭

刷; 園

法 人
日

昭 和 9 年 3 月

本 建 築 協
命

13 
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土C
の 都」 の 建

三:TL

H又

葛 野 社 一 郎

建築殊に大きな都市の建物として、共斡向 の最も新らしい一方面としては何はきて{ 置き

「大空へ向って」の問題ではな し、かと考へられる 。

単に建物の外観 とい っ1: !Wi から言つでも、私共は従来最も多〈の場合、水平にのみ建物

を観る可〈習慣づげられて居るが、現在では必す・しも水平税に沿っ fこ翻方青l' ｾではない。

日増に進歩するがL益方面の設建につれて、建物を垂直に上から下搬する場合が埠 k と増え

て来て居る。

現在の建築家として私共は. 斯うしに場合を今日の様iこ全然考へな〈て主いものであら

うか。私は決して左様ではないと信す・る。

×  ×  

先十屋上庭園から考へて見る。

都市の建物の大部分が今とは異れ すべて美 〈しい屋上庭訓に覆はれたと考へ、 是れを

大益中から見下し? こ場合金想像すると. 現在の様な次色ばかりの斐霞な屋恨の集園を見て

居るの に比べて、共れがどんなに美〈し〈愉快なものであるかが思はれる。

地上よりも屋上は、草花等の育ちが遥か に良いと 言は れて居る。 春や秋の好季節には.

都市金躍を一大花闘化する事もさまで困難ではないであらう。

×  ×  

地上のみの連絡ではな い 屋上の連絡如何を考へる。

屋根か ら屋根即ち露草から露草へ、 街から街へと誼嘗な昼中道一一丁度街を隔てて地下

道で或る建物同志が連耕されて居る様にーーが設けら れ、私共が自由に明るい昼中道を散

歩迫造 し得る 様になっ? ことしにら 、現在地上の公園の如きは最早問題にならぬかも知れな

L、。

×  ×  

新 うし? こ複合には、自然建物のプランや共利用方法も遣っ て来さ' るを得ない。

挙って併のコルピユーゼが言つ1: 様に. 主 として屋上庭園に近い最上居が日常の居室と

して利用せられる。 共上昼中道の便利があれば 、家の出入の如きも重に屋上庭園から震る

様になるかも 知れない。

斯うなれば吾人は、わさ' わさ' 苦んで不便不経掛で時間つぶしの郊外等に佐u 必要は無〈

都市の真中に居ながら自由な明朗な自然的文化生活と言つに様なものが、語もな〈皆まる

E

 

t

 

--



るのでは無からうか。

×  ×  

架空交通機関が問題になる。

此場合現在の地下畿が地下を走る様に、街路の空中をロ{ プウヱーで客車が走って宰迭

の便 ｾｩ 話す事に不思議はない。而して私共は何の不自由もな〈架杢道によってＮ思ふ通り

に市内を交通する事: が出来る。地下鍛等でもヤら ももの様に土の下を潜行するよりも、此

方が何れ ｴｾＰ 明る〈良 ｉｊ らかで祭持が良いか分らないではないか。

地上主架空道と の連絡は、簡の庭々に昇降機さえ設げであれば共れで何の不便もなし

随時随所の地上に降って用が足せる諜である。

×  ×  

街路も自然犬費化がある筈 ｴｾＧ 。

同じく併のコルピユ { ゼの案にダプルストリート即ち二重筒路の提唱が数年前にあった

ｴ 記憶するが、必十しも街路は二重と限る必要は無い。三重或は四重と多〈重なる ｴｾ け更

ちに事古41与である。

建物が Ｕ 暦 Ｖ Ｇ 屠と高〈なればなる ｴｾＧ けＮ其れに感じて街路を幾唐にでも遣って建物の利

用範囲をー居機大するのが利益であらう。

×  ×  

地下の利用が締じて空中 の利用となるのではないか口

今日の僚に地下 2 暦 3 暦と、不便不経済且つ不街生な地下に . わ き「わき' もヤり込む必要

はもうぞろぞろな〈なって料るのではないかと私は考へる。

1 階を倉市街、 2，Ｓ 階を商民事務所筒、 Ｔ 階以ｉＺＺｾ居住ー筒として建物の高きをせいぜい

5 階建位 に一定しでは如何で あらうか。上唐に居住匂を置 〈のは、衛生上浦結であるのみ

でな〈近時やかましい地} 二の騒存雑脅からも濯ぎかり得るのである白

併し人間 の I争終に高{ J 1 : がある棟に 、建 I陶に も営然高1まがある 可き筈だと言った様な意毘

が出るならば 、 私は必す・しも共Ｚ 設 に反 ｾｦ はしなし 、 。 其れ ｴｾ から主言って現状の様な Ｒ 階建

の隣に 7 階建が花ぷと言った! 武の無秩序無統制l を認める詣ではな い。

×  ×  

建物の高低は均iんな風に決めでは如l向でーあらうか。

即ち中心地帯か ら同方に 向って段々に低 〈或は場末から中央に向って段 k に 高 し 丁 度

ピラミツド型になる 犠な無理のな い高きの相異を附け れば良いと考へる。

委しく言へば場; f ミは l 列に 2 階建として、漸次中心地帯に 向って進u に連れ て階教を 3

4、5. 6 居と増加し、最後に営る中心地帯の l 貼には、何か其都市のシンボル にでもなり

さうな 高塔でも遁つては如何で あらう。

是れは平時は展望用 、非常時には軍事用 として伺営有効に役立つ物と考へる。

1112 



×  ×  

本賞に都市の立開化が質現するのは此時期である D

斯うなれば都市に於げる建物は、最早今日の様な l 戸 k k 濁立せる存在では無し全信

から翻? こ完全な 1 部分 、或は部分から見る全開として . 本営に有機的立閥的組織の下に構

築きれる。

建物の高さ 、構造、; 隊式、外観が凡ペて一定の純時の下に取倣はれ るのであるから、現

在の様な此方商の面倒は一切な〈なって 、真に耐民、耐火且つ耐障の都市が質現する ので

ある。私共は安心して愉快に其庭 に働らき、 共鹿に居住し近代人の生活に徹底する 事が 出

来ると信十る。

×  ×  

非常時に劃する考慮が残る。

私は前には「軍事用J e言ひ 、今叉前節には「耐ij 'i jiJ e言つ7二、即ち園家の非常時に於

ける I株主j [ の空襲を受げ 1: 場合を想像したのである。

然し今私が想像する様な「架然都市」或は「昼の者IU と言つに風な都市が賓現する 様な

時代一一果して何時の耳T 1 . : か今日では一寸見営も附かないが一ーには、最早戟争等と言ふ

馬鹿 k k しい事はなくなって罵るのが至営fごと 信す，る。左様になれば誠に結構であるが、

今の情勢からすると直ちに左様 t 臆断する 語には行かない。

×  ×  

私は夢を諮って腐るの Ｑｾ Ｇ らうか。

上 手 旅単なるアウトラインを 言巴し ＱＺ 私の 言ム「架空都市」 即も ｲｾ の者 ｉｕ は 、今 斯うして

筆を採って居る私 Ｍ ｦ ｲｭσｾ Ｙ［相に週ぎない。然しＺｊｴれは必すしも空想、に止まらす ｜何時 かは

きっ ｅ 斯うし ＱＺ 都市の ＡｾｉＫｉ す可事時代が来る可き筈である主私は信子る。

×  ×  

空想、は暫ち〈棚の上にあげて置いて現官について考へやう。

兎に角明日の青R市、 :tr 喧T築 として の新らしい鞠向は卒時 t 言はす¥非常時と いはす都市

建築の計害に営って、今円よりは唐ー磨、 「大安」 に向つて の開心を持つ事 にある のは間違

いのな い問題と 考へる。

×  ×  

都市計挙法や建弊秩矧 σＱ 古ｦｉｾ色、今ＭｉＡｦＡＺ考へな ｬ まきなりればならぬのではなかもうか。

現在の法規では -rーた宗炉問題」 には何等開心を持? こす・に考へられて居 るのであるから 、

多彩ー其方商の大改il てが事求せらるる筈である。都市建築の務主主力: 向後如何なる方向 に向 ふ

可きかの駄をはっきりして 、- I ! f ! : 根本から考へ直さなけ ればな ちぬのでは無いか。

×  ×  

多 〈の場合横にのみ考へら れて居 たのが、今すこし縦の方向にも考へなければならぬ時
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代となって来たのである 。

耐震耐火は勿論結構ではあるが、今日では一一殊に我閣に於げる四国の情勢を考へると

一一非常時に於げる防昼問題に燭れすーしては到底安心しては居られない筈である。

私共は常に7]( 千的にのみ物を見て居る習慣上、共考へ方も兎角水平的に限られて居る弊

がめる。それではいりなし、。更らに垂直的な縦の考察に多大の労力営側ふ可きである口

2さ製の昔話合設も恐る可きは火災でめる o 殊に吾園の綾な木造都市にあっτ は共惨!tk t ; 想

像に飴りめるのでめる 。然も杢製 tこ因る火災の場合には . 現在の防火線や防火地匿1 I i I J の主n

き何の役にも立にぬのでめる。

僅 k 5 遥か 6 韮の爆撃機が. ほんの暫ら〈 の時間. 都市の上空を飛んで廻る聞に . 100 

ケ所や 150 ケ所の火災を起す事は容易であると 言ふに至つては l幣ろかざるを得ないではな

し、 点、

×  
×  

単なる IIrr: l "長構造fごりでは心細し、 。

耐ぷに加へて lr u - : l " 叫の問題が同時に考へらる可きでめる o 妹に爆弾の中でもガス弾の主nき

に至つては. 最も始末の必い難物であって. 単に屋線のスラプや外壁を丈夫にする と言 ふ

Tごりではなし窓出入口 は勿論、階段宣伝や昇降機搭其他の細部に捗る特僅の考案が必要 と

せられて居る 。

すは敵裂と 言ふ場合. 地下室にさへもぐり込めばそれで大丈夫と 言った様な簡単な事で

は、現在は最早すまない綾な情況になって居るのでめる o

×  
×  

グ、フソL ストリ { ト即ち 2 重街路の寅現の如l きは. さまで難かしい問題ではなからう。

せめて歩道の上Tごりでも 2 居構造となし得るならば、建物の 1，2 階の利用法に全然一新

生面が聞かれると考へる。

X  ×  

屋上露蓋: の新らしい取扱ひや、屋上庭園に劃する新規な意匠も迫 k と賞現せらる可きで

める。

地下に劃して屋上が. 現在あまりに閑却されて居る。

×  ×  

要するに今日以後の問題としては、都市の構築が大昼に向って. もっと組織的立程的に考

察せらる可 きであり、叉今日の場合是非左様あらねばならぬ事を私は痛感する者である。

( 了)
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新建築 ! 今円の建築は隊式に構造に矯〈ベき張反壁化である 、市して新建築に闘する 論

貼は色々の方I白[がめり或は様式に 、或は桃i J i に . 或は 用途の秘類から又は者11市桃成の主轄

をして見ることも1 - 1' ，来 る。

然しながら様式に闘しては其の趨向 を察することは 中 k 困難な問難でー嘗て明治 44 年頃

t 記 憶する が建築接合の催しで・東京赤阪の三合掌で「鰐来の建築様式を如何にすべきか」に

就て論議 されにこと か: め る。首時放民野博土、 。官補、杭日l ] . ( 蛍時は製士〉博士 . 岡国. 松

井共他の諸f&;Hてが大に熱帰を番号はれ仁、共の席上辰野博士が述べられに所は斯の虫nき問題

は今 日始めての問題でなく向分等の大製卒業蛍時就 に問題にされにところである 、が然し

この問題は何時も新しし、問題として提供され . 繰返 されると 云は れにが全く そうである。

自分の考へとしては現質に見る新建築様式の批判をなすことは大に意義あることであり

叉之れを論議することは後進に教ふる所大きいから大に歎迎するが将来の様式ぞ諭す' るが

如きは肢の' 円・項であ ると思ふ。

殊に現代の我闘の新建築は真賓の意味に於りる滴創 などは見ら れない、大部分は肱米の

模倣である。従って共の影響を受げて如何に鑓化するか分らない。

構造に於ても科穆の進歩に依って将来如何なる新材料の稜見を見 るかも岡 りが1: いが近

き将来では大きい慶化がないことは察するに難〈ない . 叉用途の種類に歪つては産業の稜

建、生活の改善鑓化に基 〈種 k の我が闘にとっては新しし、建築が要求されて〈る、最近の

護法になるものでダンスホ ールの建築、ア パ ー トメン トハウ スの如き それである。

×  ×  

か〈の如〈種 々の方面か ら新建築を見 ることが出来るのであるが就中目下の急: 務として

考慮すべきことは都市構築上に於げ る新建築即ち 今後都市 に建て らるるべ き建築物の問題

であると思ふ。

都市の建築に望むところのものは耐火耐民構造にしてE つ防空的 fこることが先づ第一の

必要僚件である、 2とれと同時に建築物 その ものの美的償値百パーセントであることは勿論

必要であるが更に進んで之れが統制ある 集園美の伯値を求めざるを得ない. もとよりその

美的償値は必づしも 美術的? こるを要せす' 良質物の表現として均整卒簡で あり 、而して有用

なものの接あれば足る。

建築は環境との調和均術を保って始めて共の良債を護持iすることは今夏述べるまでもな

5.
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〈腫奥の教ふるところであるが. 従来この大切な僚件を質際に取扱はれて居るものは特妹

の建築即 ち美術館、公舎堂、公衡と云つ 1: 様なものに止っ て都市建築の多数を占め一般市

民の最も自に燭れ 日常生活 と符接な闘係を有つ商ー業的建築物に劃して環境の調和均衡風致

の如何に闘しては比較的閑却さ れ勝で あり一般市民も 亦冷眼組つ〉あるの感がある。

更に考慮すべき ことは建築物の配置の問題であるが凡そ建築物はその用途種類に依り各

在る ぺ き位置を持っ て居 る. 市聴合は市鹿合として. 工場は工場と してみなそれ ぞれの位

置がある べ き筈である、まに防昼上の見地よりする建築物の配置等も研究されて居る。

・風致と云ふ貼に至つでも甚1: しく 閑却されてゐる. 一憶に我園の都市に於ては水につ い

て深き理解をも 1: ぬゃうである、折角ある水謹の恵深は悪用され勝もである、この黙に胸

b ては欧米の市民は甚1:" しく 7]( { t >愛し旗揚 lこは噴水池を設げるなど街衡の建築にも之れを

服用してゐるやうである、東京日比谷の帝園ホテルの前庭に池7]( {t>取り 入れに如きは ライ

ト氏で始めてやれに仕事で我が園の建築家ではやれなし、事賞である。

いづれの都市に於ても者11市構築の主調をなすものは建築であり建築はその時代の精神を

表徴し従って都市の建築は市民の精神を表現する 。 この黙に於て都市の建築に針する市民

の閥心は甚 し〈重要性を持つこととなる 。

×  ×  

都市の建築の不統制は畢覚するに市民の不統制を意味する 、将来の都市建築は大きな金

問として取扱ふ必要を痛感する、 「統一」は美的慣値の様本であり本質的のものである、

如何にー何の建築がよいとするも集閥的に統ーを欠き環境に調利せき' るも のは建築萎術へ

の胃 i況である ‘ 事nl 市佐構成する建築. 街路、橋梁 、公閑その他凡ゆるものは調手口均衡の封犬

態に置かれて始めて債値を見出し得るのである 。

、叉都市の建築 は遊説。111こる気分を表現することが必要である . 吾々の日常生活に於ても常

にI獄中111: る精神を有fこなりれば進歩稜展は笠まれない、人聞が健全にして生策める精神と

他康な身鴨を必要とすると同様に都市も健全にして堅牢な建築を要望する . 吾々が一つの

性宅に入って其の内問より其の人の生活内容を観察し得る如〈都市に一度ぴ足を踏入れば

共の都市の内容が窺知されるものである 。

憎内氏の著書 に紐育の市民は建築物の高さは産業的意策の表徴であれ其のスカイライ

ンの高低は産業 に劃する努力と希望の行進曲を柔1J u 昔のやうなもの1: と云ふて居ると書い

てあっ仁、事賓建築は都市の盛衰築枯を如賞に物語るものである。

大阪が商工都市として我園産業経慣の中心をなし人口も 250 f-布、面積は 5600 絵高坪を

有つ大都市であるが近代都市構築上から見れば幾多改善 そ要する黙がある、 殊 に街頭の美

観風致を改善 し其の整理統制 を闘ることは最も緊要な事柄であ る。

×  ×  

今や大阪に於ける都市精築改善 としての街路事業も大正 8 年大阪市長の告示した市区改

“1 6'  



il' .から部市計壷事業として E 貨を投じ民意I j 1j : 努力を制けて新設繍築しつ〉ある街路事業も

着々として進捗し主要重大怜棋である庚路御堂筋織も始ど完成し更に都市計聾事業中鰍酬

とされてある大阪騨附近の改遊撃理事業も漸〈共の緒についに、か〈して潮吹大阪は耐ー闘

史新の機運に進みつ〉ある。

大阪騨附近の改造は大大限第ーの重要性を有っところであるから共の計聾は理想的に共

の事業は将来に悔を麗きない様高金を期し? こい。

か〈改造の過程にある街路に面する新建築は前述の意味に於てこの機を逸せ十周到な川

憲主十分の努力を以て環境に留意し統制ある建築をして集図美の護揚に努め都市建築の向

上進歩を園 ること は建築家 t して終叉市民として正につとむべき義務である。

殊に犬阪騨自1r は前述しにやうに外来者に第一印象を興へる最も重要な意義を有ち大大肢

の産業的意気を示すべき場所であれ其の建築は大阪商都を表徴するものと云へるからこ

、に建てらるべき建築は時代に遁合し大阪商- 都に油はしきものにるに特に注意を挑いたい

由来我閣の建築家の多〈は建築それ自鱈の研究にのみ波頭し他を顧みないものが少〈な

い、自分の意匠に成る建築がきも自分の濁創であるかの如〈主張し環境の美観風致を害し

都市の集園美を破壊するも一向頓着ないものさへある如〈見えるのは甚1:.' 遺憾である。

勿論都市の美観を客し環境の風致の破壊するか否かは凡ての建築が完成されて始めて諭

せe らるべきものである。

×  ×  

更に叉都市建築として最も好意すべきは建築の油首な敷地を得ることである、故に街路

の新設撰築後に於ける建築にまらI しては切取後の不整形な敷地狭小な敷地などの事合は建築

キ. 叉は土地所有者を説き共の建築に油営な土地を得せしめる ことに努力を欲する 。

誼嘗な建築敷地造成に就ては街路蹟築の都市計主主事業と同時に超過牧用して之れを行」、

のが最 も合理的であるが現在の事業はそれまでやって居らないのは遺憾であるが財政の都

合上止なを得ないであらう口

マンチェスター大接戦授ジョセフ、アンウイン氏は「法律とか制度とか云ふものは文化

の線でな 〈花である」と云ふてゐる。が然し資際都市鐙築の向上を岡 るには其の根となる

べき ものは市民の自覚である. 市民の心か らな る理解と闘心とを基調として始めて完成を

見ることが出来るのである。

所が今日の場合は米fご共の自費が足らない ので取締の必要を認めることは甚t:. '遺憾であ

るが致方ない。即ち市街地建築物法は都市建築の統制に営って居る諜である、共の中に美

観地区の規定があるが大阪に於ても之れが指定を見んとして居る、これに依って建築物の

排造、設備又は敷地に闘する統制をなして都市整備明粧の貨を禦げ得る諜である。

東 京 に 於 て は 昭 和 8 年 3 月 31 日美観地 l亙が指定されてゐるが其の区域は平行総の中心で

ある主主竣の外廓の地ー帽で共の商債は道路を含んで約 90 寓坪である b 共の取締の制限と

しては之れを略記すれば次の通りである 。

'7  111 
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一 一定の l孟城を 指 定 し其 の l也域 内

一美 線 上 必 要 あ り と 総 む る と ー の 建 築 物 の 高 、府 高 又は 外 壁 のー

美 観地 l正一| 宮 一材 料 及 主 色 を 服 す る こ と を 得

一 ? 築 物 の的州夕外州州トい附)淵附百

溢 路 、/ffi 場 x は 公 闘 に 商 す一 。ー建 築 物 の 排水 管、排 鉱 :i'j: 、媛 房

一 る 壁 面に ｾ 出し れ ｦ ざるもの ー 倣 件 、 瓦 斯 作 及:照宮砲の対

来建築 敷地えはｊｊｬ［築工 ｽ ｨ＼ｉＧ｟ ｉＭ 板堺の類を以て般 ｾｩｩＨよく 之をＡ司
ー のもの 一 1 - 続 すべ し

之れと信組聯して者1¥市建築上重要な: l i IJ映に防火地区規定がある 、大阪に於ては大 IE 12 壬，-.

10 月 1 日から施行されて居って其の耐績が附乙令せて約 20 寓坪である o 叉風致の取締

として風致地匝 の指定で あるが大限に於ては昭和1 8 年 8 月 30 日から施行さ れて ある 、:H・

の商積約 600 寓坪である 。

美 概地匝の取締に闘しでは共の意匠に就ては色々の意見がめらうと思はれる ので或は:保

有決定機附 を設 〈る の必要が起る か も知れない . 現在調逸で行はれて居る塾術的検閲に J沈

て占いであることを記して見れば即ち事術を官史が検脊することは重大な危険がある 、'白・

量1の趣味は低殺な事術家の趣味 より はよ いで あらうが催秀な護術家のそ れに は及ばない 、

何 れ の場合 に於ても棋準を 定める ことは硝創 を 仰献するも の で あ る 、 それで捕逸の宵ｾは

その危険 を除 < t こめに大に 勉め共の検閲に 首つては建築家 に代って設計をな し或は{公秀な

則 ｩｾ 取入れるが虫 ｮ きことをなきする只不油 ＿ｦ［ な或は無用なものを除〈と云ふが如き方針で ｪｦｵ

んで居る。

之れを要するに現代の有j¥i -!i 構築統J l j IJ に於りるがf建築に就ては一面に於て 市民の理解と ー

耐に於て は前述の規定 に依って取締を行ひ漸女都市の美観明殺i: の貨を取げ健全な者l¥i liの主主

穫を望んで 11-.まな し、。

執 筆 者 紹 介

〈五 r. 昔 II l'D

1，'Gj f_U 孝 !J-;  京 大 建 築 製 科 卒 業、 ユー・:越イ主宅部技 師

1m 勝
士宮: で日七 都 市首|笠大 阪地方 委 員 舎 勤 務

若手j 出f 片1. 一 民1¥ 京大建築楼科卒業、本合 ｋ ｜ｬ ｪ 令 長 、 ｾｾ Ａｊ， Ｇｈ ｬｩＺ築 Ｎ Ｇ ｪ ［Ｚ 務所

和l ネ; 布Ｉｾ 1官 東 大 建築 事 科卒 業、大 阪市 鐙 袋 線勤 務

ｾ ｊ ｩ＠ ;(1 種 夫 ))'. 大 建 築 み 科 卒 業、大 阪市 技 師 、新 大 阪 ホ テ ル 往 設 。h務 以 勤 務

初)J 柿
-LBg，j， 、 京 大建 築拳 科卒 業 、京 都 帝 大 助 教 授、京 大建築号己主主宰

リ長 'lj  I4t  》巨大建築桜干1・卒業、i屋1言技 師 、逓信省主手絡謀、勤務

ｾＺ Ｎ仏ＮＨ 、 政 余
ヨL

本 合 建築材料 陳列場事字引長 、徳 1吹工著者 j，t[

本 多 正 足ili Ｎ Ａ［ｾ大建 築ｊｽｾ 科卒業 、 大阪市以 ｲＮ ｬｬｩ 、 ノ、阪， ｜Ｑ主 ｈ ｾ ， ｩ ｾ ｾ

キナ 盟f }体 ョ<cι'  早 大 建 築 修 科 学 業、村野長1l : 3i"主事 務 所

ロ
ｾ ｌＱ＠ {言 孟t 京 大建築 ｊ ｽｾ 科卒 業 、 京都精大大挙協Ｚ
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新 建 築 様 式 の 完 成 乞 墜 落

一 最 近 の 新 建 築 lニ 現 は れ た る 傾 向 -

主rr 名 種 犬

最近の我聞に技生しつつある所謂「日本趣味を恭調 とする 」諸皇室築、例へば京都美術i i Ti 、

"Ir 人合館、干i'i 室博物館等 k を問題にしゃうとするのではない。 これ等のものの出現は、現

代技閣に於げる或思想的背景を以て費生したる 1 時的縫態的現象に過ぎないもので、建築

のi ll :界的動向に は大 しに役割 を演するるも のではない。

こ の ノ ｬ 、 杭の封ｾえとして述べ ｦ 二いこと は 、 ＲＰ 世紀に入って以来 ＳＰ 年 Ｎ 一 つ の 方向に向っ

て他全なる溌蓬を遂げて米1: 近代建築が、 様式的には現在既に堕泌の傾向を取り始めにと

百ふ ことで ある 3

セセッシヨン運動以来幾多の境越はあったが、最近には兎まれ建築史的に世界を通じて

或ーーつの方向に進んで来?こ現代建築が、今日に於てはその方向に於げる護巌の究極に主主: し、

恰 もあの箕撃なルネツサンス運動がその頂黙に迭 したと思はれた時. 既にロ ココ 、バロッ

クへの傾向を闘 し始め て居? こ如I < 、過去の全ての雌史が幾度 も幾度 も繰返してづ1<:に tm< 一

一蹴にデケイダンスの傾向を見せつつあ ると 言ふ ことを述べて見度い と忠ふ。

×  

セセッシヨン以来今日までの 30 齢年は. 世界の新連築界にとってまことに Id まぐるし

〈も忙しい時代であっ? こ。

セセッシ ヨンに次いで表現主義. 構成主義、構造主義から機能主義へと相纏いで 、賞際

le. 接 にH民もない有様であっ? こ。

大戦前、始祖オ ツ トー・ワガナーに依っ て蒜を切っ て落された新建築蓮動は、そ の弟子

オルプ リツヒ、 ホフ マンを経て ベ ーター・ ベーレンスに至ったが. 大戦後には ベルチツヒ、

メンデルゾ ーン等守中心として、 その大なる影響をロシヤや日本の建築界にまで及ぼし1:

表現主義、構成主義運動の消長あれ次いでライ ト、クラーク. アウ ト等の系統を 引〈 機

能主義の護生か ら、 グ、ロ ピクス、コルピ シヱを維 て今日に及んで居る。

ロココ 、 パ ロックワ ｉ ｾ 、てはア ー ル ・ ヌ ー ボ ー への反動 として起ったセセ ッシヨンの建築 。

大戦に依 る過度なる 精神感動の影響 として現はれた表現主義. 構成主義の建築。

更に戦後の経梢的困窮とそ の回復・への努力 とを基礎として生れに経梢主義、機能主義ω

建築。
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20世紀に入ってから今日まで、世界大戦を含t J

この 30 後年は 、思想、経済共他文化の各分肝と

もに古き数世紀が経鰭し? こ iス: f の艶化を経験しに

ぞうした背景の下に建築界の受けに

買l : ; 閥

と言はれる 。

影響の現は れが、この目まぐるし〈も忙しし、近代

20 世紀以来の建築界の この移り 鑓 りは 、世界の

建築史的動向であっ? このは勿論であるが、各時代

に夫 k その時代の花形として活動しに代表的建築

建築界の費溢 であった D

×  

この世界的動向の影響を受げ 、側人的 に家建 も、

夫 k の蟹泌を経て 、何れも 現在世界の建築界が辿

り着き E 進みつつあ る同じ道を歩んで居ると言」、

こと は面白い事貨 である。

これ等各時代各派の人 々の過去の作品と 現在の

作品とを比較 するこ とは、 30 年の短期間に於げる

建築襲濯の目 まぐるしさを質感せしめる上に効果

次に 2，3 の例をヲ| い

て見ゃう。比較を明瞭にする 1誌に主として住宅を

10 

多からむと思はれる故に 、

t

 

E

 

E

 



中心として封照を試みる。

先 づ 1932 年竣工のウインのジードルンクに於ける

ホフマン教授設計の共同住宅( 第 2 聞) を見るに、 そ

の何鹿に彼のストクレツト邸 ( 第 l 闘) に見るセセッ

シヨン華かなりし頃の彼の悌があるか。

更に 1901 年竣工のベーター・ベ{ レン スの邸宅( 第

3固) と現在の彼の住宅とを比較して見るがし、い. 雨者

の様式的距りは 30 年の尺度を以て計るには飴りにも

大きい距りではないか。

ハンス・ペルチツヒのポーゼンの職工住宅( 第 4 闘)

と彼のシユツワットガルトに於げる作品住宅( 第 5 闘)

とを比較して見るがし、ぃ。 叉 1922 年にエリツヒ・メン

デルゾーン設計する所の住宅( 第 6 闘) とベルリンの

彼の近作住宅Ｈ第 Ｗ 闘Ｉとをｾｻ照するがし、レ。

筆者は元表現振のこれ等の人 k の奮作品と最近作品

との比較に於ても、他との釣合上、引例を同じ〈住宅

に取つにのであるが、若し夫れポーゼンの住宅 lこ代ふ

るに ベル リンの大劇場を以てし、メンデルゾーンの住

宅の代りにアインシユタイン搭を投し来ちんか、新奮

の封比はー居効果的であり得る筈である 。

1927年のシユツツトガルトの住宅博覧舎は、セセッ

シヨン以来各時代各棋の 人達が. 夫々の過去を清算し

て同じ場所l二、何の自己歎E摘もなく同じ思想の住宅を

作つにと言ふ黙に於て. 建築史的に非常に興味深い催

であつに。

筆者は 1927 年程最近建築界tこ取って記念すべき年

はなかっ? こ様に思ふ。

ワルター・グロピウスが有名なる f 3個の同心凶」

の比轍を以て建築の園際性を設いにのも 1927 年であ

つt: 。

同じ理想を掲げて日本インターナショナル建築舎が

生れにのも同じ 1927 年の夏であった。

更に閤際住宅舎議が初めて開催され? このも亦 1927

年でなかっ fこであらうか。

筆者は 20 世紀以来幾多の費濯を経、矛盾 t 不純と

を清算しつ〉健全な方向に稜達して来? こ新建築の傾向

が、] 927 年を以てこの方向に於げる完成の第一歩を印

. 12 周
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第 13 悶 m 14 悶

第 15 随l 第 16 f@] 

じ仁の コ7はないか と思って居 る。その年 lこ聞かれにシユツツ トガル トの住宅博が偶然にもその具開化を

我等の前に提示し? こ のではな いかと。

筆者はベ ーター・ぺー レンスやハンス ・ペルチツヒ 設計の住宅が 、グロピウ スやコルピシエの住宅 と同

じ場所に 同 じ思想的水準 を以て建てられ 1: るを外誌を通 じて見 1: 時 、筆者の感じに爽快感を未1:'1こ忘れ

る こと が 出 来な い 。 Ｈ 第 Ｕ 園 、 第 Ｘ 闘 、 ｾｾ 9 闘、第 10刷 1

×  

話をもとへ蹄さう 。

20 世 紀 以 後 初 年の建築史はグ ロピ ウスや コルピ シエの機能主義に依っ て、こ の護展方向に於げる究

極への第 1 歩を踏み出 した。 1927 ・年は正に その時であった。

前I j 主



前来数年 ，Ｑ 最近外岡 に 於て我茶室建築の研究が盛である事貨が示す ｾｮ

く、機能主義がIIlt 物的より精紳的に深まる こ とに 依っ て. こ の方向 に於

ける完成へと向ひつ つある様に 思はれ る。

棉っ て我建築界も 、分離涯の運動以後 10 齢 年、鐙遣の急: 激なること

は虹i : i 2に l収ちなし、科で あつにが 、] 日27/;下頃に は兎も fIJ も新正u築の 世界的

ＷＮｫ ｬｗ ｉ こ ま で到 詑 することはＯＺｉｾ ， 氷 Ｑ Ｚ 。

Ｑ Ｚ Ｇ が、 ｾＹｈ 設法を 引 合に出すまでもなし一つの文化の完成期は同時に

その文化の崩換の初期含意味す ることは腰史の明示する 所である 。

建築界に於ても間際. 近〈は あの J l - ネツ サ ンス建築の完成期に於て既

にロココ 、 バロックの ｭｪｾ t:'見11¥し得?こではな し、 か。

閉じ意味を以て、現代建築も亦削除年の梢

みの後、1927 年をー エポ ツクとして、唯物的機

能主義 より精利l的のそ れへ と、より深き完成へ

の道 を歩みつつ あ りとは言へ、 一方に於て堕落

八の前非をその 中に さrl . みつつあることを筆者は

感十るのである。

筆者は文事の 闘熟し1: る作品よりも 成女作を

愛すると同じ気持を以 て、叉給嵩. 彫刻等の完

全なる作品よりも未完成の作品により強き魅力

を感す・るの と同じ理由主? 以て、 シユツツトガル

ト前後の建築を懐しみ. 以来 6 年を経? こる最近

の建築に或飽和以上の ものを 、謙遜を欠げるも

のをf 、食主き とか執槻 とかの意味の 中に含まれる

第 19 闘
ものを印象

附げられる

のである。

これは最

第 18 問

第 17 阿

近の新建築がデイケイダンス の道を 辿りつつある 詩搾ではないであ

らうか。

大急: ぎの執筆で適切な例の牧拾を欠〈が 、2，3の例t : ' 象げ や う。

1923年表現源的手法を以てベルリ ン日日新聞社 ( 第 13闘 j を改造

し? こるメ ンデルゾ ーンは 、 シヨツケン百貨 l古( 第14岡) の 簡明にし

て力強き建築に於て 完全にそ の表現汲的傾向を院 し、 新建築の健全

なる傾向に合致し得? こ のであるが ，1933 年の コロン ブスハ ウス ( 第

四 国 、第 16 園) に於て幾分の脱弱 と趣 味 と退屈 とを感する のは筆

者の紳経過敏から であら うかD

次に第 17闘 、第 18闘、第 19 圃 . 等 を? 見るがし、ぃ。充分に洗練き

:13 IlI I  



れ1こ新主主築様

式のけ 1に. ｾ、

ささかとは言

へ過食と遊戯

との不健康を

感す・るも のが

あるではない

台、。

第20固や第

21聞はI切にプ

リズム ・クe ラ

1，; 

スや モザ イツ

節 目 悶 ク . ; ; イルの

過度使用である。簡明素朴を基調とする現代建築にそぐはない粗雑さを 、「これでもか」と言ふもの

を、少〈とも「二れでは何うにし、」 と言ふ程度のものをそこ に認 めるのである。

X  

間子. 白色合金. ベニヤ板、 それ に新しい照明技術の適匹な る臨用は、 次 ft の建築様式を司配す

る大きな要素 となるで あら う。

第 21 悩!

川 14

ピヵ; 、現在建築家の これ等の ものに射する

理併: と[ 眼用技術の程度を以て 、不消化の僚に

これ等を過用する所に最近建築に現はれ 1=株

式的混凱の原因があると思ふ。

とは言へ、抑もの原因は 、llI，l k の建築家主主

の遊凱的傾向より も、 やはり先づ現在の生産

闘係に師しなげればなるまい。製造工業の急.

激なる程遠に依っ て、建築材料が最近その景

と種類と を非常に増加l しにと 言ふ貼に附す べ

きであらうと思ふ。

先づ碕子工業を見ゃう。

普通板硝守は勿論、綿入総j 入等の碕了から

ダイヤ結霜等をはじめ各種の機様入荷子 、型

硝子、スキガケf骨子( ベラ嫡子入扱は不透明

な乳白色硝子やビトロライト . ステンド・グ

ラス用各種硝子等、種類の増加と生産量の膨

脹は勿論 、板硝子の脅曲や、腐蝕、サンド・ プ

ラスト等に依る意匠的加工の可能性の横大、



尚子カツチンクe の機械化等. 晴子

工業の張主主は貨に目覚しくもヨIr< k  

しいものがあ る。

金届方面に於ても各種含 ニッケ

ル合金の製造は師に大量生産の時

代に入りつつあり 、器具 . 工製品

等よりも建築材料主して盛に位築

家に呼びかりつつある。

更にベェヤ工業に於てはカツチ

ング ・マシンの進歩 と耐水性1mの

質改良 とによ って . これ亦生産量

に於ても 意匠の舷用範囲に於ても

急: 激に上位大の傾向 を示しつつある

有様である。

これ等多数のおi建築材料は何れ

もその特有の魅力を以て建築家主主

の「すき 」心をい やが上に刺激す

るではないか。

プルノ ー・タウト が蛙離宮奔観

の際その作者遠州 を賞讃して言 つ

第 23 闘

第 22 闘

1: 言葉、「私の感服するのは、工費に劃して制限を加lへ十

と言ふ彼の希望が容れら れにに闘ら争、かの桂離宮の建築

が、何等無用の質を謹し美の震の美を遁ふ? こ痕のない こと

である。 1: 1 . : 住宅として茶室として 、十二分に利用され得

る様 隅 k まで研究し識され1: 結果成つ? こ構成 、設備が. そ

の他に? こ〈ま守して あの風雅 の趣致を構成して居る ことで

第 21 I品1
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11116 

ある J ( 住宅 . 上野伊三郎氏に依る) 一一タウトが遠州、| から感ん1: この建築設計に劃する基

礎的態度を、新しし、建築材料の魅力 の前に、建築設計者逮が忘却する所に現代建築の桟式

的車専務が生十る のである D

Ｑ ｦＡｾ敢の建築材料の中から、ガ ｉ 蓄を問はす・肢も合理的経掛的なものをピック・アップしＮ

それを自己の設計に於て消化するのが建築家の最大の務である のに、初物の魅力に不首j制

な食欲を感十る所に現代建築の消化不良の原因はある のである。

つまり Ｑ Ｙ 世紀の末葉、ルネッサンスの ｮｾ［ｊ 熟期に手法の上で起つにデイケイダンスが 、

現在新建築に於ては材料使用 の上に行はれつつある次第である 。

或は叉 、新材料の鷲見産出 の辿度が 、それを使用する建築家の技術的向上の速さよりも

早い所に生するる ギャップの現はれであるとも言ひ得るであらう。

第22圃はデイ リー・ エキスプレス新聞社の外観であるが 、外部全開に黒色ビトロライト

を ｴ Ａｲ Ｕ 附け、その目地 の部分を内 色金属の ｾｉｰ 縁を以て ｾｉ ｰ へ Ｑ Ｚ も ので 、 ｊ ｾｬ￶Ｓ 年度に於げる問題

の建築の一つであるが、敏感なる税者はこの建築の外観のや.J IJlrfかに こなれない或物 を感じ

ないであらうか。

×  

新建築材料と共に 、新しし、建築様式に今一つ重大なる盤化を輿へつつあるものは照明技

術の進歩である。

ネオン・サインや流動サイ ンの建築に於げる膝用をはじ め、間後宇間媛のビルト イン・ラ

イテイングやコロラ ｶｊＡＨｆＡ 月の建築に於ける蹟汎なる熔用はＮ所謂建築化 ｊＡＨｾｉ 川法として建築

と! ! 賢明とを完全に合隠せしめ 1: 。

1:'が、 j照明の庚告的利用はがパ 措き現在建築に膝閉され に間接宇間後j照明には J 照明本長Iti

の目的 よりも 寧ろ第一にその建築的効果を狙つに光事的に不合理な ものが非常に多 し 過

大なる設備費と徒なる電力 の泊費とをそれがf誌に指- * して居るものが決して少〈はない。

ここにも亦、臨使す べ き新しい建築の要素の震に 、却って駈使されつつある建築物の姿

を見るのである。( 第23闘 . 第 24圃)

×  

現在新建築に現はれたこうした傾向は街暫は続くであらう 。否今漸〈現はれ始め 1: ばか

りの所である。そ の科度 に於ても向茜しさを? 加|へるに ちがひ なL、。

ＱＺＺ が、筆者は現代新建築 の こ の傾向カ 人必十しも建築費展 の将来のｾに不必要な ものに

とは決して思って居な い。

こうしに混飢の後にこそ . .同ぴ統ーされ純化された 完成の時が期待し得られるのである

から。

筆者は新しい建築が 1927 年頃をクリテイカル ・ポイント として、そ の営時ま での設展

方向に 於りる向上過程から下向過科に;移つにこ とを感じ、 この小結に於て その 2，3 の現

はれを指摘せんと 試みにのであるが . こ の稿を終る に首って全て筆者の過敏なる感受性の

せいの様な策がせぬでもないo この知多少の危慌を抱きつつ筆を捌〈 。
( 1934・2・28)



新 し い 建 築 は 空

へ 乞 伸 び 行 く

槻橋 諒

新 しし、建築の運動の蜂 火が一度英吉利に起 るや

その共鳴者は. 悌閥 的に. 白月:義 に、喚太利に 、

調逸に、和l絢に、 i革併 として起つfこのであっ fこ。

そ れ は ｬｾＩ -t u: 紀の末葉かも 20 世紀の初頭にかけ

て行はれ 1:建築基芸術上の革命的な運動であっ fこ0

Il J論それらを仔細 に眺 めるとすれば各 k その主張

する 鹿には同じ蕗 と異 る彪を認め ねばならない 。

叉その 作品の上か ら も例へば英吉利のそ れは著 し

〈中世 | 変古的であり 、和蘭のベ) J . ，ラ ーェー抵の梢

梢ロ ーマ ネス ク的 であ ると 云ふ様 lこそのテ ムペラ

メン トは多 〈の差異 を持つの である コ しかし これ

らのBi青結 す る彪の ものは、 建築の様式上の革命運

動であつに。 その意味で 「分離」一一体統 の様 式

から の分離一一一セセ ツ シオ ンと 唱へ られる 一誠こ

そそ の本来の目的と する 彪 を雌聞として把握し? こ

ものであつに様に考えら れる 。その分離しfこ一 一

云は Y 新 しい生誕をしに新 しい様式は 一一表現主

義 ( 例へばメンデルゾ ーの一時期に 示 した様な)

機能主義 ( 例へばベーレン スが一時期に示しに様

な) 合理主義 . ( コルピジエ一派の如き ) と数々の

15mの名 の もと に呼ばれる蟹越 智示 しつ〉今日 の

新 しい様式にま で完成 し米?こっ? 二彪の ものである

が. こ の大陸に於り るがf しし、建築様式が‘ 一つの

建築事術的革命 をなし来つにのに釘隠 して 、建 築

が技術的革命を もなし来つに事を我々は注意しな

げればな らなし、 。そ して その技術的革命が大陸で

な〈て新大陸 に於 て即 ちアメ リカに於 て生誕 し、

17 111 
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.l l ' i メリ カに於て最も 高い稜展 をとげにと 云ふ事を もD

新しい建築を語る人主主は賦維巴について儲古である程アメリカについては鴎舌でない J

アメ リカ について諮ら れる時は 、 ぞれは主に 2 人の表現的な様式的な建築革命運動に室参加|

した建築家 、サ リパンと ライトとに過ぎない のであ る。 しかしアメリカはー一恐ら〈我々

の 100 年後の子孫の誇 る鹿の 20 世紀建築は一一主に このア メ リカの 20 世紀の2さにそび

える織の骨・組 を持ゥ建築につ いて Y あら う。叉 、ベベルの絡を建てることに失敗 しに組先

は、千吹に 及ばんとする摩天| 制を建て上げに子孫を持つに司王を誇 とするでめ らう。

鎮の背・組を持つ建築は . アメ リカ 大陸に於て始ま つ?このであっ た。勿論議鎮の柱を用ゐ

る E は大陸で既に 用ゐら れて居? こり れども、 今 まで煉瓦や石を持っ て積まれ? こ建築の中へ

鎖の住を設りることによ って、 荷重を うりる主なものを この織の住として 、今まで荷重ーの

支へとして働いたＡ早い積み上げた型ｾ Ｎ 単純な匿切りとしての薄い壁にしたのはアメリカ

人であった o 近代建築はこの意味で、そ の技術的な強明者としてのアメリカ人に感謝しな

げればならない。“ 鍛の骨組の建築" こそ我々の持つ新しし、構造である。鍛筋コンクリート

の建築的な使用 はは るかに之にお くれる 彪の ものであって 、錨筋 コンクリート の骨組 の建

築は鎖骨建 築の影響の もとに溌達したと云って良し、。餓筋コンクリートは悌蘭商人によっ

て蛮明され. 叉悌 i捕聞に於て最 も早〈建築的に用ゐられたものの如〈であって. ベ レー兄

却は その最初の成功者に数えられる 人々で あらう D サリバン とペ レ{ は鍛廿建築と餓筋コ

ンクリ ート 建築 による 建築の技術的革命を重芸術的革命に車内ぴつげに貼を以て記憶す べ き名

前で あると私は考える。

建築はか〈 の如〈し て重い . ｊ Ａｪｩ ｾ 、積み上げる緋温から分離 すると共に 一一織の Ｇ 月組を以

て宰へ昼へとやt，ぴ上って行つ t: 。

Skyscraper  " 擦定1m" とはそれに輿へられた名前であったo 五 ベ年前まで の凶米利方11の

大都市の都心は、大関に於て 25 階から 30 階程度の高居建築が傑・準であっ t:。現在に於

ては 60 階を超えつ〉あ る もの〉主n< で ある。 S 叩 erskyscra ー ･ ｲ 超 摩天楼な る 名前 ｾ ｭ ゐ

られて居るこ の雲に梯する建築は向室へと仲ぴ行〈であら う。 アメリカ の建築家は 、術空

へと仲び上り行くこと を待望するもの〉 如〈で あるo 我々は ー且て師に 摩天楼の高度限界に

達しt: 様に考えられた庭のその 200 吠の建築が 500 択の建築が 700 択の建築が次 k に益へ

と仲 ぴ 上って Ｑｾ ＵＰ 吹 、殆 ど士哩の高 さ の 建築に及んで か ｦ るではないか ｯ

締育では. I:lに エレベ ーター その他によ って垂直に上下する 人の数は 、或は地下銭道或

は高架鍛道或はタキ シ{ で水卒に移動する人 の教の 2 11 ' ¥であると云はれて居る 。『若 しも

これ らの人達が水平に移動するとすれば、紐育の交通は、巣してどうなるか? 、ロンドン、 パ

リの如 < 6 階程度の建築から成 り立ってゐるとすれば垂直 に移動する 1 の人主主は水卒に動



かなげればならな いではな

し、か? . 高層建築こそこれ

を解決する鍵でである 。』 と

アメリカの建築家は云ふ口

高居建築が都市の交通の混

筒Li t ' 救ふものであるか . ま

すます悪化せしむるもので

あるか、私は それを詳にし

ない。しかも肉、亙米利加

に於てすら低居建築を以て

充分であらうと考えられに

地方小都市、アトランタや

シャ トルに於て、建築の室

へと仲ぴ行〈のは何を意味するか? アメリカは現代め機械文明の最高峰であれ資本主

義的能率主義の最も張展しに闘である。今アメリカの都市の空八仲ぴ行〈姿は我々に 何i t '

敬えるか。

( 我 k はアメリカから思ぶべき多〈の物を持つ。最も易保ぷ黙の少し、構造力感的な必修t につ

いてすら、 We日t ergaad その他の l11inoi 日の皐脊の研究はその持つ質際的な意味に於て、

注目すべきであらう。技術に歪つては、或は経桝事的な研究に至つては、恐ら〈その綿、て

が事ぶべき黙ではゐるまいか。)

アメリカの摩天楼のますます昼に仲ぴ行〈可能性に闘しては技術家は、些かも疑って居

ない。勿論アメリカは我問の主nき地震におびやかされることのない閣ではあるげれども、

それらの摩天楼に於ては風塵に耐ゆる設計をすることは 、我園の現在の耐震計算に劣らぬ

商倒なものである様である。その黙に於てアメリカの建築に於η る構造技術家の設計に封

して ｲｾ める位置は甚 ＱＺＺ 重要なものである。構造技術家はＮその建物を風に針して充分な安

定性あるものにしなげればならないのみなら子、こうしに高層建築の風によって起る振助

即 ち少〈とも 、居住者に不快不安の念を輿へぬ程度の微少なものにしなりればならない。

そのにめに構造技術家が卒商に根本的な改正を如l八、或は階高及階数を減じ、或は Wi nd-

braci ng の7こめに貴重なる宰聞を犠牲に供することは首然の事と考えられて居る。一一ーア

メリカでは幸か不幸か、建築は 1 人の建築家が曾孫主主から嘆美せられるぺ〈残すところの

華術品と考えられす。 I 多〈の手の共に働いて成るもの」と考えられ. 建築家とは、美しき

事術的作品を後代に残す萎術家と考えられすして、構造方面並びに採光通風配管等の附帯

19"ill 



設備の技術家を動員して共. 、

同の目的のにめに全力を諜

きしめて その 統制金する

C o  Of - di nator と考えられ

て居る E である D 建築はア

メリ カに あっ ては事業であ

る。建築の設計は経情的活

動であって喜術的所動では

ない。

アメ リカ秤ーに設計の迅速 J

! t ' 傘ばれる闘はないであら

う。一つの摩天機建築を建

てる? こ あにはおほむね 200

吹卒方の l w.;:釘lの土地が用

意 される 。その土地の投資

は蝦令そ こに在来建築物が

存在して利潤を上げつ〉あ

NNINE h W仇 2泊山伽氏h加E釘r叩gr伊ro…oun凶n吋d w叩 おω山 b伽凶ro

f伽O町rt出heWi nt町l th肘E立ro叩p T百o w悶 er“sa叩p戸a紅rcmentnt E  

るとしても向、新しい建築

よりも不利主主であるにちが

bui l di ng， Chi cago， the reiゆ rced ω IIcrele

f r ame was  comp/eted.  

ひな い、 1 日設計 を早〈完了することは 1 日早< . 相官し仁利i問を上げ得ることである。

更に . 工事の迅速の持つj宮済的意味は大き L、。工事のにめに j交下され仁美大な資本を阿

牧するた めには 1 日も早〈工事を完了することが重要である。

設計はそのた めに 荒分に考慮をされる。多く の材料は工場か ら迅速に運び* って肢も腕

易に現場で納み立 て得 る機 に Ar r ange される 。大型のワンピ ースの鎖骨、 簡軍な桂 と梁

の主りつけ、 ｐｲ ･Ｍ｣ ｡ｳｴ の ｲ ｬ Ｚ ｬ ｾ 煉瓦やコンクリ ート ブロックの積み上げ と 云つ に様に、 そし

て、高居建築の上の方はま t:: 裸の餓青が風に吹きさらされて居 る聞に、すでに美 し〈内畿

の完成しt: 下階 では商費や事務が始められて居ると云ふアメリカの能率的な建築は一一何

を我 k に教えるか?

アメリカの摩天棋の高さは現在の構造方法 と現在の上下交通機関としてのエレベ ータ -

t を以てしては 80 階泌りを経済的限界で あ ると 考えら れて居 る。

しかも 術アメ リカ の技術家はこれに釘する改良へと 志 して居る。すで にエレ ベータ{ に

糊しては 2 重連結エレ ベーターが提案されてすでに、或建物では賞用せ られ、叉ある建物

川 2 0



では 1 つのヱレベータ【 シャフトの中を'

2 つの別々 のエレ ベーター が動いて居る

と云ふ。

叉榊迅臼技術的な見地 か らは、 軽量な皇官

n豊材料の研究が主要な題目 であってこれ

に よって更に材料を節約し . 工費を低廉

にすべ〈考えら れて居 る。

賞際ホロ ープロ ック煉瓦等を積み上 げ

る作業は 、 6000 年 前の挨及人の技術か

ら徐りに進歩して居 ないではないか。

ぞう云ふ意味でアメリカ の高居建築の型

開 はも早全 < Masonr y constructi on ( 積

み上げる工法) の影響を股してそれがカ

ーテン ウオールである在来の意義の様に

K制 S A9 CI TV ADMI NI S T RA T 刷 M <O EOUI P' I E NT  8 UIL DI NG.  Dr apery construct ion ( ぶら下げる工法)

へと移行しつ〉あるもの〉如〈である。

エムパイャ . ステート ビル デイングの外援に用 ゐ られに Spandrel はアルミユウムの鋳

製品で あ れ Tr i m の部分に 用ゐられTこのはクローム ニッケルであって、 柱の部分のみが

石次岩で被はれて居 る口更に 内部隔壁に於ては一般には街中

2さ煉瓦で あると か . 或はリ プラスの上にプ ラスター唐 を作 る

のであ るが、 それす ら後に移動 、接更せしめる場合に全〈破

壊し去 らねばならな い鮪 を不満として、U nit metal  partiti on  

による方法が考えられ . すでに それ らが在来の方法と防音的

にも耐火的にも 劣らぬ程度 に まで改良せら れ1: と云は れて屑

る。

寧ろ問題はこれ らの材料 を以て軒量構 iff にす ることによ っ

て建築物が現存.有 する、剛度を ( ri gidi ty ) 失ふことに到 して

いかな る解法をな すか と云ふ ことに ある。 乃も現在のアメ リ

カの鎖骨・構造の柱 と梁の結合は甚ピ簡単であってそ れのみで

は到底充分の剛性を期待 し得ないのであって 、. J( c 充して顧み

込まれに煉瓦の外壁 に その剛性が依居する にめ に、 その貼現

在の簡箪な結合方法 より もむしろ股花: な潤逸風な 剛g' ii :貼の と

りつりを? するか . 或は現在の方杖の様なも のにによ らな いで

充分な筋違ひ鎖骨を入れにト ラスを計聾する かで あらう。
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更に叉、現在にあっては高層鍛骨架構の持つ

Hi gh ｦｲ 巴 ｱｵ ･ ｮ ｣ ｹ の弾性摂動の 誘 強からｾれるに

めに床及び監の重量を減じ得ないこともそ の技術

的な困難の一因 であらう。

我園の建築は室へと伸び上って行くことは出来

ないであらうか ? これは我々構造技術者にも耕せ

られに大問題である 。 も早現在の大都市の都心に

あっては 100 尺 8 居の建築を以て充分に経慎的能

率的で ある と云ひ難い。20階の建物金もし我々が

技術的経済的なら しむることを得るならば. 筒、

都市は外へ外へと 醜〈披が るには及ばないで あら

う。地| 耐力の問題 L 純量構造の問題 と相f突って

考えれば甚しい難問題ではな い。

とにもかくにも私がこ〉に結論 として rl' し上げ

fこい E は. 現在の 8 居 100 尺が都心の建築の経桝

的能率的な高さ の限度でもなし構造的耐民的な

見地からの高さの限度でもないと云ふ事であ る。

況んやf j Q尺平方伐の ところに立つ 100尺の建物

の安全性を得る程度な らば、200 尺卒方のところ

に建つ建物は充分之より高きを得るで あらう。現

在の持つ建築の安全性と同じ程度或はそれ以上の

ものを以て向高い建物を建て得るか否か? 且こ

れが充分経憤的であるか否か? それに劃する建築

材の料改良或は構造法の進歩等に封して、 筒、進

歩的な技術家諸彦の研究を期待し? こい 。

111 鎗
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生 活 の 墓 標

本 多 正 i昼

fLそ地上に於て建築、特に現代の錨筋叉は餓甘・コンクリート造建築程厄介なものはな いυ

人聞は死ん? ごら 魂 と云ふ始末のよ いも のfごりを践して跡形もな t 葬り去られ、叉いくら陸

奥. 長門 . でも 幾度かの改装を経? このち年限が来れば遂に殴艦主なるのにが、半永久的な

建物は、いつまでその残骸を践す事? ごらうか。文化的まこる近代都市と云ふものも、今で

すら質は一つの建築骨珪市場に他ならない、耐久的建築の加速的に増築される将来一関ど

うなる事ピらう。米関に於いて駿葉自動車の底分に窮してゐる 事はあまりに有名な事貨で

あるが、我等の都市も将来之を見棄て〉 、他の空地に新な者11市を建設する方が経済上得策

となる時代が招来せぬとも限らぬ。

建築は直ちに我等の日常生活であれ今日の問題であって 、決 して咋日 の ものでもなく

明日のものでもあるべき筈でないがＮぞのま〉の姿を永〈地上に残す黒ｾに於 て、衣服とも

ちがひ、政治 ともちがつに、誠に厄介な要素を含んでゐ るコ大阪中之島の大江橋は、 既に

我等の記憶から去ってしまはうとしてゐる程古い昔の懸賞募集首選問築を 、比較的正直に

従施されにものである 。 しかし、設計と施工との間には 10年の時間の隔りがあ るので、 素

人できへ意匠が何蕗とな〈時代後れしてゐるのに気づく。之が着物で あっ ても、 寧艦であ

っても大控であるが. 建築的な意 l壬であ るがために割合平気で此んな事が行はれる。又美

しいオーダ戸をもった三井銀行大阪支庖が惜し策もな〈打壌はされて行〈のは、経済的m:

f直が師になくなっ fこからであり、建築経済上からは大いに撒迎すべき事かもしれないが、

天災でもな く、不可抗力でもない の に、兎に角一種の重芸術品 fごと棉せられるものが、必要

の前に跡形もな〈粉陣されてしまふ姿はみぢめ で ある。

2  

新しい古い と云ふ事には勿論科製的な時間の経過と感先的な時間の経過とがあり、前者

に封しでは問題は比較的簡単である。大民災のために幾多の武重な重芸術品が友雄に師しfこ

のを見て初めて「アル ス ロンガ」でなかった事 ｾＧｬ 託ったと云ふ 。アルチ ストがあっ ｔ こ が

合目的性 を重要な要素 としてゐる現代建築に於て. 用途に泊 しな〈なっ? こ? こめに破楽され

る事に誰 しも 異議はない筈である。ょく聞かされる事である「何もそ う頑丈なものをつ t

って〈れな〈てよい 。建物自身がし、〈ら氷もちしても 、い つ までもこんな建物が周を新十

る笹はな い」と 。此様な建物に封しては出来るにり容易に破楽し得るやうに考へる必要が

2 3
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ある o しかし多〈の場合建物の安全は同時に耐久を意味し、叉現在最も合目的である事 l主

将来に於てー居不合目的となり易い。

感畳的に新しい、古い. と云ふ事の中には、極めて週期の短い流行のやうなものと、週

期の長い、例へば政治、維持. 戦争等の原因となり 、結果となる時代思想の表現、及び直

接科書担の進歩主共に直級的に前進する感畳表現等がある。週期の短い流行等と云ふものに

はほとんど他の原因はないので、物理的に振子蓮動をしながら前進して行< 1 ごげの事であ

る。例へば短いスカー ト、 接飾の省略、 シングルカット等は首時相賞理論つ' げられて、現

代生活の営然の錦結の如I < 云はれて ゐ? こが、やはりそうでない事が謹明されて しまつ に。

しかし建築は流行では 1t ｾ 、 。 あ ら ゆ る時代思 想 の影響をかすかに受げる と 同時に Ｎ一 方

に於て科製が要求 するも のを最大限に満 j主させる必要が あり . 他方に於て大衆の盲目 的な

遅鈍なファングジ ーを満足させ ねばならね。

3  

即ち、他の直接的な雄帰 な欝術、例へば文書昼の釘I < 思惣、 主義 { t > そのま〉はっきり表現

する 事が出来す¥叉建築家にそんな指導的能力 のない貼に於て、幾分音楽に類似してゐる。

ム{ ン ライトと云ふかり そめの名を冠せられた苦楽が 、聞く人に暗夜の風を想像 させ やう

じ 民聾の野! 京{ t > 想像させようと、決して聞〈人の罪でもな〈作者の罪でもない程 、イI1J も

明確に語 り得る要素をそれ自身備へてゐないが、最も 前Mt な建築はほとんど何物をも 語 る

能力を有しないo それでゐて一つの決定的な形式をもっ fこめに明確に時代を表現してしま

ふo 青紫に於ては時代の表現が比較的部弱で、 I科ヰ身皐具の進歩bが: 本質的に i影拶響aを?及 lぽます事も出

来す今、¥、比較的雄

しい作家 によつて{依衣然として最も E重室大な要素として許されてゐ る口

建築に於ても現在地方的色彩は向ほかなり濃かであって、最近も或る他方面の雑誌の中

にストツク ホルムの市融合の潟買が載ってゐ? こ事に興味を l惑じに。馬民の下には 「美 しい

スヱーデンへ来れ」 と云ふやうな意味の観光誘致の標語が書いである o 此の一市鷹合がス

トツクホ ルムのみなら十スエ ーデン金慢を代表して 、建築家のみなら十一般の人々に強い

印象をあたへてゐる 事が分る。しかし建築のやうな科接的なもの に此様な ローマンチ シズ

ムがいつまで許されるかは疑問であ る。摩天棋の林立したニュ ーヨー クに こそ廿世紀の都

市のj脈動を感じるけれども、ストツクホルム市臆合の内 に高速度のエレベ ーター、 新式の

附帯設備、 l切るい事務室と敏祈な事務 を想像する 事: は出来ない。建築家の美しいフ アング

ジーではあるが、結局ス エーデ ンを北偏のトFI合閥として紹介してゐ るに過ぎない 。

4  

日本に於ても日本的なも のを要望する 聾は今に初まつに事ではないが、最近特に 一部の

進歩的な新しい建築家の聞にも今夏の如〈日本建築再現を叫ばれるに 至つ に。しかし之喜多

の人 k は勿論ローマンチ シズムと地方色を求めてゐる のではなか らう、叉地理的篠111'. 物

質的傑件. ) 風俗人ii!Ii 等の需を探し求めてゐるのでもなから う、地上に 新. らしい骨董品を残

さぬやうに 、古い草袋に新しい泊. を盛らぬやうに、生命の永 し lリj 日の 明も新鮮で美 しい

ものを。
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曾て、ある座談合の席上で、若い建築家が、こんなこと営いって肘? こ司王を畳えてゐる。

lヨ本で木港建築が殻達した のは千何百年間 に洗練されて来たもので、これをコンクリート

などの材料をもって木造らし〈見せる( コンクリート製の和様建築を指す) などのやり方

は不自然1': と思ふと同時に. コンクリート風の住宅( 近頃の白い建築) を木造でまねると

云ふ事も亦不自然fごと思ふ D

一時代前の議論の様にも思へる が、興味を畳える。 その言葉その もので は な し そ の 裏

に輿味を費える。私の筆 も亦此の言葉から 出張する。

Ｚ 吾々は頭でいろいろ の事ーを想像 する事が出来る 。 これは而し宰想、の様にも思へるがｾｾ

何でな い事もあり得る。いま此の若い建築家の言葉を借りて云へば、無此、現時瓦の向い 、

軍備の様な建築を、木ii5するのは不自然fごとの事であるが、木に、非常に有力な防腐剤営

企るとか、絶望H耐火剤I j { f 注入するとか、 とにか〈何等かの方法で、科書得的な底理主? 如lへて

見ればコンクリ{ トの椋に耐火的な永久性を持fこせる事が出来ないことはない… … と頭の

なかで勝手に想像する。而し、そんなものは現賞には出来てゐな し、。にが、吾k は. 少な

〈とも私は. 今. 頭で、 そんなものを想像出来ないと云ふ時代ではない、と、思ひもする

し、叉、今直ヤにも出来る時代を勝手に致想、してはいりないとは私の頭のなかで考へない、

なぜなら、人生には今誼不可能fごと思はれに事が幾度も達成せられに事賓を経験し、現代、

その自責し自信じほこりを持ってゐる。これは吾々の人生観の一部であれ且つ、吾

ｫ の思惟の世界にＭｾ測を ｬ おめ でゐないとは思はなし、。木造に劃する、すな ｬ まな考へを持っ

た、此の若人は恐ろしし自然主義の信者? ごと思へる。

-・・・
夫放に、豆腐の様な張りボテの木浩建築に反劃する此の若い建築家の議論に私は反割で

ある。こ れは私で はない、私の頭である。 ?ことへ. 此の建築が . 5 年はおろか 3 ｾ 半、 Ｒ 年

で腐りはてようとも、その永久的可能を信すもる頭脳の働きが、観念化して、此の種の建築

の存在を是認する事が出来ないと云ふ様には働かない。而し、此の、木に劃する可能は、

有力な防腐剤 L 耐久御jの瑳見の可能からの直接の原因ではめるが 、よ〈 考へて見ると 、

貨は、識や、コンクリート の建築的自由性、共の偉大な建築的可能からF . [I 来する。調は' > .

肢〈科皐と華芸術の自F 11の世界から展げられて行〈ものと忠へる o ; ; t くから糸をに木から. 綱

子を、木から錨{ f . 木からコンクリ戸ト{ f . 等々を? と考へて行 t うちに、木そのものの枇
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J V . は僅かに現定の . 市も最も安易な木造建築の一局部でしかない様に思はれて、その反萎I

に科療の闘する限り木の世界は、あらゆる建築的偉大な可能性を有する考へと共にそのな

• 
かに とけて行〈 。木によって魚、をもとむ. と云ふ のではな〈木によって魚、をも とめ得る思

↑1(，の世界が展がっ て行 〈。誰れか、星にかくる建築と云つにが、再 々は想像し得 る限りに

於て、建築を建築し得る強見を持も得ると思へる 。此の、 一見現1主からはなれた様な馬鹿

化? こ考へは. 廻り廻って木の可能性を恐ろし〈展げることが出来る。若しこれが、空想、Tご

としにら、恐らし 飛行機はま 1: 地上 をはな れて居ないかも知れな い。夫故に、木造ハリ

ポテの豆腐建築の存在を是認する o 1ことへ、それが数年のうちに附りはてようと 、それは

木の闘する限りではない口木に射する頭の世界の附する限りでもなし建築術の米熱、調

はヲ庚し科撃と建築、市も現質に於げ る木迭建築建築の問題でしかない 。吾k は、いつ

も、現賓の僚件から 一つのf限定を作って理論するのが普通である。市しながら時として、

概念は現貨から一歩先つ' るのである 。瓦茸がいやでな いコンクリートの合理建築の美し

さにあこがれての矯めばかりで‘ あの. 豆闘型の木造ハ リポテ建築を するの fごと想像する

ことには誤 りがある 。杵? こる建築材料の鷲見 と構造法の費化は. よ し 庇 と 屋根の必要を

打ち〈ピ〈かも知れない、もとより. それは庇と 屋根 、 日 射 し 風 土の 日本建築の理論そ

のもの質化でない口として見れば、科験的自由の世界では、出と屋根の五を 、匝l執するい

われはないと思はれる。此の考へか ら見れば、j必をつ けに コンクリート建築は時として玩

具の棋に思はせることがある。しかも、向、それを国執するとすれば、理論でな く、それは

此と 屋根の宗数ではないか。 吾 k の観念のなか には最早 . 科事の可能の世界を織 り込み、

恐ろし〈偉大となっ?こ近代建築術の働き がその自由 し 可能の世界を披げて居 ることを踊

のなかに信じてゐるからではないか。必す・しも概念の遊戯ではあるまし、。

2  

頭の閥する限り科惨と警備のf ，によって 、自由 に建築を論じ ようとする事は、さして難

事でないかも知れぬ。吾 k は頭で物を思ひ、想像し、 その可能 を信じ、そして、頭で建築

する 。多かれ少なかれ、日 本では過去廿年来頭でしか建築 しなかっ? こ様 にも思へた o lj f(へ

てその時々の新興建築ばかり? ごとは云わない。夫故に、その結巣として 、理論はいつも現

負ーから時として遊離し、叉恐ろし〈先行しに。夫等の理論の躍進的な結巣として 、らもタト

の長多数の建築 し 建 築 的 傾向と は. 折衷主義の焼印を捺されて 、敬師は敬壇から、若い

建築家建は叉夫 ｫ の立壌から此の建築ｾ批難しに。それにもかかわらす｜久敷、体統と現

賓の奥深〈しみ込ん1:: 是等の建築は、ともか〈 、一つ一つ現貨の問題を解決して、やがて

行きつく t ころに行〈のではあろうが、之れに反して、凡そ新興的な理論 k 云ふ理論は 、

今の ところ 、振はな〈なつに様にも見える。これは而し、理論そのものの欠陥と云ふより

も' ギろ 、理論の代制が性急: であっ1: 結巣であると思われる o ;儀式建築に劃する見方と現貨
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の問題に射する 僻搾に劃 して、 事更らに自介護のイデ ーの代耕 に引 用し? こり 、叉そ れを回

執 しなくとも、向か らの'丘践と 理論の うちにもっと多面| 全と 多向性とを持つでもよい筈で

はなかっ? こか。舎で 、グロピウスの理論力人 「日本」 の名によって、一つの運動 を植えつ

けよう とし1: 。風土 、住むに埴し? こ日本の建築、などを基礎として科謬の世界が論議せら

れた。が市し、 それは更らに践し 、日 本を忘れて 、部分から全開を目指 した様 に思 われに。

践 し いや. 一 つ一つの環境し僚件を 、克明に、克服して行〈こ との代りに 、性急:に、

一定のイデ ーを?代耕した。その結果として 、理論は恐し く窮屈なものにな れ 従 而 、 作 品

は硬 化 して型にはまり 、 ちん ｲｾｬ e なり 、同定してポスターの様になって行< ftfi 向を見せ t: 。

か憾なが: 態は 、警術或は嬰術的心境に於て奥行きを失ふおそれをい fごかしめないとも限ら

な〈なったのである。人は . そう しに . 問定しに世界 には入って行 0 1i- を好まないと 云ふ

枇舎と 、イデ オロギーを逆にして見れば、不合理の代名詞 fこる折衷建築が最も合理的であ

ったれ合理建築が時として 、や 〈さ' なも のになったり する世界が現は れて来 fこのである。

「合理」 と は何ぞや 、 と云ふ疑問が 出 て 、 吾 ｫ は合理主義ｾ安易に使へな〈なったのであ る ｣

3  

ある小劇場の廊下で・「鋪道」。 と云ム雑誌を買って説ん1:: . 生活力; 解決 されす' に何の様式

ありや . と 云ふ意味②建築論が書いてあった 、百の議論 も、生前問題の前ではハグと行き

づまってしもう 。その通りである。

-煙車 ｾｦｬｾ 頭 に はさんで 、 柑 子によった男が静かに 聞を 見つめてゐる 。 「木によって魚、をも

: ら」か、 「木によって魚をもとらみ2」、かと云ふ問題を顕のなかて' まに考へ て居る 。恐

ろ し〈 生前のな い風景ではある。 9. :? 26"  

( … ・・28 頁下段より続〈 … ・)

有機的に、こ の複雑性を満足せしめ るか v 問題でなげればならなし 、。建築に限らす凡 そ.

この榊霊化されに「翠純J ｾ錯賢しにあ らゆ る 事 術は 「 簡単なる 気韻 を旨としに東洋的情

紳主義の審美感の最 も重大覗する所のこの r. 純」のための「単純」から 〈る 「澄み」と

か「さぴ」 とかのー製tJに その動機と究局とを 集中して ゐるJ のである c

今一つの危険は伺 人的表現の慾望である。普j J 量的な指導原理によら十只管に例人的表現

の安慰に酔って、分裂せる 自我を各局部 に様 k の型に表現せん とする食慾は更 により以上

の蛇道でなければならなし、。

手手 k は吾 k の先揮者主主力: 吾 k に捜し? こ最も 秀でに作品は、何れも充分なる謙遜と無慾と

の 中に完 成 されに 事賓 ｾ ｯ そ うしてすぐれ にる創浩 に は 、必す・精神的 崇高な 人格よりに じ

み出る迫力カヘ深〈 深 〈刻み込まれである 事を忘れてはならない。
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悪 葵 恐 其 簡l 苗 砲

桐 本 楠 雅

文明諸闘が共の性宅の組織的研究によって. !まヲ嘗凶{ の問題{ f 解決して所謂集図的住宅

問題、 工夫は都市公共諸建築の新しい題 目に飛躍 しつ、あ るのに比べて、者閣ではその歴史

的地理的環境から来る経情的 、精紳的の団理力が近代都市生活から来る必然的な迫力と間突

して常に我 k { f 困却せしめ つ 〉める D 座式か椅子式か、或は木造かl耐火建築か。木造建築

の集閤が防火防空的の見地から常に排撃されながら 、而もこ の排取が叉常に精神的木造建

築への愛着によって機含める度に逆襲されつ〉ある D

是等の諸問題が益々複雑化する人間生活の内苓と相f突って住宅の建築的見解¥{ f 増 k 多面

的な、例人的なものとしてしまっ fこ。 そうしてこの組織的な指導原理の依乏が建築研究に

闘して綜合的科事として V はなくして、 その複雑な内容の各部門の分析的な研究の只単な

る集積に過ぎないで徒に無秩序に放任されて. 自然強生的な建築構成から科接的な樟系と

しての必然的建築構成への道程{ f . 尚一唐急: な廻り廻つに迷路としてしまっ1: 。

幸にして吾々は現在数多〈の優秀なる公共用建築を見る。停車場 、感校、病院. 市場.

工場、合館、 演欝場等これ等は何れもその都市の力と富と同時に複雑さを示す都市生活に

は是非必要なる有機的な存在である。是等の多〈はその性質に感じて、多〈は祖先停来の

華美な、第窟な所謂重芸術的 「きも の」を脱ぎすて h ー肢は極〈非常時らしい緊張さを見

せてゐる 。 これ等は何れもこの多岐多様なる山道を、勇敢にもその強) f J ; pに悼んで不充分な

る調をE{f 1こよりに只莫然と登拳を企てたものである 。而しながらこ の坂路は飴りにわす・ら

はしく飴りにも華り難し、。 「分裂せる自我」を以てしては到底のり切る事は難しい。やが

ては努力の分裂をｾｦｰ， ｾ、て或は右に或は左にそれで到底逃れ難い窮地にＧＵ Ｑ き入られ勝ちであ

る口而もこれ等の多〈が吾聞にて古来よ 1) i 澄み」 とか「さぴ」とかの名によって紳遼イじ

されに「皐純の篤のER純化 l の逃避的蝦耐 lこか〈れて. 向、強l放に 「必然的構成」の旗を高

〈高〈掲げてゐるのである 。

吾々は必要な る桁の健賓な る生長の震に 、苗に紛らしき務を鷲見してその生長金阻止せ

なければならない。 それ等の仮面を取っ て見ゃう。其庭には不充分、不必要、不統ーによ

って査められ、例人的表現の欲望によっ て打ち のめされ仁醜い残骸を残すにらう。活きに

稜展する生活の容器として現代又将来の建築は本質的に「単純」であり得ない。吾 k は確

立せる指導原理に基いて 、こ の複雑を逃避する事なし 綜合的研究の完成によって如何に

( ・…・・以下 27 頁下段へ績< )、
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欧 米 住 宅 建 築 界 の 新 傾 向

岡 田孝 男

1.  F事 言

2  アメリカの新しい住宅

日光の家、土地 に貌 め る家 、 開放 され た 家 、 常 識 的 な 家 、 次 の 時 代の署長、俳1性のあ る家 、

第: 本伎 の 家 、 Iif 闘住宅、ロ スア Y ゼル ス安r外 の 家 、 = ユーハ ート 7 オ ード の家

3  イタリーの新 L い住宅

夏 の 家 ‘ 郵 術家の費夜 、飛 行 家 の家 、熱平存地方の家

4  ォランゲの新しい住宅

ロッテ ルダムの署長

5. フランスの新しい住宅

避 暑 別 荘 、 グ ラ ス プ リツ クの 家 、 プーノι の あ る 氷

6. ドイヴ、ォース卜 1) 一、スヰス、ハンヵ・リーの新しい住宅

ペノL リy 郊外の家、ウヰシ近郊の署員、プダ ペ スト郊外の署長 、 プ リユ y 郊外の委託

，. シカゴ樽覧曾の新しい住宅

今日の家、明日 の家

8.  * 費 鎗

l 序
雪 -

=  

近着の外岡建きま雑誌を見るしとの雑誌を見ても. > > ，1 . ら住宅問題が取棋はれて居て、こ

のところ性宅問題全慌の感がめる。これは一つは、 itt 界的不況の篤に高居ビル デイングの

建つも のが少〈 、建築界がや〉閑Iこなったので、建築家の絵力が. {t: 宅問題の方へ. むり

られにせいであるまし、かと思はれる。

住宅問題は. 人生生活に最も重要なものであるにか川まらす¥物が小規模の震か. 建築

家の間では従来あまり、研究されて居なし、。そして主として. f i )I' 究されに大建築の知識を以

って住宅建築も律せられて居1: 様である。

しかし、大規模な高居建築と小規模な住宅建築の聞には自イか ら医別があって . 高麿建

築にｾするもの必す・しも十 ｅ 宅建築に適するとは限らぬ。

例えば構造法に例をとって見てふ 8階建とか 9階建の大建築には鎖社鎖筋コンクリ{ ト

迅・が最も有利であって、これを木遣でやらうほど〉云ふことは; } 5 ' へられないが‘ 生f : . 宅の場合

は小規模の故を以って. 及び他の事情もあって木造の方が有利のことが多し、。この場合建

築家は大建築に用ひられる鎖骨構造の方は微に入り細を穿って- ( i ) 1賀しながら. 木造の方は

一向に研究して居なし、。 その箆木造の方は構造法として進歩が甚ピ遅れて居るのでめる ω

こう云ふ住宅に闘する研究で. まに着手されて居ないものが多々あるが、最近建築界の興
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味の中心力4漸芸大、この性宅問題の方へ特じっ〉あるのは遊1:.' 結構なことである。

住宅問題としては

プランとエレ ベ{ シヨンの研究

2  構造法の研究

3.  設備の研究

4. 装飾及家具の研究

等 .々 ノj 、住宅に特有の問題が多いなかで、こ〉では、プラン及エレベー シヨンの. ( i) I'究の 一助として

最近の肱米に於りる性宅の新しい傾向を集めること〉する。

断ってお〈カヘ筆者はま 1:: 欧米の園へ行ったことがな〈、彼地の建築を見? ここともな し、。従って

こ〉では fこY 近着の外岡諸雑誌に現はれた住宅の中から、新しいものを泣搾 して これを集めににす

ぎない。此意味に於て、正確に云八ば、標題 “ 駄米イセ宅建築界の新傾向" の前へ“ 近着雑誌に現は

れたる" とつげカ11/ ' 0 0 . る必要があるかも安¥1 れない。

しかし同じく法隆寺の建築の ことを害〈にしても、 1: Ｍ，［法隆寺ｾ見亡、 ＺｻｖＱ で警〈のと Ｎ 法隆寺は

見ないがその馬民や言E鋒や、案内記を調べて書〈のとでは、見ないけれども調べて書い 1=方が遥か

に、材料が盟宮で、要領もよい場合があるから、筆者のこの見づして書〈流儀色 、全然無意義のも

のでないと信す・る。殊に住宅建築界の全般でなし新しい方面Tごりのことであるから比較的容易で

誤は少なからう と思はれる。仁 Y 見づに書〈場合は専ら文献によるが 、その棋操 とする 文献 に過誤

がある場合は勿論、その文献を理解する時に 、 錯誤があり得るから 、二 重の弱蛤ｾ持つ ことになる 。

この黙は特に子維なる認識を持 fこれる識者の叱疋を乞ふ次第である。

本文では始めに、アメリカのマーシー百貨庖で展覧舎を開いた“ J¥等来の住宅" の設，¥1築 8 種につ

いて、アメリカ の新しい傾向を訪ね芸大にイタリーのミラン市で昨年間かれた内覧舎に 出品され 1: 住

宅 4 戸について 、イタトーの新しい傾向を傑 L 次にオランダ、芸大にフランスの析しい i t宅 3 戸を

調ぺ 、更にドイツ. オーストリー、 ハンガリ ー及スイスの新位宅各 1 戸宛を見て最後に 、Hド年シカ

ゴ博覧舎で建てられに“ 今日の家" と μ 明日 の家けとを探ね . 然る後、これ等の新しい住宅がど う

云ふ傾向を持って居るか . その共通の目標如 何を究めて見 t: いと思ふ。

引用しf 二外圏雑誌は

米 Archi tecturaI Recor d ( ) an. - Dec.， 1!'33年)

米 A rchit ecturaI F orul l1 

1/ 1/ 

調 ル[ oderne Ha uf ormaJ l  

11 1/ 

〕

調 W. M. fur Baukunst  &  St adt bau 
1/ 1/ 

調 Der Baumei ster  
11  1/ 

)  

瑞 Da s W erk (  
11  1/ 

悌 L' archi tecte
1/ 1/  

等である。

筒 、小恒三宅の構造法については拙稿 H 不燃質小住宅の新構造法" ( 建築 と祉舎昭和 8 年 G 月続自

34 頁至 49 頁) 叉小住宅のプラン については拙稿 りj、住宅のプランの研究" ( 建築と祉舎昭和 8 年

4 月披 自 5 4 頁 至 62 頁及同誌、同年 6 月蹴自 71 頁至 88 頁) セ御参照賜はらば幸である 。
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2  アメリ力の新しい住宅

ニ ュ ー ヨ ー クの有名な百 貨 ｲｾ ＢＢＷ - シ - ( R.  H.  Macy &  C ompany) が昨年度全E宅建築に劃する

興味深い企を試み?二o それは ニュー ヨークの著名な高居建築家 8 人に針し、理想的な小住宅の設計 ー

を依韻 し. その出来上った設計楽に よ れ 枝型を造 り ‘1寺来の住宅" と銘打って展覧合金聞いに こ

とで ある 。

何が きて . 高層建築の方では名 f.: tこる 建物 を手がげ 令名め る人達であ るが‘ 住宅の方では如何か

? 、住宅は高居建築とは異なる 分野にあるから 、大 しにも のは出来 まいと云ふ人 、叉住宅も高居建

築: も建築にかはりはな L、から . 相営なもの . 寧ろ今迄の住宅建築家の気つ'かな い所迄 も、秀れに そ

の 設計 手 腕で表現する ｦｾＧ らうと云ふ人 Ｎ共他と り どりで 興味を 以 っ て迎 へられ に が 、出 揃つ に 設計

案を見 ると B 人 8 犠ではある が、みな相営 なも のであった。

そ もそも. 住宅 と云ふも のは. その注文主. 即ち佐 ふ人のi品|性 によって遠ふ のは. 嘗然であるが

資際問題 として 、住む人から設けを灯火頓さ れた建築家の 、住宅 に針する 解除如 何によって 、著 しく

異 つに建物が出来上るも のである 。

例えば長も公平に、同一地面に同一僚併を附して、 10 人の建築家に設;十を依 頓 しにとすれぽ 、

10 程の異つに笑 が出来て、決して敷壊や物理の答案の如 い 閉 じ 答 案 が出て来 ない。

これ は数 J砂ごや物理に 於 ては . 依件が少数に.限定されて居るから 、これを辿って行げば同 ーの解答

に到達 する のであるが、住宅の設計にあ f: つては、非常に 多 〈のj条件があ り互 に入り認しれ、 コL互 lこ

相反する僚件さえ多いから. たとえ課題として公平に 10 ケ僚或は 20 ケ僚の僚件を輿へ られ でも

解答案 を作る には、 ぞれ以外に数百の 篠件が入り込んで来る結果、そ の奥へられた憐 件以外の{ 尉牛

の取検選揮 、鞄重匡別 によって 、結局 . 出来上つ? こ設計案は互に相距 る もの とな るのであ る。

こ〉に於て、そ の数十数百に亙 る互 に入 り筒Lれに{ 削牛を 、いかに取捨する か . いかに軽重の別 を

奥へるか -.，: . 重 大な問題となるが 、 その判断は専ら 、建築家にまか された課題 でゐ k 建築家はそ

の性宅に劃する解鰐如 何によって、 違つに標準により、 異った判断念する のである。 この際i収拾 を

誤ら んか . 設計さ震は無償値の ものにならう 。軽重の棋準を筒Lさん か. 設計案は不具の もの とな ら う

か冶 る無{剛氏、不具の楽によって二r : { t >進めに建物の?運命は 、云 ふ迄もな 〈明 かな ことで あるが .

111 間にはこれがな かなか多い。

住宅建築に営り 、設計者の任務ま?こ事. しと 云ふべし . 設計者の濯揮の主要なることまに言 を侠fこ

ない。

却設 M acy 百貨応の得 fこ8 人 8 様の設計案 を見 る し めTこかも 建 築家のそ の姿 を見る 様 であ る

或は傍統を重んじて それに新味を盛ったも のや、叉新しい銅板製の家や種 k あ るが. 著し 〈目立つ

共通の鈷は“ ポ ーチ及テレ スの重要性" を認 めにこ とで あ る。

或は庭園位宅 と云ひ 、或は日光住宅と云ひ 、戸外住宅と 云ふ、 その提唱す る とこ ろは 、みな戸外

生活の強調で 、住宅は家の 内か ら庭園の外まで進出 し、叉庭園は家の内ま で民入し、 快適な戸外生

活に豊麗な 日光 と新鮮な宰気の満喫ぞ目指 し. それに備へてテ レス 、及ポ ーチ を庚 し 好位置に配

置しにも ので、最も 重要な位置 にこれ等の、従来第二位 とされに 室 を据 えにこと が特に目立つ。
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第 J [国 マー シ ー百貨底 の 理 想 住 宅 第 J :案 日光の家

音声 2 間 同 上 プ テ y

今迄の住宅は自然の暴l式

{ f 禦ぐ震に、墜を厚 〈し、

窓{ f 小さ〈して居? こが、 こ

れでは向然の暴j成金防慢す

ると同時に、自然の思，惑を

も矩否するこ主になるから

家を開放的にし、春秋の好

季節には、或は戸外で食事

すべ 〈ダイエングポーチと

な り、 叉陸屋棋の上をテレ

スとして . 戸外の遊歩にそ

なへたのである。

;芯も γ メリカの小1-1: 宅に

於げる、このポーチ、テレ

スの王手: 用は、 もとカ・らあっ

1: 。内海岸の気候のよい所

例えばカリフオル ュヤめに

りの、冬綬 c度: 涼しし年

中泰の棋な所では 、早〈か

らポ戸チを愛用し、バンガ

ローには必するポーチが附思

し、コロ エヤル式の家にも

ポーチは大託ついて1舌? こが

最も重要な位置にポ ーチを

持って米たことが今度のがf

しいやり方である。以下 8

人 B 棋の設計|剖について彼

等の主張をき いて見ゃう。

第 1 案 日 光 の 家

( 第 1 圃ー第 2 闘)

Har vey Wi l ey Corbel t  

氏の設計で、第 l 圃はその南面の姿 . 第 2 闘は l 階 2 階 3 階のプランである。

設計者は ( 1) ユ = ツトコンストラク シヨン、( 2. ) 庭 { f 家で 3 分してプライベー シーを保っこ

し ( 3 ) 光と空気の豊富なる享受、 ( 4 ) 能率的なプランと設備金、考慮しにと云って居る 。

ユニットコンストラク シヨンは、建築材料の規格を統一し、 大 き及形を一定して. これを工場で

大量製産し. 現場に運搬して、仕上まで組み立てることであって、工場の大量生産による材料の安

僚と、現場組立による工貨の低減 e. 建築日数の短縮とを目的としにものである。
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Ｇ ｫＡｾ家で Ｓ 分して、前 催

と台所庭と後佐: と、各 Aをそ

の役 目に舷 じて分ち. 後庭

ｾ本 ［ 雌として、家主＿凹字形

に両日し、居間 . 食 定 . ホー

ルを、ポーチ . バノL コ= ー

と共にみ; 庭に 大 き< ｉ ｾｾ＠ n し

隣から 1税かれることなしに

日光主 宰策を享受しゃ うと

試みにのは良 いと思ふ。敷

地 の 1¥1% が家で 26. % ヵ:

前嵐、 3. % が台所庭. 日 %

が本庭である。

能主やe的の設備 t しては、

パ ネ IL ヒー子イング. 等を? あ

げて照る り

第 2 案 土 地 に 親 し め る 家

( 第 3 国一第 4 闘)

Ar t hur l ，oomi s H 乳[ 1 110 11

l.cの設計で、第 3闘はP?u創

の奏、第 4 圃は 1 階 2 階 の

プランである 。

設，［十者はこの家ｾ ｾ 設計 ー す

るにあ t: 1) 、自分が共に住

んで紫しかるべき家族ｾＺｴＱＮ ｬ

ひかべ、土地に 密着した家

主? 建てたいと思ひ、又建て

t: いと思ふばかりでなく、

U: み Tこいと思ふ様な 2誌を訂・

1!Il J し. ( 1 ) 工費に比して最

第 3 凶 マー シ ー百貨庖 心理想住宅 到 ［Ｒｾ 長土地に親しむ翼民

第 4 !::. I  同卜. プラ y

大の性層面積 、( 2 ) 最 も安 レ良い構造、 ( 3 ) 経常費の最小制なることを同的としにと 云っ て居る 。

この設計者は、前設計者及これから述べんとする設計者の意見と 異な り、家は家 . 庭は庭と、は

っ きり I高分し、家と陸 t の交錯を許 さす、卜l う【; と本気力; 欲しげれば戸外へ11¥よと 云って居る。こ れ

は!'I;. ｾ告に撃すする角 ｲｦ 平 の 相違で あって 、こう 云ふ 所に建築家 の ＨＯｨＱ 性が 現はれ 、出来 ｴＺ 建物が相 違して

来るのである 。従って構造は煉瓦浩が現在の ところ最も安 〈良い構iili であ るとしてこれを? 採用し、

陸屋 ［ 恨を排し、外壁はｩｊｉｾ瓦 ｬ Ｎｦ￭Ｈ積 の白塗 ｌ 内 壁 はラスにプラスター塗、屋根は木造スレート葺、

床と間仕切壁は費用が許せば帝i旬、織'rj
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第 51湖 マーシー百貨底 の辺! 怨 住 宅 第 3 案‘ 開放的な家

費' ) ; 6 回向上 7' ラ y

第 3 案 開 放 さ れ た 家

( 第 5 闘一第 6 闘)

Ra y mond M.  H ood 氏

の設計で 、第5 闘はそ の東

北より見 fこところ、第 6 防|

はフ. ランである。

前設計者が . ｬｊｩＮ ｈｾ 択と の

l丙別をはっきりし、戸外生

活がしに〈ぱ戸外へ出ろと

土えっ て居るのに反し、此設

計者は、 家 と庭{ f 一所に考

へ2誌の内へ庭を引き入れて

居る 。

即ち 1 階のプラン で見ら

れるダイ コングポ ーチが.

この家の生命であっ て、事普

通ならば食堂が来るべき、

長も f仏、1立世{ f ポ ーチ k し

三方を取でかこみ1輔の方自?

開放して 、反主ーをこの家の中

にまでづ| き込んである。金

〈新しいやり方である。

設計者は 、 “ アメリカで

は 1 年のうち 7 ヶ月. 又は

それ以上は、好い季節であ

って、この期聞は家の中に

居るより 、家の外に居 fこ方

が気持がよし、。故に家を開

放的にして、戸タト生活をよ

り紫し〈しに。 この ダイニ

ングポーチにあっては、た

とえ厳寒の時でも. 太陽さ

えJlI: I. して居れば、日中はそ の H 与! と反射で、媛嬢の傍に帰るのと同じい" と云って居る。

開放的にすれば、や〉もすると、 プラ イベー シーを失よ、が、こ のプラ ンにあっては 、 2 階に版記

念巧みにとって、プ ライベーレーを保も . d 階は書燐で大きな テ レスに禎寺、f I l ぴ開政的になって

居るし、叉街路の方にむかつては、大部分を壁にしておいて、後嵯の方へ大きな窓やポーチを持ち

来つ1: のも 、巧みである。 蓋し優秀なプランと云ふ べ きであらう。
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第 4 案 常 識 的 な 家

( 第 7 嗣一第 8 闘)

]ミly G 乱cques Kahn 氏

の作で、第 7 闘は その北

西より ｾＱ こところ、第 Ｘ 協 ｬ

はそのプランである。

この設計者は“ /J 、性宅は

常識的の事柄である九“ 家

族の要求はプランに、趣味

はデサ' インに、そして建築

材料の質と大きはポケット

ブックより探せ" “ 小さい

宣伝数多〈とるのは 、負. 際

の使用上不便であるから‘

大きく室を? とれ" 主云って

居る 。

即 ちノj 、住宅に於ては、あ

まりこせこせと. 小細工や

試みをつげする . 大所より見

て、自然にすなをに治るこ

とをすすめて居る。

簡ｾ Ｎ な棟瓦遺りでＮ床と

尾線は軒い鍛什のフレーム

構造か3えは木造. 居間と食

常は一所にして大きな室を?

とり、結室 ｴＺｶｴ は ｔｾｾ 分しで

ある . 介所はすべて電化し

レンヂ、戸側、冷蔵川i 、ml

洗など便利なサイズが保用

しである。

第 7 悶 マーシー百貨Ａ苫 の ｦｬｅｾＱ 位宅白￮Ｕ ｮ 健常識的な家

外観も、プランをそのま 第 8 柿l 同トプラ ン

= 建てあげた何の奇もないすなも? なものである 。

第 5 案個性のある自民 ( 第 9 圃ー第 10 聞)

J. eonard Schult z 氏の作で、第 91制はその北 より見 fこところ、第 1 0 聞はプランである。

郊外の小医割の 土地に建つ Ｏ ｊ 、住宅は Ｎ 室やポ ｾ チが隣の家から覗かれて Ｎ プライベ ー シ ー が保ち

にくいので、この設計者は45廃?ごり方向を蓮えた室を. 雨翼 につ りて、プラ イベ F シ戸を保つにと

ｾ�Ｎ Ｎ＠ 111 



第 9 ｲｲ ｾ＠ "7 ー シー百貨 応 の瑚 惣 住 宅 第 5 2長 {!i; 1性 の あ る 家

第 10 I白| 向上 プ ラ y

壁も屋根もす べて銅板張 りであ る瓢が珍 らし し、U

云って居る 0

45 度廻った室の矯に、外

観に特殊な個性を輿へて尉

るが. 設計者は. プランカ:

ぞのま〉エレベー ' ヨンに

なつに もので、何等の細 工

を施こさ十 . X 環 境に3i ti し

符慣に 従 ひ . 体統的 な外制

{t 務え fこと 云って尉る 。

地下室は石造 l 階 2 陥は

煉 J u章、 F塁線はスレ 戸 ト.

0トもそは白. 窓、建具は育 、織

絡子は諜に拾って調子 をと

とのえ 、内部は筒'i 'ill .に仕上

げ て. 古い家具でもよ〈似

介ふ様にと努めであるが、

プラ ンの室の ti 向が慶っ て

居 るにけで、他に新し味は

乏 しし、。

第 6 案 次の時代の家

( 第 Il l ; ;礼一言手p 2 1局1)

¥ ，'ill i am van t¥len 氏の

設 計 で、 第 1 1  1尚|は その阿

北 より 見 fことこ ろ、第 1 2

闘は その プ ラン でる る。

耐火1耐7JC 耐虫、絶縁、

そして安債を棋粧し銅阪張

の家を推奨して 居る。

用聞は、家族と客力: 別々 にな グーループに なる様にダンロと、ソフ ァ { と. 書棚 の 3 つの 中心力:

遁つである 。/J、食う訟を?と り、介所も 設備よ〈し、雨親の晃縫主安 5を:> I 階

る。空策調首節j 装世により. -3冬与は暖策5含?臭-は J冷令策をを，主迭主る様に 設計計e してゐ るが‘ この住宅に於て もテレ

ス、 2 階の芝生テ レスが重要な役 目について居る Q
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第 フ 案 客 本 位 の 家

(t高13 固一第 14 闘)

Ral ph T.  Wal ker 氏の

作で、 第 13 闘は西北より

見Tこところ、第 1 4 闘はそ

のプランである。

家族のプライベ { トな生

活に油すると共に、訪れる

容に針しでも 愉快な様に.

又機械的の設備によって、

最小の努力 で最大の効果を

あげる様につとめにと、 設

計者は云って居 るが. プ ラ

ンは成程、 安旅客の震の. 叉

家族が崩白〈暮すｾめの考

慮がある。先づ侍統的の住

宅におi味 STYd寄っ た? ごりで手:

極紹健のもの と云へやう。

第 8 案 庭 園 住 宅

( 第 15 国一第 16 闘)

Lawrence G.  Whi t e 氏

の作で、第 1 5 闘は北東よ

り見にとこ ろ、第 16 闘は

そのプラ ンである。

大きな居間粂食堂と、グ

イェングポーチがついて居

るが、 glj に新しいプランで

はなし、。外観も停統的な極

めて穏健な住宅である。

第 11 [凶 マーシー百貨庖 の迎氾! 住宅 第 6 案 次 の 時 代 の 家

第 12 闘 向 上 プ ラ γ

以上マー シー百貨庄の企て? 二、 8 人 8 撲の理想案をあげたが、新しいものし穏健なものとがあ

って 、現今のアメリカ住宅界が、大関いかなる範閣のものを望んで居るか見首がつ〈と思ふ。但し

この 8 案の住宅は、住宅専門の建築家で なし寧ろ高居建築を専門とする主主築家の手によって設計

されTこ駄に、祭主? っげねばならぬと息ふ。
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“  第 131，;1 ' vー シ二ー百貨，，! j の則泡! 佳宅 第 7 ｾ 長 谷本位の家

第 141i:.，1 同 1'. プラ y

3  イタリーの新しい住宅

現に性宅専門の建築家、

例えばフ ランク . ロイ ド、

ライ トなどは、 f比々にこれ

をこき下 ろして居るか ら、

これが最もよいとは思 はれ

ぬ良否は別として 、こ〉で

は7こY 新しい傾向として出

し1: 次第である。

ゑj論アメ リカに建って j舌

る. 叉現に挫 ちつ〉め る数

多 〈の住宅は依然として( 11

1 7 闘の様なコロ= ヤル式

の も のが ， 悩封多数 ｾ ｉ ｌｩ め て

射る力人しかし住宅専門の

建築家の中には、 以 上越ベ

Ｗ こ Ｘｾ 長よりも、民に主 ｲｲ しし、

設計会やって居るも の もあ

る。次にそ の 2 例をめげる

が . 第 18 闘はロ スアンゼー

)1-ス の山JJUにあ る Ri じhar d

N 巴1I tr江 氏設計の もの 、第

19 闘はその プ ランでめる 。

叉ｾｾ 2 0 1品iは J lo ¥Vc  &. 

L ピS ClI Z C J_¥; の設計になる ー

もの、第 2 1 1酎はその プ ラ

ンで共にアメリカ '(1' . 宅建築

界の先端金行〈家でめる。

イタ リーに於ける住宅界の新傾向 は 、 I り 的 年|明かれに ミフン の博覧舎に出品され t: ft 宅 に見ら

れる 。

尤もこれは問究合むさのもので、 lt む宗と云」、上' J ， ｾ 手ろ見る家 と云つ＿二方がｾ常かも ＱＺ ＱＱ れない

{:E居の現賓に 即しない特殊の佐宅であって、一般の住宅界がこ〉まで 、襲 って来 て居る と云ふ意味

" ' 38:  



ではないが 、兎に 1i_J イタリ

ー住宅界の新しし、傾向を指

して居る黙で諸に掲げるの

第 2 2 闘は ?vri es  van 

r1er  Rohe 氏の設計しt: ザ

マーハウスでめる。 プレ }

ンの陛 とー犬11ニと、プ レ{ ト

ガ ラスの大きな窓か ら成り

:i7: ち‘ 極度に簡明なも ので

めるが. これの路ー調をf J f iλ、

震に壁にはフレスコ の納 が

flli ｾ、である 。 第 ＲＲ 同は辺

から塀越し lこ庭と 2誌を見 1:

ところで、色大理石の門が

布下に見 える。第 2 3 陥lは

居間の中より 、むの方{ t >見

?こところである 。

ｊｾ ｉ こ ｛ Ｇｯｬｬ ｩｮｩ &  L. F igi ni  

氏設計の重芸術家の家が あ る

第 2 4 聞はその外観で、決

赤色の煉瓦と白張の墜とが

森の維を背景と して、 はっ

きり浮んで見える 。内部は

大きな室を . 居間、工作室

陳列室 、食堂 に用 ひ、壁や

ドア { によら子市整然と Iぷ

剖されて居る。これも要術

第 15 問 マーシー百貨応 の 王 Ｇ ｛ Ｇ 惣 住 宅第 Ｘ 家 庭｛ｩｴｾ住宅

第 16 1司 同トプラ y

2誌の家 と云ふ . 特殊の場合で 、一般の性宅とは大分縁遠し、かも知れないが . 性宅問題解決の試みと

して興味深いも のである、第 2 4 闘は その外観、第 2 5 闘はプラン 、第 2 6 聞は庭の詳細 、第 2 7

聞は中庭 より書粛 を見 fことこ ろであ る。

その外、第 2 8 聞は自動車賄の代りに、飛行機格納践を持つ? こ飛行士の家で一階が格 納庫 と作業

室 、2 階が{ 主ひである。第 2 9 闘はそのプランである ω

｡ｾ＠ ¥11 



第 3 0 聞は‘ 熱帯地方に

泊する外部に窓の少ない家

で、ポンベイの家の様に中

庭にむかつて大きな窓出入

口が開いて居る。第 31 聞

はそのプラン、第 3 2 聞は

その中庭を示す。

以上掲げにイグリ戸の先

第 17 悶コロシヤ凡式の室長 端住宅に於てもポ ーチ、テ

レスが重用されて、住宅は庭園と相変錯の閥係にあり、庭は家の内まで侵入し. 家は庭の外まで延

長して居るのに祭附かれるであらう。これが新しい佐宅の著しい傾向である。

4. オランダの新しい住宅

オラングでは、郊外のジードルングが、今なほ盛んに建てられて居る。これ等は大開土地に親し

みのある、この閣の傍統的様式の住宅、例えば急: 傾向の屋根、三角のグープルを持って居 るが、こ

の外 lご英、白. 調、の交通の要路にある関係上 、その影響を受け て、郷土式とは全然趣のかはつに

新建築がある。この振に麗する新しい住宅を一つあげて見ると、第 3 3 固の Br i nkman &  van der 

Vl ug. t 氏作のロッテルグム郊外の家がある。

一鰻ロッテルグムと云ふところは、アムステルグムと異なる新建築が多い所である。アムステル

グムに所調オラング停統式の建築が多いに反し. ロッテルダムにはインターナショナルな新建築

が多L、。

第 3 3 聞はその外観、第 3 4 聞はそのプランであるが. こ〉でもテレス. ポーチカ: 重用 されて居

ることが牛リる。

5. フラシスの新しい住宅

フランスの新住宅を書〈には先づ大先輩 Corbusier ｾ引出さねばならぬ。彼は有名な言葉“住

宅は件. む震の機械である" と云って機能主義的な住宅の計剰をなし、なほ小住宅の工場製産. 従っ

て規格統一、標準化などあらゆる新設を出し. 既にそ の理論による新しし、住宅を建てて居るが. こ

') . では最近の作 I つをあげる。

第手5 聞は彼の近作 Pci ssy にある Vi l la Savoys で. 大洋に浮ぷ優秀枯の古川. 遊歩甲板、船

室、プ Pγ ヂを持つ超構造的の建物でゐる 。

これも趨暑のt誌の別荘であるから ‘ 普通の住宅とは同一に論ぜられす¥住宅としては或は例外の
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方に属するかも安11れぬが、

新しい傾向をｾふ Ｑ 誌に引出

し1: 次第である。

外観は一見して異様の感

に打fこれるが、 1 階には大

きな自動車庫と、飛行総格

納庫と、それに運静子や使

用人の室や倉庫{ t > とり、こ

れは汽舶の門閥室と舶員室

と貯戴室にあ fこる。

2 階へは階段.cな〈傾斜

道をのぼって上る様になっ

て居 る。

2 階は居間. 食堂、台所

寝室 などが買いテレスをか

こんで、大事なガラスで仕

切られ. 遊歩甲板に結安が

第 18 悶 ロ スア y ゼノι スの家 Ri chard Neu1.r a 作

f cal e u' 2 ｆｾ･ｲ＠
= ヨ圃 園 田 園 圃 圃

円 胞 ， 0  

[一一 θ 型i 」 l  

q

 

第 19 闘い 向 上 プ ラ y

日本ならば、きしあ Tこり 春秋の好季には快いものであらうと 考へる。第 3 5 園はその外観.第 3 6 闘

はその プラ ンと断面園、第 3 7 闘はテレ スより 居聞を見? こ ところで ある。

ヨえに皆院住宅ではあるがP i erre Chareau氏作の錨骨フレームとガラス プ リツクの家{ t > 見ゃ う。彼

4  t.  _ 1It 



1:11  20  ｬｩ Ｎ ｾ Ｑ＠ ＺＮユ ー ハート Ｗ オ ードにある家 ｈ ｯ ｷ ･ 此 ｌ ･ｾ｣ ＺｊＮ ｧ･ ＧＺｾ 件

ｉｉ ｒＮｾ＠ r  F I OOR  

第 21 Iバ1 同 k プ ラ γ

の矯の恒三宅は、や 〉穏健な ところを示す。

は科事者の家は、号待校や病

院と同じ様に健康的で あ ら

ねばならぬ と主張 し叉鍛カ

ラス、コ ンクリ ート を生か

して使ふ べ しと唱へて肘る

第ｾ 3 8 1if.i はカラスブ リツ

クの勾と大 きなカラス の窓

のめ る|人l庭を示し . 第 3 9

ｉｪ［ｩ ［ｩは同じ〈玄Ａ湖 、首 Ｇ ｾ 4 0 悩|

は 2 ｾｎｩ の大 ホール、 ｴｦｾ ＴＱ 陥ｼ

はプランを示す。

ソランスの新連築ｾ諭す

るにあ fこり忘れてならぬ非骨

人 Mall ct メte刊 ns 氏作の

lミo¥l hai x にある . 9 家政

第 4 2 闘がそれであるが、建物に接してプールを設り . 建物の影金 これに 潟しに ところに新機軸

の一片を見せて居る口

6.  ド イ ツ 、 オ ー ス ト リ ー 、 ハ ン ガ リ 一 、 ス イ ス の 新 し い 佳 宅

ドイツ、オーストリー、スイ ス. の諸圏では . つ とに新作宅の設計や施工が蝶んであって . 現今

のがf建築は 、澗喚にその源念事委する と云つでも過 言でなし、。従って以上に述べ 1=様なアメリカ‘ イ

タ リー 、オラン ダ、等のが「しい{ _ i ' 宅は調喚ではあえて珍 としない J その理論も様々あり 、賓例も数多

いがあ まり 長 〈なるから 、こ〉では各聞に つ き1 例 づっ謬げる ことにしてパ ス させよ う。

第 4 3 聞は、 ベルリン近郊の家で、第 4 4 聞はそのプ ラン、建築家は Fri ty Cl entz 氏で ある。

第 4 5 聞は、ウヰーン ( オ{ ストリヤ ) の近郊 にある家で、 入r mand ¥¥'eiser 氏の設計 になるも

の、第 4 6 闘はそのプランである 。

第 4 7 闘はプ ダベス ト( ハンガリ - ) 郊外に ある家で 、Ludwig Koz ma 氏の設計になるもの. 第

4 8 闘は そのプラン である 。

第 4 9 国は ブル ユン (ス イス) にある住宅で . Mi es van der Rohe 氏の作 、 プレ ート グラス の

大きな窓とテレスに注目された i 、第 5 0 闘はそのプラ y て- める。，

111 4 2  



7. シカ冨博覧曾

の新住宅

最後に、 l ()33 年 のシ カ

f 博覧舎に Hlr日1 され f二、今

円の家 と、明日の家 を主将げ

ることとする、

今 日の家は . ( 1) 安偵と

( 2 ) 組 み 立 の 容 易 と、 ( 3 )

どんな庚さにでも仲縮が容

易であるのを目的に考案さ

れに住宅で、す べ てのメン

バーを工場で製作し、フレ

ー ムの車目立て に 3 日. f'ttを?

張り床ｾ途上屋 ｴＱ 設を梨し、

戸棚 . 暖房機惜の据置など

切の仕上に 、3 j![Q閉 め れ

ば、住み込む迄に出来ると

云ふのである。

先 づ フ レ ームを組み立て

外僚には thermasote、内I1t<

第 22 悶 ミ ラ y 博覧舎 の夏別m，Mi 出 、. 111 dcr  Hυ he  f p 

第 231削 向 上 賠fmよ りl i ! : i を見 る

仁は gypsol it 巴 と云ふ 、いづ れも ボード 、テックス類台 、ポ ー トコえはネジ針で悩める棋になって

居 る。{ 闘は $ 8.000 の 由で・める。

＿ｦｾ＠ 5 1 闘はそ の外 観 、 第 5 2 闘は そのプランで‘ ある。

明日の家は、 George Frej  K eck 氏 の設計になるも の で、機械妓置 と、 新しい建築材料の宣停の

矯に建て 1: 家であるから 、或は現代の生活に適合しないかも ま11れぬが、明日 の 家 として幾多 の暗 示

を投げて居 る。

先つ件. 闘 すべ きは. こ の家 のったきなガ ラスの窓が すべて、 プ レートクT ラスの依殺しで、開閉する

こと の 出来ないことである。しからぱ換気はどうす るか 、通風は如何. 叉ガ ラスの薄 い 壁 で は 暖 房

の効巣は如何と云ふに、これ等はすべて、機械装置により. 人工で調節する 。空 気 を 洗樗 し. 温度

の調節から 、暖 房 、冷房 、気流調車(6. 排 風 な ど 戸 外 と 絶縁 して、 戸外よりも遥かに優良なる紋態にお

かうとする の である 。 但 し太陽の光線と熱線は利用するとして、大きなガラスの窓と云ふよりきそが

4 3
111 



第 27 嗣 同 上 中 庭

川 4 4

ｾｲ［＠ 25 凶 ( 24 関 〉の プ ラ ン

プレートグラスで出来て

居ると云って差支ない。

締法は、コンクリート

の基礎と j未を造り、その

後は乾式構造法をとり、

織のフレ } ムを工場で作

り、現場では組立てるば

かりであるが、 一 切の仕

上に 早 〈て 1 ヶ月 i!; [ ( と

も2 ヶ)':1 あれば十分で 、

これを壊 すには 7 日あれ

ばよいと云はれて居る。

i 階 の 壁 は 、 外 部 が

Phenoloid ボ} ド、内部

がプラスターボード、窓、

はプレートグラスの絞殺

しで. プレートグラスの

大きが十二角形の家のプ

ランを定める。床は石管

板に、 錨の根太、間壁は

ボードの上をグラス、木.

ラッカー でカバ ーしにも

の屋根は防水のアスフア

ルト板である 。

暖房の ロスは、 11 月

中暖房 され fこ賀駒によれ

ば 、ガ ラス か絞め殺しの

銭に冷気の侵入、眠気の



逸，I . J - ¥がなし外壁の大

部分がカ、ラスであるに

b、かは らす、 能不はよ

く、外気力:零 下7 度の

時も. 別に暖房の校J t J

は榊加 しなかっ 1: と報

告きれて居る コ

1 附 は向動車Jiit と飛

行機格納l布、工作宅 、

機械設等 2 階には居

間、張所・寝袋 g 子供

笠がある。

これが日本に建つに

とし f: ら、度の暑さは

さぞきび しいfごらうと

思はれるが、冷房装置

をすれば凌がれねこと

はあるま し、。 しか し前

にも也べ1: 様に. 試作

の家であるから . ｾ 結花

の生活緩式には泊し て

居な L 、様である。これ

を休みこなすには生活

様式から嬰へて行かね

i工な るま L ' 0  

貫主 5 3 闘はその外親

第 5 4 闘はそ のプラン

である 3

8 結 論

以上筆者は展覧合に

陳 列 されに模型住宅、

第 28 闘 ミラ; / ji，llii 合 の 住宅 飛 行者買の毒〈

a  

第 29 闘 向 上 プ テ ン

第 30 闘 ミラユ/ 博 覧 舎 の住宅. 黙 幣 の家

第 3 1 (湖 同 上 7，・テン

4 5  11 1  



知 32 問 ミ ラ Ｏｾｙ ＧＱＧｴ 令の 伎セ熱材の家の中日 ｚ

第 33 闘 ロッテルダム郊外の家

IJ 草箆合に出品さ tt f: 特殊な住宅 .

別荘、等をさーとして掲げて来 t: ヵ

これは . 新しL 、傾向を探す t二ほ .

現貨の性宅よ 1) t ，試作のものの

方に稀が多し、からである 3

放に此所に描 ｾ ｦＱＺ 椋なＱＭＱ Ｚ 宅 士Ｚ 、

は米の闘 k J' IJ るj冴に敏多く建っ て

居ると誤解きれ ないこ とを希望す

る。除米に現に建も 4 つある 一般

大衆の家は. 依然と して古来の傍

杭様式のものであっ T. 新しい任

宅は その 中の 1000 Iこi つ 10000

に 1 つである。殊に、博覧舎に H:

品されて) ，! ; - る椋な特殊の住 宅 l之、

一般大衆の{ ( . : ) 心としては、土 L' 土

1:' 相 官 の 時 灘 が あ る 椋 に 思 a れ

.  
・3 。

ましかかる新しL 、(L宅仁 H:む， :

U:. 、先ぺ{ j'ひんり: 長ぎって行士、ねば

な九 ぬ、 きして大裁の{f ニひ } j ';_) 蛇

るのは - I，;)j ー タの ことではなし、 J

しかしf f : ム方が襲らぬとは許! ごち

保誰しなし、.

既 に チ ヨ ン マ

ゲがオール ベ

ツクとなり .

持 が モ { よ ン

u  

tfi 34 岡 向上フ・ラ y

ク' と境つ 1:1立

の中 、やが 1

は住宅も現存の塑式ｾ揚策して、新しい型式になる時があ ら う 。その 時に上に禍 げ Ｑ Ｚ 様 ｲＮＺ ｾ ｾＡ 式にに

るかどうかは分らないが兎も角も. ここでは現有の欧米に於ける新しし、傾向合ここにかき集約 f: )  

これが良し、か必いか . 批判する うたの研 究 も な し 叉 日本にこれそ招来して終して、日本; の策{ 戻. 風

土 lこ適する か否かにし 、1: つては . 全然未知のことに渇する。従って筆者はこれ等の住宅金賞護 ちし

111 4 6  



第 371ωl 向上テレス

第 J 6悩1 11可 卜二 階 プ ラ ン
ｾＳＶ 防 ｩ 同 l' ｾ三 階 プラン

41 111 
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第 38 1凶 箆 院 佐子t Pi crre  CJ"u・call 作

ｾ Ｓ Ｙ 問 問 ['.ミ合、 開

負i' l 4 1 怖l
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'0. .. ..0 

，什-¥) . " I! 

ょ = 二 二 二 三 士 二 二i ，

I  U  C ( J ( I f O  1， 

1、一一一一=二 一一ニJ

む ｾｦ ・も ｬｮ 例。Ｎ、

ｾ＠ 421百i 郊外のア パ ート ＩＧｬ Ｎ ､ｬ ｣ｴＭ ｾ ｴ 山山同作 負ｾ 44 1司同t r . r' の プ ラ ン

第 43 附i ベノL リシ郊外の家 r J' ity Gh ntχ 作

なげれば、げなしも1 ' 1'，米ぬ理である。

却説、上に掲げに性宅を通制して、最も 目立つのは椛進法に於ては ユニッ トコンストラクシヨン 、

による工費の安僚と工期の短縮。設備に於ては、暖房、冷房、 J令識、清掃、共他 の機械設備による

4 9  111 



第 45;凶

有ｾ 46¥i: ，i¥ 向 上 プ ラ y

111 5 0  

能率の増進。プ ランに

於てはポ ーチ. テレス

0 重用による住宅と嵯

閑の交錯である。

この うも構進法、読

備の方の問題は一光づ

別として プラ ンに於げ

るポ ーチ、テレスの問

題をここに取 り上 げ結

翁に代え ることと した

L 、c

マ ー シー百 貨l占の理

想住宅楽に於け る・日光

の家 lこしても、戸外住

宅にしても、父コルピ

ユジエ作の避暑別荊: に

し.c も. 共:他い づれも

が 、 ポ ーチ や テ レ ス( / )

如ｾＶｦ三ば庭園、牛 ｬ￭ 快

活の役闘を なオ部分伝

子質事喜な位置に据え ，. こ

れを仲介として 、ィT:'む

が家の内力 ・ら家の外に

迄 進川 し、3( 1 必闘が家

の ｉ ｉ ｾ まで位入し 、 住宅

と底 |謝が交11，' して属'る

のは、此に述べ fこと之

ろであるが、こ れは 住

宅に到する 、地 築 家の

解作の鎚イじでゐっ て、

今迄 はt住宅 k云ふ もの

は J 自然界の暴威を防f



禦しＮ家の内で人公して安心 して ｾｭ Ｎｴｴ し め

るもの k 解持して尽に 。 その震に墜を l手く

し. 窓f ? 小さくし . ｅ 者侠はト Ｑｾ Ｗｫ のとどこう ら

ぬ綴傾斜そつけて、丈夫な家を建てて尉 f: 。

なる程これで' ( i . 如何なる暴風雨にも耐 え.

叉如何なる紙袋にも、家内は暖房で誌の慌に

することが出来るコ件. 宅はこれでよいとして

居 f: J  

ｌ かし、この様な ｦｬ Ｚ 宅はＮｩＧｉ然の恭戚ｾ完

全 に防慢す るｦ｜Ｚりに 、向然 の ， 目以ｾも十分に

担否する 。自然は暴} 武を振ふ時ばかりではな

い。夏の夕べ. 叉春駄には快遁な恩! J . ( を輿へ

る@ 頑丈な家の聞によって、これをしも桓否

する t 云ふ法はあるまし、。この快適なる時季

に於て、より十分にこの恩惑を享受してこそ.

冥の住宅ではあるまいか。即ち暴威はこれを

ffi 否し. 恩穫はこれを享受す る。これが新し

い住宅に針する .近頃の建築家の解揮である 。

この自然の 、恩恵金十分に享受出来る住宅

としては. 日本住宅は古来より. その良債を

褒僚して居 f: ) 大きな窓及出入口. 隙聞に ら

げの建具 、往 左壁の聞の隙等によって 、家の 首H 8 1剖 向上プテ y

らI 111 
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内へ自然界が侵入して

脊秋は十分にその思恵

を奥へて九れ1: 。この

鼎では西洋住宅とは全

〈異った行き方をし? こ

良い黙である。しかし

あはれむぺし、自然界

の暴威に劃しては全〈

無防備であった。火起

れば一朝にして数千の

家屋を焼かれ、洪水出

ればfこちまち土葺ごと

抑流されるは仕方なし

とするも、般寒の候 に

は隙もる風に縮み上り

わづかに火鉢を抱いて

空襲をしのぐ外、金 〈自

然界の暴威の荒れるま

まにまかし1:! 惑がある。

当il 53図 シカゴ博覧舎の明日の要員

G A O U ' N  

tf; 54 悶 向 上 7 ・7: - '

しかし日本性宅に於ても. 近来ぞの弊を改め. 後側にはガラス戸を入れて寒風を防ぎ. 隙漏る風

は外部大壁としてこれをなくし、建具に金物に改良を加えて著しくこの扶黙ｾ楠つ ｦ こかに見える ｄ

丁度洋式住宅がその頭丈な城廓より出て 、解放的の要素を刻| へ、自然と融和す べ き所では 、融 和

せんとする傾向と反封に、日本住宅ではその完全なる自然との融和より離れて、融和すべからざる

所では. 分離せんとする傾向があれ洋式住宅と日本式住宅は、その南極端より L 次第に中央へ近

づかんとする傾向が見えるである。

これを以って結論に代える D ( 昭和 9 年 2 月 27 円)

5 3 川



DUNL OP RUBBER F L OORI NG 

事幸量土製ゴム床敷はE正に叡多 の官街、

合言士、汽船並に踏家庭に敷込まれ、

快 適 な る 其 の 感 じ は 御 使 用 家 各 位の

御満足御貧讃を得つ A あります。

御必要に臆じ何時にでも量土員を波し

詳細に亘り御要求事項を御設明司1上

げます。

神

戸

市

脇

之

潰

タ

シ

ロ

ッ

プ

護

諜

(
極

東

)

株

式
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出

張

敷床議護フ
、コ。
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日召

明器
且

、r

」 グ リ J レ

。

フランスの雑誌" Mobi l i er et Decorat i on 1933 年" には照明裕具やグリルの美しい沼

尻が満載されてゐる 。作品は数人の重芸術家誼に数個の商l主によって護案され 1: ものに限ら

れてゐるので、これを以て直に彼圏全轄のj伏況を知ることは出来ないが. 確にその流れの

一方向を鋭ふことは出来 るし. 叉、我園の建築界にも参考となる結齢くはないと思はれる

ので. その中の代表的なも の を表示的に纏めて縛載し. 後自主? 利用 して簡草なる解説を試

み る次第である。

住宅内に於ては、松明・煉火・蝋燭・瓦wi 燈のやうな . 燃焼による光源を使用して得る

人工JfH日月法は賞用上最早殆ど行はれす¥専ら電燈を採用されるに至ったことは蕊に夏め τ

云ふ迄もないが、何れにしても、工場或 は事務所等の如き建築物と異札住宅に於ては質-

用と能率上以外に趣味的の工夫を要することが多い。明 るさを遁堂 にし. 位陣を防ぎ、光

の方向及ぴ色 に注意すべきことは如何なる場合に於ても同様であるが. 照度は必す・しも均

ーなるを要せ子 、却って壁化ある} !賢明の方が心理的方面から見て望 ましし、。

2  

光師、から蛮し1: 光は直接. 或は天井及び壁面等に反射横散されて間接に作業面に達する

が、その方式は芸大の如〈に大別すること が出来る。

1 )  直接照明 能率が優秀であるにめ最も多〈用ひられてゐるが. 電球の織僚が絶封に

見えぬゃう、叉、燈務を ｦ ｬｊｾの高さ以上に取り付りるやうにして肱蹄を防がねばならぬ ， フ

ランスそ の他の西洋住宅内に於ても勿論一般的に採用されてゐるが. 天井や壁面の比較的

I清い我閣の和風室内に刑ひて特に都合がよい。

2)  間接照明 能率悪しく且つ経済的に不利なる故一般の住宅に於ては殆ど用ひられな

い。肢聞を防ぎ均等温和なる光線を得るには理想、的であるが. その特徴は却って赦迎きれ

ないやうである。

3)  宇間接照明 以上 雨者の長所を取り混ぜ1: 照明方式で ある。

筒 、照明方式として次の如〈に大別することも出来る ロ
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1)  一般照明 天井に一例所或は数個電燈を取り設げ室内を比較的均・に照明する方式

2)  局部照明 机や化粧事その他種種の作業面のみ をp . 賢明する方式で、従来我園に於て

は一般に前者の一般照明法のみによってゐ? こが、これにスタンド或はプラケッ トによる 局

部! 照明法を遁首に併用すべきも の と考へられる。能率上か らは云ふ迄 も な し 且 . 斯 〈 し

て始めて室内に費化ある 興味深き 明暗の美を服し得るのであって、誌に載せに器具の中に

もそ の目 的に合致せしめんがにめに造られにものが多い。夜を霊の如〈に照さんとする の

が以前の照明法の理想、であったが 、夜は夜らし〈と云ふのが現代の照明法の観念と嬰つに

ため、そこに趣味的の種種の考案、各種j照明器具の進歩が生れにものであ る。

3  

光の集中或は分布石? 加li 威し、或は一種の皇室飾用として夜間良好なる室内環境を得んがに

めのｽＡｦｾ、明器具は頗る数多いが 衣 の如 ｉ < 大別して考へることが出来る。

1)  反射笠( シェ ー ド〉 電球からの光を反射して適首なる配光を得んがために用ふ。主

要材料としては硝子最も多し宇間接照明用の如き特種な形のものもある。

2)  蓋 球( グロープ) 電球からの光 を透過して 肢蹄を防ぐ7こめに用ふコ主要材料として

は各種裕子 ・紙 ・絹有j 等がゐる o 艶消補予は挟散が不完全であり 、乳白碕子は透過王手悪し

< J 3 . 透過光を赤色化する傾向があり、アラパスタ ー硝子はこの黙に於て最も適首である a

電球の性質によっては透明硝子を以て造れる蓋球が頗るよい放果を粛す ことも ある。紙は

特に我開の室内用としてこれに用ひて優秀なものである。

筒、 j照明器具を耳元付方法によりて分類すれば芸大の如〈である。

1)  直付式(シ ーリン グ ・ライ ト〉 天井等に直接取付り 1= もの。電球が天井面より下に

あり天井面の反射を利用するものと天井商の中 に絞め込ん1:: ものとがある。

2)  吊下式( ぺンダン ト) 紐 Ｈ 電 ｦｊｾ ) ・管 ・鎖を以て天井より吊り下げにもの-

3)  持迭式( プラケット〉 壁櫨から腕を出して取り付りにもの。

4)  移動式( スタンド) 持ち運びの自由なもの o 普通局部ＩＡｾｻ，明用として使用され滋飾

的なもの多し反射笠にも種 類 が頗る多い。眼に近い闘係上特に肢が ｬＨｾ 防ぐべき工夫を廻

らさねばならぬ。

4  

フランスに於りる硝子製美術品は従来と雄も左程低位に世カ ・るべきも のではないが . 電

般の普及による照明器具の進歩に作って近年そ の方 向l こんなる飛躍を? 印し 、硝子と電気光

線 主の論理的且必然的の提舷は優れ? こる放用目的 に適用せるそ の妓飾的形態の探索を故鍵

することとなり、以来的子器製造家は彼の質在の真慣を明か じするに至つ t=かの翻がめる 。
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第 11罰 校イナ包燈 CDaUl Il )  

諸に掲載せる潟其の作家は何れも其意味

から生れに代表的の斯界要術家である。

固に明かな如〈彼地に於て用ひられる

美術的直接照明器具には所謂枝付 のもの

多 し 而j かもそ の各校は蝋燭その他の類

似形態を保持せるものが齢〈はないが、

その理由は云ふ迄もな〈古住を↑ 哀しむ柴

しい追憶から生れ? こものにちがひない。

僅か五ワットの電球が雄雄し〈も昔の各

種光源に打ち勝ち、人人も勇政なる勝利

者として大いに撒迎レ満足してゐ? こ時代

ならばとにか〈、現在の釘1< 数百ワットの光源を連ぬるも向事足れりとせぎる時代にあってはJ ! H明に闘

する観念は最早師に往古のそれと金〈異れりとし、その世 ＿ｩＮ 自、を ｾｉ 蛍ふ論者にも確に一理はあるがＮ時と場

所に際じてはこの論に一概に双手を皐げて讃離を呈することは出来ない。趣味的情緒にはとか〈歴史や

停統が背景となり易し、。我閣不日風住宅室内に程よ〈行燈の火影計思ぴ得る l照明器具の置かれてゐる場

合 、安寧と休養の気に満ちに環境を感ぜられるのと同様の心境が彼地の校付器具に戴められてゐるので

あらう。

5  

フランスに於げる装飾的j照明日持具の歴史は最初 Anl oni n Da ul 1 1 の試みから始まり最近現代式絞首li 事

術の設展せこ綜合的興味を奥へ? こ Paul Da ul 11に至る Da ul 1 1 商合にあるものと認めることが出来る。

1900年頃と思はれるが、その頃“ 電気の仙女" と名乗ってあらはれた作品は . 零深〈積れ る林や群鳥雌

ぷ湖7) ( 1こ傾〈太陽が姉〈風景を目のあたり室内に再現し? こかの主nき感があった。昔時の鋳込碕子製品は

今向蒐築家のさ許奪の的となってゐる。

認に挿入せる潟県は Da ul 11陪j 舎の廻り廻った進路をその作品の中に表明せるものであるが、要する

所艶消精子製の管を種種の形態を用ひて感用せるに止まれ何等理論的効果の路に於ては進んでゐない

貫主 3 闘 氷 塊 型 ラ シ 7・CDaum)

第 2 闘 半 球 型 ラ y 7.  CDaum)  

照 明 器 具 と グ リ ル

第 4 岡 結晶石市子製球形ラシ 7 ・

CDaum)  
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第 5 闘 彫 刻 せ る 闘 型 ラ : / 7'  第 7 闘 技イナ沼燈 ( Daum)

( DaUl l J )  

第 ε 岡 吊 下 電 燈 (D: l l l l n)

第 8 聞 球 形7]( 盤型釣電燈 ( Daul U)

川 5 8
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第 12問 答 案 内 天 井 燈 ( Si mont Fr eres) 

J

-
-

k

、
、

'h，，
F

 

＿Ａｾｉ ｏ 闘 ホール内釣沼 燈

;  ... 

第 13圃 ク ローム及び錦に て飾れる枝付ftt 燈

(Sabi no) 

第 11闘 食 堂 内 校 付 電 燈

第14聞 校 付 電 燈 (Sl1bino)

照 明 器 具 と グ リ ル
59 川



第 15圃 筏 付 寵 燈 〈 出biuo)

第 17岡 校 付 電 燈 CSabino)

第 16岡校付句燈( i : : i abi no)

E が見 られる。彼はクローム鍍金の上に冠せに乳色金属鉱の効

果を信じない人人. 備子のみによる創造の中に賞用的特質を打

ち消すことの出来ない魅力 ある幻想を鷲見し得る人人を無ヒに

喜ばし績vJ f : 。

Da u m の照明終具は全〈の硝子製品であって、殆ど線、ての場

合唯補予? ごりであると云ひ得る。必要に迫まられて止むを得な

い所には金属材料の介在を見るが、それとても出来得る限り少

量とし叉は隠蔽されてゐるのがその特性である。

故に、各種材料の持つ特質を夫夫鑑識しこれを巧に利用すべ

きであるとの現代建築界の一般的思潮理論を尺度とすれば、彼

はその黙に於て全〈 の無責絡者であるが. 一方そのに lblii'j 子と

照明との提携を益 k 濃厚ならしめ且深き研究を? なしに人として意義をもにすことが出来ゃう ，彼の作品に

あらはれに公式的形j伏は一言 にして云へば雅l床ある単純性である。履歴光: { f 鏑散させる材料を透明・焼し・

薄色付・金箔張り硝子等、時に感じてその何れかになし、叉、般を用ひて硝子の表面に*r日い僚肢を腐刻し

或はこれと反封に厚い部分を深〈堀り刻む等の手段によって楽しい作品を創造したのである。

6  

硝子製品のみに限らす・あらゆる際用美術の各分減に於て、最も新しい傾向は j照明器具の中に見出される。

電黙 になる光源は種 ｫ の未 ＱＺＮＧ 公にせられざる器具を生み Ｎ 屡 ｫ 光 ｦｊｾ それ自身も室内の必須な装飾的要素の

ーとなってゐる。終始純硝子製J ! 賢明器具を創造しに Da uIT) とは反割に、硝子と金属との親街なる融仰に

より、簡単と理論を隼ぷ現在の時代に隠すぺし美事と理事とから剖りＱＭＱＢ，して目下の ， ｗｾ 明にそ の ナ能と技

術を打ち込ん 1: 第一人者は Da mon である o Da mon は幻想、をも形態をも峨牧にしてゐないで、 llI i も使用

目的へ の完全な る適合性の中に美を護見してゐる 。彼の 作品にあらはれに 質素な ｾ ｬｦｴ 味は決して無味乾燥に

流れてたるものでなし慎重きと洗練さの海出であることはその潟民を眺めら れ?こ読者の玩に認めら れる

所であらう。

'" 6 0  
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第 181出l 危 燈 ( J ean Perzel )  

第 19闘 牛間接照明用危燈

( J ean l' erzeJ )  

Ii !;21凶 隊! j J I除け レシズイナ天 井 燈 ( J ean P el' zel) 

照 明 器 具 と タ . リ ル

第201M! 廻 仰反射笠付ラ y プ

( J ean PerzeJ)  

第22脳l ブロンズ製電燈器具

合工家 l hymond Subes 

61 川



第23凶光告書ある銅銭製包燈器具

金 工 家 Raymond 8nbes 

第 24闘 光 線 の 方 向 を 自 由 に な し

得 る事王者 用' 7 ;.- 7・CDamon)

賞 ｾＲ Ｕ 断光線の方 向 を自由にな し
符 る 居 間 用 ラ ; . - 7・CO: 叩 1011)

7  

第26悶硝子製笠付' i ti 燈〈 υぬ111011)

費 ｾＲＷ 聞板硝子製墜

付 電 燈

CD:Lff i OI1) 

フランス に於げ る! ! 夜明器具の優秀なものには 、建築家及び路用美術家の手を煩はしてな れるも のが多い O

Rene Lal i que は英雄時代の奇跡な先費者、例へば E ng在ne Grasset ， E mil e  Gal l e， G ui mard 等と共にそ

の一人であって . 様式への附従を破 k 枝潟と云ふ退屈な強制lから接飾美術を開放し、フランス重芸術の傍

統から生まれに多数の観念を一般人に謀し? こ人である。彼の行動は停滞でも繰言でもなく、探究であり.

闘争であり、絶えする展開し適合 し艶形す る人生ぞれ自身で ある。

Lal i que は装身具や細工物を手始 めに 、後一般際問美術界に その .. } - 能と手腕とを傾注しに人であるが.

4皮の創遣を質現するに至つに熱情をよ〈知るには遁か四十年の苔からの彼の経路を先づ識らなければなら

なし、。誌に掲げに作品は曾て彼が催しに Pavi l l on d巳 Mar s an に於りる作品展覧舎に陳列せるもので、極

めて控厚な接身具から居屡 ジアンゼニユス涯の如 き質素な もの、日本式の綿被なものから秩序める縫何感

様のものなど、三十年間の彼の趣味的費化をよ〈あらはせるものの中 、電燈総具に類する敢極{ e 選んにも

のである。 Lal i que は驚〈ぺき整備的表現を鍔浩硝子を以てなす? こめ . 彼固有の技術を創浩し、硝子塞術

を進歩せしめた 人で あ る。
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8  

フランスに於りる金工事術の隆盛

は古今を通じて鑓らない。

議 に掲げるも のは金工嬰術品の中

最も多〈建築物にあらはれるグリル

を中心とした。而もその作者を金工

界の大家l : { ay mond Subes に限つに

事は 、総て のf頃向を大観するには頗

る策を得て居らないが、多種多犠に

亙る紳の如き彼の技術は、現代の斯

界を知るに最も誼営な鍵であるとし

て大に意義あるものと考へられる。

奇蹟一一→若し奇蹟なるものがこの 第 28岡光樽ある銀銭製室内用グリノレ 金 工 * Raymυnd Subes 

世にありとすればーーーは一般人士及

ぴ塞術家の性質を絶えす・掴んで居り

底屡機舎なる使徒をしてその門戸を?

叩かしめ る。 フランスの金工界に於

て h近年二度の使徒を訴追し1: 。

は Emi le l:{ o  bert の内へであり、ー

は Ray mond Subes の内へである。

E 匠 Rober t が. 彼の名が Bor-

derel  lf<ぴ Rober t 商舎に常に記さ

れてゐ fこ所の Damr emont 街の宏大

な工場を再び見ることが出来? ことし

ても、殆どそれと認識すること金得

ないであらう。銭や槌の懐しい音は

今も向僅か改築せられに大事なホー

ルの中に値いてゐるが、一方により

完全な機械工具は易易として銅銭を

接的し、銀鉱を寸断するに迫がない。

蒸汽鍛鎚や飽工・隣工・t骨商機械が昨

日の努働に代ってゐる。新〈念。激な

護展進化の中にその後十五年を経て

金工家 R 乱ymond Subes がそのアト

リエに現れ. 名も工場長として斯 IV-

v) 創造家 として手腕を護蹄すること

となっ1: 。

Subes は従来融和のとれない雨敵

照 明 器 具 と グ リ ル

第29間 入 口 グ リ ル 建築家 ｍ･ ｲｬｬｬ ｡ｮｾ 兄括合工Ｊ RUyl Uυnd Subes 
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t!130岡 家 屋入 口グリル

建築家 Ti ers

金工語KI Raymond Subes 

第32闘 階 段 手 摺

建築家 Colin

金 工 家 R a y mond Subes 

111 6 4  

tl133岡 鍛 俄 製 グ リノレ

建築 家l ' at olliJ Ja l' d- Dc mori ane 

saエ家 Ra yruond Subes 

建築家 Ni er mans

合工 家 R a y mond Subes 
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主 ｾＳＴ 聞 寺 院入ログリル 建築家 Daval 及 び Gonse ｾエ家 Raymond Subes  

照 明 器 具 と グ リ ル 65 川



第35岡 鍛 餓 製 グリ ノレ 建築家 R.  F el ' r ier 合工家 Hay mond Subes 

川 66
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第36闘 饗 宴 室 パ ル コ y 建 築 家 Patoui l l ard- Demori ane 

合主家 Ray mond Rubes 

第37聞 美 術 館 入 口 グ リ ル 建 築 家 Hi ri art ，Tri bout 及び Beau

ｾ 工家 ｒ｡ｹｭｯｮ､ Subes  

合工家 I元aymond Subes 

照 明 器 具 と グ リ ル

手と信じられてゐ Tこ所の欝術家主工

業家との聞を和睦さしに黙に於て先

づ彼の償値が見られる。彼はそ の作

品の中に絶えす干子戒してゐる幻想念

爆穫さしにが . 常に接飾を機能の下

に従はしめ、猿飾の興味を建築の効

OW:の下に置いてゐながら、 ー宅も塾術

的存F債を失することはなかった。

S lI bes は徐り年若いので永い過去

と云ふものを持つてはゐないが. 年

十歳にして既に陪用美術に優れに手

腕を登輝してゐ 1: 0 1930年の S lI bes

は1920年の彼でもな〈、 1925年の降

覧舎の時の彼でもない。彼は常に創

浩カの如何に豊富なるかをそ の作品

に充分に移したかの1閣がある。 1920

年の織と銅とを以て創造しに室内用

の小グリルは宛も Maur i ce D lI f rene 

のデザ イン の如き刺繍を思はせるや

うな粧いアラピア模様であるのに反

し、銀行の大扉は簡単な線や鋭い医

剥からなる頑丈な質量的作品である

のを見て、殆ど それらが同一人のも

の と想像するさへむづかしし、。

S lI bes は立誠な建築家と共にデザ

インや研究をしない時は、' 常に工場

の技術的問題 . 特に二つの未解決問

題に身を打ち込んでゐる。即ち. ー

はその作品の抵抗力や持久プJ を悔は

ない範囲に於て純量になすこと‘ ー

は自己の整備的特徴を失はない程度

に於て安慣に作品を浩る Eである。

そして叉、彼は頑丈な鍛骨やアルミ

ニウムとヂユラルミンとの合金lこも

この方針を附加することに鴎踏しな

い。近年蒸気鍛鎚は容易に如何なる

形にもなすことを許されるやうじな

っfこため 、鋼鍛飯石? 用ひ 1: 作品 の創

造及び探究に徐念がない由である。

( 吉 田 信 武 )

67 川



第4 1園 銀 行 の グ ロ ノレ 建 築 家 Vent r e

ｾ 工 家 ｒ｡ｹｭ ｯ ｮ､ Subes 

"' 6 8  

建築家 ｒｾｳｳｯｭｰｩ･ｲ ｲ ･ ， de  Rl l tti 及 び Si n- in

命 工 家 R a y mond 向山田

第42間 入 ロ グ リ ル 建 築家 Mamez

合工室長 Rayl l l on<l Subes 

照 明 器 具 と ダ リ ル



郵 便 局 の 附 属 し た ア パ ー ト

φ  

「

|

|

¥

¥

1 階 卒 面 圃

間 置 圃

建築家 ロパート・フオ) ) . . " ル‘ ソアー 6 9  111 



北 側 外 観

パス乗客待合室南側外観

ミユ ヘンの町は づれの大通 りに近い電車や 自動車其他の交通頻繁な所に ある。此 うし1=場所に あ る

アパ ート 設計の原則に 遣はすも事所、 事務室、階段を表通 りに、 居室 、寝室を後の庭園 に面する や う

に配置して、比較的静かに、 叉 日首りもよ〈 居住する 事の 出来 るや うに努めである。

郵便局は辻に商し、そ の後 に道 を隔て〉アパ ートがある 。庖とか或は之に類似のもの〉上部を住宅

にする事はどちらにも不都合が多いも のであるから 、此の場合にも郵便局は上部を住宅 とせ十調立

し?こ建物である。各住宅は 35 卒方米乃至 40 卒方米で極〈 小 さいが便到に設計されてあり、 叉各住

宅に床まであ るやうな窓をつけ 、或は 1 階がコロネ { ドと なってゐて 、日光に浴し、外気に接する

機舎をあ 1=へるに努めである。その他庭園には泉水と運動場の設備がある。

( Moderne Baufor men 1. より 本多 E 遺〉

川 70 郵 便 局 の 附 眉 し た ア パ ー ト 建築家 ロパート・フオルヘ JJ..‘ソ7 -



Lれ 可

可

郵 便 局 内 部

郵 便 局 の 附 属 し た ア パ ー ト
建築家 ロパート・フオ} L . へル、ソアー 71 111 



庖内より屋外を望む

庇様の ものは金 色で文字とド

アカ2テ ラ カ ツ タ 色 、 カ ー テ ン

は内部からは透明である。

C Model 日B . w fOr J ll en

1 . よ り 本 多 正 道 〉

外 観

川 7 2
ドユ' ' J セルドル7 の商庖「モーテ. ブレンヴラウ」

建築家ペルン・ハルトプフ7 勺
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平 面 及 断 面 圃

週 末 住 宅

外 観

建築費 ＲＰＰＰ マ ー ク 、 室 の 内 ｾｩｾ は ベユ ヤ板リ長り

( M l ) derne  Bauf υr m印 1 1 よ り 本 多 E 道〉

建築家ペルンハルトプフアウ 7 3
111 



Z  北 側 外 観

. . .. . 冶 ω !、

②:  

手 菌 圃 上 第 4 階 中 標 準 階 下 第 1 陪

111 7 4  ベ ル ン の 集 合 住 宅

道 路 側 外 観

北側にア ルプスの絶景をひかへ てゐるので各

階共西北側にテラスが設げである。上部は法

規によって後退してゐるコ地階には女中部屋

倉庫及び雨異に小さいこつの住宅がある。塁王

所は北側 、外祭に接してゐない浴室には換気

筒の設備がある。屋上には洗濯場物ニF- . 等が

附属してゐる。

( Murl erne Bauf or men 1. よ り 本 多 正 道 〕

建.. 八ンス・ヴ7 イス



外 観 そ の 1

外 観 そ の 2

( Moder ne  Baufor men  1 . よ り 本 多 正 道〉

チユーリヒ・ノイビュールの五家族住宅 建築家 ウイりヤム・ドウンケル 7 5  111 



1031年 3 月ゼネパに於げる国際交通舎議により是認せられ? こる型式に準嫁し? こる交通標識

がアム ステルダム市に採用せられまし fこが 、交通標識などは将来は間際的に明確なる標識

に統一さるべきものと考へられます。

闘の第 l 標識は 、左り曲りを禁す・“ No !eft t ums" を意味し、矢は黒 、外国及び斜線は方、

である 、" Li nks of ver f vaden" なる文字は公衆が棋識の意味になれ七時は直ヤ駿止される

ものである。

第 2 棋識は 、 ラッシユアワ ー例へば 、8 時より 9 時 30 分、12 時より 14 時 午 後 2 時 ) 16  

時( 午後 4 時 ) より 16 時 ( 午後 7 時) の間如何なる車も停車を許きれない こと を示す .標

識の地色は級にて文字は白 、外闘と斜棋は赤であ る。

第 3 標識は 、馬車及手41r車は 8 時より 9 時 30 分まで、及 11 時 30 分より 19 時 午 後 7 時)

までは禁ぜられ ることを意味す 、車の形は黒. 文字は白 、外闘と直線は赤色である。

第 4 標識は 、終 日駐車を禁す・“ No parki ng" の意味である 、P arki ng の意味は 、ニュ ー

ヨー クと同様に如何な る車も通路上に立停り叉は客待ちしつ〉あ る ものにして賓際に乗客

叉は商品を乗せ?こり降し? こりしてゐな い ものを云ふ。P なる文字は黒、 外国 と斜線は赤で

ある 。

( Amer ican  City  1. よ り 内藤亮 一〉

111 7 6  アムステルダム市の新しい突遁標識



現 場 打 「 コ

そ の 骨 材

ン ク リ ー

の 試 験 に

ト」並

就 い

に

て

張 菅ま住

ヰ k の試験室で行ってゐ る材料試験の 中現場打コンクリート の熔摩強度試験の成績に就

てそ の概 iij 告を詑越して御参考に供して見? こいと思ふ。

再々 の方では現場打の「コンクリ { ト」の質際の強度と計算上に採用してゐる 「コンクリ

ート 」の狽度との闘係を確めて幾らかでも工事の合理化経済化を岡り度 い趣旨から昭和7年

12月以来現場打「 コンクリフト 」の際摩強度試験を行っ てゐる 口或 る工事が落札決定して

工事に着手する と現場監'野員を通じて請負者から「コンク リー ト」骨材即砂及砂利を各 2 種

以上約 5 立宛を夫々 内法 15 c m角高さ 23cm の箱に牧めて皆持部内材料試験室に送付せ

しめることにしてゐる。現場使用什材の良否が現場打 コン クリートの強度判定上有効なる

判断資料であり叉その性質によって試験室からは適切な調合比を指示し得るからである。

o  o  Ａｾ￭ 理局亀高亭坊主新築 工 事 用 骨 材 試 料 迭 朕

遁信省経埋局管繕謀工事係地・工部御中

第 O  同搬送試料 昭 和 g 年 q 月 q  目

E司 料 tB' 型E 世t
4  

披

2  
貌

5  量理

骨 材 積 鎖
五T 石3 t 'l  To!r )OJ  't') 

骨 材 採 取 月 日 Bo to 8 主手包戸2. 4. 6  
日ln. o 8 年 S 貝 2<1 B  BN 辛口自主平 s ｾ＠ Z4 回 Bil 辛口 8  ｾ早宮ｬ＼ 24 "  

王 ) '1 茸左pr.占

ミょ )  '1 }主 三 エ デ ド l 在
厚 ネ 走

蛮 t也 &. 両手 総
事烹蔚: u: . . 雪1草 才:t 章子府 3じ今j章吾yr. 占芋T

T  司王&. 芋of er I t え す申* )，¥事f ) j .末

Ｎｌ ｪｾ し ｬＮ ｭ ｾ生主キ森下すｩＡｌ U 瓦 I.m乏 主主格 f片iIL

河 口 . ｾ ノ 距雌 Ｈ 併 〕
23 2 3  24 

4.0 

工車場寄 9 ノ距雌 ( 粁)
16 JG 26 

112. 

分 布 A犬 Rt 1首1フ 持j ヲ 拘ヲ 子前 7  

償 物 ( t立方米 ) 2. 20 同 3.0 。開 1.60 田 3. 0 0
同

干毒事喝~現場岬( トヲッ争

守幸耳 ＧＷＭＱＺ邑寸畑町 ［ 可ｾＮＮＮ 【州 守主耳主税~代守: t . - (t主活〕

ia s  炊 態
採取士急へ現場. . . ( 円円〉

官同町 ｪ す岸ｾ 現場ｾ Ｈけ寸 1‘t 匂ヰごへ吉買，J ; 叫 f トラヨ守)

• 量
I持- " 8取持材勘ι轟摺i 骨t 18 咽 000 .."，.

株- 取E 才モ71t'取E車量電量 11 1  E，3oe0a0d  ・
"， ・e・- '

守量. . ， ＺｉＢ ｾ＠

12. 0  _， 

z.. ー ｾ＠

材 質 ｾ＠ 他 忘警告］テ事ｾ Ｎ 色 Z事積事黒色事・辛主7 ｅｦｾｾＢ＠ ，. *・芋ラ可Fイ 万警官ヲ長1，色

以 上 4  箇

工 事 監 督 者 技 手 o  0  ⑪ 

7 7 川



試 験 室 備付 コ ン ク ? ー ト 試験 用 機 械

ロータッブ術振温機 〈セメント、砂、砂利等〉

JJ 馬力電動機直結 タイムスヰツチ付

J" シャテリェー

比 重 測 定 器

斑替員が試料を採取す るに営って砂利は特に粒の大 きによって分離を来す恐れが めるので

その平均品質を表すと思はれる部分を選搾送付する様注意 することを志らない様 にして魁

る 。而 し て 試 料 以 に 砂 川 手Ij の産地或 は そ の 採 取 酬 は ゆ 謀 本 部 の 苛 お 或は

1 ーの地固に 棋記 して骨材に添付詮付せしめて一 回その地理的側係を 判十るに便して

50. 000 

ゐるが其他詮 j伏に記入すぺき 事項と して次の様な項目が要求されてゐ る。詮対犬は別紙の通

りの ものを使用してゐる 。

1. 採取年月日

2. 産地 ( 俗隅共)

3.  採取場所

4. 採取場所より現場迄の距離及蓮搬の方法利便等

5. 骨材各 1 m' の慣格

6. 骨・ 材 の分布先ｾ態とその産出量の多寡

以 上の調 資事項を添 付 ｩ 必 ￬ｾ｜｝ のま〉起 付して う ｋｴ こ Ｇｦ ｬ Ｎ 材試料を試験室 に於ては四分法により

更に選別採取し? こ上次の階程の貧験を する。

1. 飾分析試験

2. 単位容積重量測定

3. 比重測定

4. 宰隙率測定

111 78  



喧直 ｾｰ＠

ヨ二

ラ

4  

骨 材 試 験 成 頼 報 告
一 笠 一 ｾ

主 主

情 崎 S品 分 団 長

1.7 5 0 1:2.631 133. 50  

a8 .w l専 用 目

保 fP

5. 泥土及粘土の含有量測定

6. 有機不純物測定

軍位容積重量測定及首1; 分析試験用に供する試料は空策乾燥採に依って 100

0

C から 110

OC の温度で乾燥し然る後冷却して行ふ。

1. 骨 材 筋 分 析 試 験

骨材の粒の大さ及割合の如何は「コンクリート 」の強度や単位に闘係し縦済的見地から

も大切な問題であるから之の粒の割合を知る鴬に砂 500 gr 砂利 2，000 gr  fel ' l ' 量し建築・早

合標準的i を積重ねて同時に飾ひ得る振 j故機 Rot apδ hakcr にかげで l命令けてゐるが飾ひの

限度の標準として 1 分間に各怖を通過する量が砂砂利等金重量の 1 % ( 即ち砂は 5g1 砂利

は 20gr 以内〉となる迄前iふことに定めてゐる 。

表 示 方 法

術分析は同一試料に射して 2 同行ひその結果は各怖を通過する量を金韓に劃する重責の

_.ll 一一一一ー

匡亙J !  

79
111 
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了i 分容で表はし之を lf l.村成績報告書に記入して 'rJ- 材の性質を一目勝然ならしめるやうにつ

とめてゐる 、而して工事には下の規格に合格し且粒似の大なる骨材を使用 することに して

ゐる。
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種 重員 粒 の 大 さ 重 f主 百 分 寧

第 4 番 怖 をim過 す るiii 90 以 上

砂

首!; 58  宇佐 5 以 上 35 以下

第 l∞ 番 6  j:n' " '  

ー 一 一 一 ー ー

洗 H際試 験に よ り火 I-:l: る L 坑 3  ｪｾ Ｎ 下

一 一 一

3{ 怖 を祖 過す る五t 95 以上

6p 手。

第 4 番 飾 10 以下

2 . 草 位 容 積 重 量 測 定 法

ｬ ｩ Ｇｖ 及砂利 の 虫 ｮ き粒 ｬ 開は一般に共 の 計量方法によっ て 質量に ｬ ｾ {f来す事が多 いので建築拶z

合の棋準方法に蹴って之を行ってゐる。

3 比 重 測 定 試 験

乾燥砂 90 ｾＹ Ｕ ｧ ｲ を ｊ 千量して 「 ル シ ヤテ リー 」 比重慨を用ひ砂利は一定重量の乾燥試料

を? とって 「メス シ リンダー J で見掛比重を iJII] 史 してゐるが比重 2.6 以下の廿材は軟弱で不

良として取倣ってゐる コ

4 . 空 隙 率 測 定

安! 燃王将は箪悦容積重量と比重とより計算 によって求めてゐる 。

11/  

従税率 --" Ｎ ｾｾ Ｎ＠ -x  100%. . ・H ・必に Iグ… ・翠位容積重量

s. .... ・比w

w  
之さ隙率 ι l QOx ( l - - '

S
- ) X I OO% 

5  泥土及粘土の含有量測定及有機不純物測定

Ｑ ｾｾｩ ｬｬＱ ｝ 定とも建築接合棋準方法によって試 験 を行ってゐる砂に有機不純物を有害な稼含ｻｊ

ことは稀の様であるげれども時に憾摘土の類 が混入 してゐる こと があっ て之は iJ E. 土粘土の

相以上著しく 「コンクリー卜 」 の強度ぞ害するので厳重 に試験をする ことにして ゐる 。以

上の試験完了の上に' 円'，f"j の合裕不合格 を決定して別表の様な報告書を作成現場監皆員に迭

付し 向背・材の一部は之をｾＡ本慨に採取してその版振を付し試験室に保存して置く。

「コンクリート」調合園表作製

以上の機な手続で骨材の合絡不合絡を決定現場に通知す る と現場監併員は現場に於げる

各航の僚{ 牛を考慮して合格骨材中何れをそ の工事に使用すべきかを決定し砂及砂利の骨材

許放を試験室に通知する a 試験室では之に よって別表の如 き 「コンクリ ート 」調合表を作

製して現場監皆員に送付し現場監傍員は之によって現場の「コンク リート 」打 を賓施する

段取 となる のである 。「 コンクリート 」調合表は飾分析に依って 決定 しにる粒位即ち 4 蒋以

下8 帯以下或は 16 栴以下 回 帯以 下によって異ること勿論で める。

8 1  川



試 験 室 備 付 コ ンク Y ート 試 験 用 機 械

ＶＰＭｾ ￭Ｉ ｏ 組耐 Ａ 恥式除機 ぐ セメント 、 ｩ 晶 ｩ 疑 Ｚ Ｑ Ｚ 、石材 等〉

鋲 Ｑ ・動力計、 Ｈ ｉ ＧｬｩＺｨ北鉱 Ｕ ・ ，ｾｩＦ 、 傍 ｉ ｬ｢ 試験段 ｩ 在 ｈ

}'f.陀カ電動機1・j カムポンプ テf.j" 7.

「コンクリート」強度試験

. @¥歴強度試験館型枠

ｃ Ｎ ＡＱｩｾ 、 内 ｦｦｩＱＵｸ 内高 ＳＰ 程 〉

スランブ測定 ｾＩｩ

「コン クリート 」 に於てはその膝張強度や切断強度は! 出縮強度程重要でーな 〈且試験も容

易であるから試験室では現場打「コンク リート 」 に就ては唯その摩縮強度のみ を試験する

事にしてゐる 3 即 ち現場に於て「コンクリ ート 」打込直前に抜き取った供試韓を硝子板で

覆ひ水分の蒸殺を防ぎ上商が大韓硬くなっ 1: 時分受駅西に仕上を地し fこる後i熱砂叉は水中

に養生し製作日から 4 迦強度試験 日迄に到着す る様に送付せしめ且別表の様な迭!Ikに詳*111

に製作僚件を記入せしめる。而して起付の際供試簡の各箇には記蹴並に 「スランプ_ ¥ {t>墨

書・ し供試開は周閣 5cm 以上のi然砂中に包み内法 25cm x  2. 5cm x  45cm の厳重な る箱市 と

して動絡を防ぎ運送途中{波慣の民な い岐に注意しである J コンクリート 」供試韓の記枕将

披へは各 1 工事中 1 辿の通し番蹴とする「コンクリ ート 」の強度は共の製作から試験に到

る迄の聞に 下に述べる様な各階程の庫理方法によ って左右 されることが大 きい ので左様な

こ k のない様細心の注怠を椀ふ事 にして ゐ る。

1.  rセメン ト」の品質

2. 骨材の強度及硬度

3.  71 < 質

4. 骨材粒のねl合、

I U B2  
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「セメント ユ と骨・材と の比

軟 度

製作方法( 滋砂頃充)

養生方法ー( 温度、撚度)

材 齢

試験樫の形欣大 き、合水率 、加1盤速度等

5  

7. 

8. 

6. 

10.  

( 1) の 「セメン 、ト」 の品質に就ては該工事場使用の全部の「ボル トランドセメント」に

就 いて日 本棋準規格により 100 樽毎 に 3 縦 の割合で 「セメン ト」 試料を材料試験室 に迭付

せしめて粉 末程度凝結試験 Ｑ 迎 耐 座試験 及 Ｔ 週耐監試験及 Ｑ ｾＱ 耐伸試 験等 を施行 して ゐ る

が若し著しい強度低下を見る様な場合には現場に注意を促すことそ怠らない犠にして ゐる

( 2) の肯 材の強度及硬度の結は 比重や観察及経歴等に よって判定する :> ( 3) の水質 に就て

111 9 4  



はyfi ど水道水をI 1Jひてゐる

( 4) の骨材の粒の' t i IJ 合は前

述の f泊i分試験の結県営用ひ

てゐる 。( 5) の「セメン ト」と

什材と の比は 「コンクリ{

ト」調合表 lこ従って施行し

( 6) の軟度は 「コンクリー

ト| の/- 1¥来栄えに重大な附

係を有する 事項であるので

完全に均ーな 「コンクリー

トJ { f 得る事を前扱として

建柴原合標準仕様書通りの

rスランプ」試験を行って

ゐる c( i ) の製作方法も標準

仕様書 に準掠し ( 8) の養生

方法は現場に於てはi熱砂中

に試験室到 着後は試験期日

迄/K刊I 中にて養生する ( 9)

の材齢は勿論 Ｔｾ 問とし。

( l U) の供試憾の形 I1た大さ及

合 Ｏ ｊ く ｾカ ＱＱ 限速度については

り1:- 試問は傑 15cm 高 30 c m 

の闘 ｾｪ 型で「コンク リート」

の凝結後も正雌なる寸法を

維持してゐる。 1 問の試験

の結泉は 3 筒の卒均値によ

って決める。叉供試開の抜

J&筒所はなる べ 〈打込まれに憤際のも のに近いものをと云ふ建前から打込直前にとること

前述の通りである。而して共の抜取量は l 練の「コンクリート 」からは l 筒宛即ち卒均す

べ き1 来日の 3 筒は各別の練上りからとって試験筒所の公卒な平均を得る事に努めてゐる。

合 Ｏｋ 容の 測定に就ては現 場Ａ庇 ＧＱ 千員は建築ｾＺ舎標準仕機事ｾ Ｎ に操って 「 コンクリート 」 製作直前

数 例施行して投入水量の調節を計ってゐる告ーである。試験室で使用してゐる試験機は 「ア

ムスラー」型容量 100 砲の耐酸試験機で試験時に於げる加! 眠速度は試験の結果に相営影響

するから無荷重の ｪ 伏態に於げる停 ｭ 板の移動速度を Ｑ 分間に就き ＱＮｾｭｭ とする事に決定

之によって誤験を行ってゐる。 試験にはその最大荷重のみを求め之を供試慢の断商舗で割

って破壊強度伝算出してゐる。以上の試験を完了しに上成績を別紙報告書に記して現場監

作員に稜迭して作業上の参考に供する事にしてゐる。今迄に行つに供試櫨線、敢 515 本の成

献は別表の通りで供試韓の作成共他取倣上色 k 改良を要すべき耕もあると思ふが現場打の

「コンクリ ー ト」が如何なるものであるかの概念はつかみ得る様である。折角の御依頼主?

ｾｉ Ａｅにするのも と の意味でホンの有り合せの材料で貰ーを縫ヤ次第である。

供

試

休

終

点

数

五

一

五

木
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築 材 陳 場 記列

名皇

ド也、 政 金

前日 ｅ に於て ｆｦｲ ｾ ＱＱ 帯電 ｆ の陳列揚の誕生 を 叙 し 、 同Ａ就では其の効果を充分後探せしむる筑めの注窓は

時に其の健金なる 成 長 を 希 望 したo j折る胸骨i 上 今 : 同 批 カ F ログ に記載されてある之に就いて熟覧さ

後 其 の 内 容 を設 者に紹介する ζ とは筆者の義務に . れたい。岡 市上の製品リノ 9 イルはリノリユ ー ムを

して叉前統の致告 を哀守する所以である。 美 化 した るお級品 に して、 1-. 詑用途の 高級なるも

此記述 を ｾ す に 合リ て 前以 て 御断リ可 ｉ ili Ｈこと ｩ の に 迎せ る もの な り。同制［製ｾ能力 は 年 Ｇ 傾 ＲＰＰ 況

は其の順序及其の淑妻美は総て筆者の Jfr 見 に係 るも I 平方磁以上由。

のなる乞 以 て、共 の 訴 をqU・ざる鮎はt賞者の I I UE を i it 1  彼

佼ち て 他日是れが疋設 を ｾす機 合 を 奥 へら れんこ ι リノリユーム種類及定慣表

と λ 、 記述の足 ら ざ る 貼は更に走れが ｾＱ Ｑ￬足 を 筑す Ｈ ｉｉ ｐ， f日9 年2 月 25 日改i E )

べ き機舎 を官民たれ ん とと を希 望 す る 次 第 で あ る。

。東洋リノリユーム株式曾社

大阪市東区光町二三平日 ピル〈包話本局 2060 3910)  

吾 々の生活が座式か ら腰 掛 式に純 化 せ る と き 其

床 面が盤から離れて行〈ときリノ リユー ムが其の

J!r 用上 、 街生上最も有要な る材 料 の 一つであった

ととは我が同人の等し〈認識す るOi " であらう。

新のk日iき必需品であっ た リノ リユームも過去に

於 ては{ : J 1 ! 秀品と言へは外国品に依る よ り他 な き有

様 で あ っ た。

此 の時に依りてw洋リノりュ ー ムは大 正 8 年 創

: i J : され 、其の材料は主として内地品 をj 目ひ て優 秀

なる製品 を枇 舎 に 怒 らんとの熱望 に焔 へ た。図家

経 済 の 見 地 か ら、多大の紛れと 、幾 多 の宏、背 とが扮

は れ た 結果 l士、大 IE ＱＱ 年 Ｗ 月 に ｩ祐ｾ ifCiji 周の鍛密

なる1望地試験 を経て本邦11j [ ; ー の指 定 工 場の祭 を符

るとと 込なっ た。

リノ P ユ ー ムの特性 11

ｾｎ 初 、 殺菌 、 耐火 、 無色座 、 停 に し て而も掃除

の簡易 、 童生込の卒 易 自由及色 彩 の数種あ る ｬＡＱＮ ｾ Ｑ 立 事

務 所 建 築 の 床mと して最 も 泊 常 な り、住 宅 にて は

洋 風 の 場 合は無 論 各 家 に佳 良な るも平ns¥1. の易 会 に

於ても目官接第 、食 堂 、護 所、廊下イl : tltE宇: 倖に 格 好

なる 床 ;{1 である。

本品の使用 に賞りて 11 ，其 の! 飲込法と手入法に

11186 

En  JV- さ
経色値段|色物他 ジ ヤ ス ベ

@j に 宇t lf，ι l こ 付 手千 色

円 ， ｾ＠
円

D  1. 7粍 3. 20 3. 70 

X  2.0ゲ ＳＮｾＰ＠ 3. 95 

E  2.2" 4. 30 4. 80 

C  2.5"  5. 10 5. 70 6.60 

B  3. 0γ  
6.∞ 6. 70 

E X  4.0" 8.0コ 9. 00 9.90 

D E X  5.0" 9.50  10. 70  

T E X  6.0γ 11. 20 12.EO 

l. X E C B  は 1  ;本 15 珂三分 ( 長 30 磁) ( 間 2 栃〉

1.  E X  D EX  T EX  1土 1  ;本 H -ptj 三分 ( 長 15 磁〉

〈航 2 孤〉

1 . 伊丹工場波

第 2 貌

間半[1早 リノタ- { )(.. 値 段 表 ( 材料代のみ〉

銘 柄己主竺也竺包f と

l 尺 角 80 但 し伊 丹

1) モx 5寸角 72 11 I  23  CO 工場又は

5 寸 角
144μ 24 20 東京支応

5寸 x 2寸5分角
28e 11 

25  40 倉庫波

2寸5分 角 576  11 26 ｾｏ＠

。ユエオン・トレーチ' ンヴ

コンパ: -

〈市' " 戸市立合直御 幸 遁 四丁 目〉

吾 々が 煉 I i:ゃ、 タイノι 干 、コ :.- !l V - 卜墜に 後



か ら何物かを取付〈る とき従来 l土木煉冗; を用ひた ' のに係 は らず其の支持力は強大で中位の大 さの も

併し是れ は木 材のl肱絡の矯め多〈の場合 は税 込木 のにて約牛肉領、大 な るもの はー噸 に及ぶ程であ る

煉瓦を除いて は失 敗 の 結 果 をもた らし た、ロー 凡 ・ 王手資特許ロールプラツグ其物は植 物 性繊維 を 特

プラツグは此 欠 駄 を柿」、のみ なら ず、共 取 付は航 。 程i防 腐 性孫 品にて民主理 した る もの を、中空関l筒 形

る簡単 にし て、 而 も外 翻 に何等 見 怒 き駄を 表さピ に製 作 した る物でよ主極殺は木捻 用及コーチスグリ

る特徴を持 って 居 る。斯の釦1:き極め て駆使 なるも j  ュー用の 2 種 で 例 絡は次の iili りであ る。

第 l 茨

木捻用ロールプラツグの種類定慎表

ローノレ 7 ' '7 

3  6  B  10 12 14 16 18 20 

ツ グ 呑 鋭

使 用 し 得 る

1，2，3  4，5，6  7，8  9，10  11，12  13.14  15，16  .  17，18 19，2C 

捻 釘 の 番 鋭

1. 03 1. 21 1. 36  1. 60 
...  ，.. ...  ... .. 

一
ロ 主11 1. 14 1. 24  1. 54 1. 72 

.. ... 
' " 

... 

ノι t" 
1. 21 1. 36 1. 66 1. 86 2. 17 2. 58  

.目. .， .  
' " 

7  

1  11 1. 30 1. 60 1. 92 2. 17  2.49  2. 95 1. 99 2.40  2.82  

フ

一
ツ

1t " 
... ... 2.40  2.71 3. 19 3.78 2.46  2. 89 3.40  

グ

長

2  11 ... ... 2. E2 3.24  3. 78 4.50  2. 89 3.40  4. ∞ 

さ

2 F  3.40  4.00 4. 56  
... ... ... ... ... ... 

長 短

1. 24 1. 36 1. 99 2. 23 2.82 3. 60 2.82 3. 40 4.∞ 
混 用

1 箱 厳 重 百 本 入 五 十 本 入

2お 2  表

コーチスクリユー用ロールプラツグの種類定債表

ロツ 使コ P

ロ ー ノレ 7'  ラ ツ グ 長 さ 長

1 グ
用 l ユ

短

手番

しチ l

混
得スの

2!1 
2t "  3"  3l "  4" .g. 

ラ披 るF 径

22 2.90 3. 78 4. 36 5. 22 5.80 6. 68 4. 22 

24 T7百0  3.78  4.50  5.22 

26 
き"

4. 36 5. 38 9. 10 I  7. 12 I  7. 84 I  8.86 6. 10 

28 
7.84  1  9∞ 1 10. 02 1

1  7.98 

〈ー 箱 廿 五 本 入 〉

1 . プレツ ト〈同様品にて軟壁に用」、るも の〉此 の 7' ラツグを墜に取付るには其太さに泡合する

孔 を穿つ丈 の ことであ るが 、其れに は最も 通営な

る工具が備へら れて居るJ i ! Pち。

1. ウオ ールポ ー ラ ー ( 同 様 品 に て 壁 を 貨 沼穿

干Lに用ふ

1. ジヤシピシグ〈銅 繊 梨、多 角 形の 鈴頭 の錐〉 1. ツールホルダー 〈上 記 錐の柄となるも の〕

8 7  111 



l  イゼクタ ー ( ジヤ ンピ ング と ホ ル ダ - ¥. モ! 刷 、 日本生命保険合員1、三 菱 系 諸 合 刷 、共 他六

] 反外す IJ、i(li) 大 舎 瓦1:

Ｑ Ｎ ハン マー Ｈｾｴ ｬｩｊ ｬ 七 ｵｰ く も ん 、 銃 刀 大小Ａ こ 依 り ・ Ｈ 百 貨応Ｉ

LI"封皮ー封皮牛) 十 合、松 阪 屋 、 J;r 限ダノぐート、 共 他 十 大 百貨「占

1. シ ムピ官主主主ノ、 ンマ ー ( 短 時 間 に 多 数 ノJ 穿 孔 . cホ テ ノレ 〉

期) ｾ翌 ｴ 袋 、者 ｾ 、 ｲｰ 子閥 、 ｚ 高卒 、 六 ｉｊｉ 山、 ｩ 也 ノ 〉 坊共他

l  ユ ユオ y 句 集 ド・リ ーノL ノ、 シ7 ー 〈ド リ ール . ( 祭 校 〉

卜、 ノ、 y マー 竺1iit ｴ Ｚ るもＯ ｾ )  

1 . 凶彦 ユ ュ オンノ、ンマ ー ( 手助 、機械 ノ、 ンマー

なり 〉

以 | ノJ 工 具 に (J( りー宵: t: れ た る 孔 に 、 ロ ール プ ラ

ッ グ セ挿 よろ み、 木 J士: 又 1 、スク りユ ー 七I反{、J' " もん

な り。其用 主主i工

階 段 手 剤 、便 器 、 ス ス'" v ， ]UDi 岩井具 、樋受、

j凡而i緑 、 タ オノL:j J十、 メー トノL 器 、 スプリ ンク ラ ー

各締 棚 用 持 ;'在 り、泡 話 機 、制 約、窓 掛、 千千平t]l rne紋

同 ｅ 管 ｩ 口 、 コ民他 買 ｴ 燈ｻＱｓＺ兵ｾｾｾ )ノ nJ ial l)Y(也 E定例. な り。本

車1: ノ〉自IJ立は 明 治 4tI Ｑ， Ｑ Ｐ 即ｾ ， 19 10 I， loな り

。富士建築工事株式曾祉

ノ、阪市 東 淀 川区 中 津市，凶4 ノ 14

( ?U: 話ニ1-. (1. :.(¥1! 149  Ｖ Ｗ ｾ Ｘ Ｉ＠

町 ｪ 昼 、 草 ｬ� 戸 女 母性 Ａ 位 、 ｦｍｊ凶製 Ａ史 、 タ ト ｾ ｪ ＱￏＧＮ 高女 、 ｊ ｴ

他 二 校

〈官 公 街 〕

第四日目i閲 司 令部 、大 阪 娘道 局 、京 大 、 阪大 、愛

媛 l係t催、稲 附 市 役 所 、四日 市 市役 所 、其 他

( 共 他〉

大 阪 倶 築士官 、大 |仮 1m工 合 議 所 、有 恒 例主将昨日 、 白共

他 新聞 litl :l rAj 院 数 ケ所

以 上 ノJ 外 知 名 ノJ 紳 ーl一方 ノJ 住 宅 ノコ用 命 をさ是けた る

も J ) 多 数あ る肉なり 。

庖支

J

阪

川

大

3

所

射

業

必

工

お

削

生

'
u
z

寄

れ何

〈

原

い
ド

西

酌

。

附

阪大

同 支 腐 心 !&i 俄 は筆 者 が 言」、主主も無〈己 に淑 者 の

Ａ 司刷 ｪ ヰ 藤井政 次 氏が大正 Ｑ Ｑ 年 Ｕ 月 、 大阪 市ｾ • ｾｽ平知 ｬ さ るｾ Ifr で 蛇 足 の 感 あ れ ど も 筆 者 の 背任 1 次

淀 川 ｍ Ｚｫ 中浄南泊り ｬ 二 ｾｾｦｈ Ｑ￭ 士 創 立 ｌ 専ら 家 具製 作 ｩ に ｊ 主の ｾ ｾｉ Ｇｩ在記述すペ ｌ 。

Ｉ ｩｴＮＮ ｾ 与Ｚ 内装官 ￍｬｩ を 管 業 ， -て漸- *主主民 L つ L あ り L が 昭 1.  経 歴

和 8年 11 月現在 ノJ 如 ( 其 組 織 を株 式 含 量11: 改 め j 大 正 四 年 本歩1; に於 てすf7めて 7){ i先使 日rr 汚 水 路化 炎

トl 時 /: :東 京 不 二 サ ッ シ 製 作所 t 特 約 1 て リツ シ/え j 泣 士考 案 し、術 生 設備 工事 と共 に爾 来 1' r施せるも

がヤ ター をJIli.賢 しつ L あ り。 ノ コ 、 長 く も宮殿 ｬｾ ｩｊｦ￬ め ｴ L'EF街 、準 校 、舎 sil 、11';

工 場 IJ: 敷 地 750 士l' 工 場 感主1; 6 50 n !位 、 百 貨 底 、 I，A;! 咳Jえ住 宅 J t- 他 二千有徐ケ 所 /.-: 1 て

木 材 乾 燥 室 、 泣動 機 25 HI " 其 他製f ' I 機 械。 。 最近 ｊ Ｉ 主 なる も心 は 文 ｩｦＡ［ 省 、東京 高 ｾ ｾＺ Ｚ /( fj 絡み校、

管 業課 目は 主 モL て 繭 附 簡 易 保 険 支 問 、 A.阪n. ;J 下院 、大 阪帝大川t J 濁 日書

家 具製 作 、近イ'r 建 具 如 、待: 内装 飾 ! 院 日 本 銀 行 大阪 支 応 、 同松 山 支 応 、府< 1'競 馬 揚 、

特 製 合 板 製 作 、寄 木工 事 、 !i :.; 1案 伐言l' ， ｲ＿ ｊｬ毎 ピ ル デング 、 阪市 Ｑ ｉ 三 Ｇ｛ ［ ｾ ピル デ ン グ 、東 武 織選

不 ニ サ ッ シ及 シヤ タ ー受 日1販 Wo 浅 草 停 車 場 、大 九 、松 3i X婦 、 IJ /  f1i 病 院 、' :I' HI)1J i当事

同 駐 の製 品 乃信 用 程 度 IJ: 次 ノJ 納 入 先 モ見 守こ t に i で あ 当。

依 り て 推 測 す る と 王が 出来る c 1. 特 長

納 入 j L

( 銀 行〕

三 十 四 銀 行 、野 村銀行 、住 友 銀 行 、 iJ ，r; 池 銀 行 、

山 日 銀 行 、第 一 銀 行 大 阪 支 脂 、. J t 他地カ 3 銀 行

〈令 枇〉

住友系自荷台 刷 、東 京 火 災 保 険 合 si/: 、 大 阪 Yじ斯合

川 8 8

大 正十 二年 以 来|必産 術 生 器具 製 造 ノJ 合 了t 合員1ヤ

ンソン製 作 所 製 品 ゾJ 特 約 販 夜 をなす、 汚 水 浄 化 策

白 I士汚 水 中 ノ2 有 機 性 |占i形 位 を凋 特 J ) iJ i E化棉 に ({( 1)  

J'J; ノコ液 化 力 松 めて 旺 な り従 っ て 掃l徐々が{少 し父 酸

化 憾 に於 て は令てノJ 機 能 均 努 な る古文酸化効事甚大

な り、 J1. .I:' .んま型山 ! てi ! ( り技術i場 所 ノコ[fr 要 ilrif資比絞



的少なく然もJ t 成績極めて佳良なり。

ヤゾ ;; : - - 製作所 製心街生器具は 4t. J )  Aす質、工法

J 七に鍛密なる技術的見地 に{火 り外凶優良製品 を凌

ｾＺＡｾす。

1. 出 品 物 説 明

ヤンソ ン製作所製品 は全て r ＾ｾ イロ ッ ト ｊ J ) 商

照 を一 々刻印 しJt: の製品 の責任を 明 にす 、 パイ ロ

ットフラッシユパルプはフラッシユパルプ D 中極

機能 ノコピス トy を勝扮慶賀 L 易き材質 を周ひず特

級s i > . 燭を用ひる惑に依 P恒 久性なり。

パイロットシス 9Z: --パノι プは在来。 シス F ンは

リ イ ホシ を 鎖引手 に て働かせ居ｾｊｉｩＮ角故障勝にし

て之 に鑑み多年研究 乃事古来引手及サ イホ γ を金然

llll せず、 ijF 7 ラツシパルプ よ り機裕司E純 にして 作

用絶 ＱＱ ｬￍＡＱｩｾな ｐ 。

パイ ロッ トドレイ : --t・ーヂ型縫手は ] H骨引鍛管

i :  1: 史III する排水 専用線 手 にし て餓' l ' f を捻ぢ込 みた

也場合 には: l t・乃内田Iが 一同而 とな P て汚 水の疏 iili

i て支防なき 継 手 にし て従来種 々ノJ 不使不合理 を忍

びて鉛符 を使則 L 居り しも之れ 乞一掃し得たり。

以土 ノ' ) '1トに住宅街生設備が逐年普及さる L に i宇

びJt J ) 施工が在来ノコ導門街生工 ノJ みに侠た ず一般

ノJ 錦織工又 は建築工 ノコ 手 1: よ P谷易 に施 工 し得る

もノコを考案 し、之れを 「パイ ロット組立式住宅街

'F.装 置J .L して治 信阪賞 式 1: て 弘〈提供す る もノコ

な り。

。野j畢 幸 三 郎 商 底 〈泡話北 3469)

大阪市北直絹笠町大江ピ凡

あった らう。此紅色か ら黒字、賞 、紋毒事の色彩の

要求となり、更に又 一越せる新色 、 か らす、小豆

命紫、大紅 、新車提唱Fの生 まる L にl ' I1った ζ とは 、

一切の本物の主主化滋程に合致する錫趨である。

石和ii 盤の名が野詩型民 l亡 (In て名付けられたるも

の とは、今日 で は徐り知られない事1 f t であ らう 。

六甲元が其符鎖性に於い て、石料i スレートに{ 憂り

此色彩の自由と 成 裂のi El I ! 1i とが、日本冗に一歩ーを

進め居ることは何人も呉論な き所であるべ 〈、而

して恐 ら〈 は，J : t の鴛めに日本光が手工から機械化

に誕生みたる原凶を録して居るも のであらう。

同商底取扱品は

日本石料l盤

プミ巾スレート

プて甲 F イJ t-

野湾浪ス レート

野話事大平 板

，ｾイオ］ヤルー Ｗ イング

ア凡テックス

等であ る

。山本窯業商庖 (従話北 303)

大阪市北区芝田 町

山本築業商! 苫は山本氏の個人経管である 。 問氏

は建築界に於て殆んど知ら ざる 人なき が如 き存:(r.ー

で あるとと は、如 何 に氏が F イ凡 界 に望号 L 貢献す

る と と大なりし結果と 、 ｾｉ［ｩ 嬰側に翁しても好者相

談相手であ っ たi渇に外ならな い。

氏が備前陶器よ P 日本当起業品川白煉: n : に 、 i {・塁走

消 ｾ ｊＮｩを 総 入さる λ 野湾氏が明治 ＳＹ 年訴に石綿 Ａ 務 の合 同推移 に伴 っ て 、 其の販賓 の手 腕を ｭＪ 賞 し

絡を我図 ｬ て検 入 され たと 言へば其 れは刻逸品 て あ ［ つｾｾに大疋 Ｖ ｉ，ｾ＠ 5 月各製造所 h提携して凋守

り、恐 らくは我閣のアス ペ ストスレ ー トノ〉擁i [ で j 開業 L ，. 今日に到る迄前後約 20 年間只是れ斯界

あろう 。 氏は擁主主を我建築界に 染 付けて今 日 の 隆 ［ のｾめに活躍し 、 今後も亦 型軽 らず斯界に霊力きる

峻 に迄毒事 いた こ とは同 氏 の功絞も亦大なりと言』、 ! ｾで あら う おは 、 次ぎ次容に新案 ｆ イノ ｌ を我が ｬｴｴ

べ きであ る。 日本石綿盤製造 舎継が問問庖を母鐙 ! 築界に提供す るこ とに徴しでも是を透明 ず ること

止 して生まれたもの であり 、又 P、機械が濁逸の ガ : が出来る o 此の表現の 一つ は自 由 F イルを推賞す

スバ リー舎. i : L に依りて設計 され共 の原料 のー部 は : る ζ とで ある 、 自由 F イルは 、 F イル の形 の上 に

)J n祭陀の 石村i そ用ひ 、小野図セメ ン トを以て製造 。現はれたるJ l i E から来る 、 閣さをぼかして k 然 の

きる L とすれ はJ t 訴・時の製品は 目、 英 、凋の園際 : 環境に調和せしめんとの要求に感 じて製作さ れ た

がJ 合作品と 絡す べきもの で あった。 もので 、是 れ は煉瓦の愛好閣 である茶園宇 、和l蘭

六 rp山の南スロ ー 7' が紅 色 の3じで11::の 如 〈駄 々 : 陀の 煉 : t C話量感物に表現さ れる企閣と金然一致せる

として色彩られたのは六 月1 ス レート の誕生 からで ; 思想であ るυ

8 9 川



自由 F イルの製作者は斯〈云ふ。

1. 自然と人工 の美 を 遺 憾 な 〈 波 揮 し

2  我 凶 の 時 物 に 迎合 し、 その民 tii j - と合致す。

云 々

山本 氏 の 後 業 課 目 は 、各積タイノι 、 テラコツ F モ

ザ イタの販変である 。

。住友伸銅鋼管株式曾祉

大 阪 市 此 花 I伍ぬ摩町 ( 包話土 505  518)  

明治より 大 正 に 懸け て の 我 闘 の 洋 風建築が共ーの

尾 根 や 蛇M.i 等に銅コー イノL 板を 使 用 し たる胸骨i 仁

住 友 fl ド鋼所の名前は 、苦 々 に は 極 め て 貌 密 で あ っ

た。

銀筋コ' / ? ｾ＠ - ト治の滋蓬と共 l亡、屋 根 や 腕 腹

に 鋼 板 を 使 用 せ ざ る 傾 向 を 生 じ て か ら Jt の製造者

との関係が事ｾ速になったかに思はれたが 、 共れが

再 び 昔 日 の 関 係 に 立 蹄 る 欣 勢 と な っ た と と は次に

穆 げ る 問 祉 の 沿 革 史 が 能 〈 此 問 の 消 息 を 物 話 っ て

ゐる。

治1 f . I"'J ，1i 1: の事業は 、 lリ] 治 30 年 4 月 日 本 製

鋼株式合厄! の工場令部を住友家が諮り受け住友別

子 銅 山 の 紛 銅 に 加 工 し て 銅、民 鍛 の 板、線 、格 空宇:

の 製 造 を創めて以来年を 主主」、て後 l長し 、製 品 の 積

獄も銅良品告の火板、話 鉛 の 板、様 、 l与銅 、 アルミ

= ウ ムの 板、線等を 1J 日へ 、 42 年 9月 よ り 鋼 、員総

の 引 抜 管 の 製 造 を 始 め ま し た 。 是 れ が 我 凶 に 於 げ

る引抜管製造の日高矢である。同 l祉は伺誕生ん で引抜

剣 管 の 製 治 を 計笠 し、45 年 5 月j t づ 水 管 式 汽 織

作を 、次 で 蒸 紙 竹 、 自聴率寧也管を製出し 、大 正

2 年 5 月更に機倒率的作& スチームダ ー ピン ;ru{;j

料 の製造をも BMilfi された 。

更に大疋 B 年 9 月に は 兵 庫 係尼 崎市 に 尼 崎 工

場を設け 、鋼 や! 司の自給を計ると共に熱 Iltj 仕 上 総

目1畦鋼 管 、千千何形3同空宇の製造を ilfi めました o X 同

年 総 合 合 住 衣 ヂ ユ ラ ル ミ ン の 製造 を 完 成 し て 我 凶

i怪合合工業の先隠となり 、大 正 14 年には高級な

るI陸合合総物の製法を始め 、尚司ミ例究 に研究を1l l :

ね各額の優秀なる般 合 ｾを製法し ｐ ＿Ｚｬ干 ｮ 6  ｾｆ 趨偲合

ｾマグネシウ ム 合合の合 Ｑ Ｉ 治に成功した 。

同枇は永年前述の Iffi り仕・衣 fl (1鋼所・と務し住友署長

" 190 

個人のまｾＧｴ，ｽな ｐ し が 、 大 正 Ｑ Ｐ ＱｪＡ 2 月住 友合資 曾

批判1鋼 所 と な り、更に大正 15 年 7 月株式合枇に

組 織 を 後 更 し 今 日 に 歪 P 、其 製品 は 般 錯、航 空 機

織 道 、機 械、m然 、建 築、鍛 工 等 谷 方 而 の 材 料 と

して使} 日せられ 、絡 大 な る 信 用 を 悔 し つ L あり 。

向 安 治 川上 iili の同n t : l : 永年の工場敷地は 、大 阪 市

中 央 卸 賀 市 場 の 敷 地 と な りし た め 移 縛 の 止 むf尽き

に歪り 、冷 間 引 * 鋼 管 工 場 は 従 来 の 尼 崎 工 場 の 隣

接地に 、一 般仲 銅品 、経 合 金 等 の 工 場 全 部 は 大 阪

市 此 花1<!!; ，Qi 昼間r現 在 の 本 紙 所 在 地 に 、夫 身 近 代 的

工 場 を 建 設 し 、日日平日 3 年 之 が 移 轄 を 完 了 し益々 』主

主主皮の主主に上られたり 。

又 JI{: i 手n 6 年 4 月' 6 . ，. 庇1 : の傍系含枇として住友アル

ミ= ウム株式合員上を設立し 、純アルミ= ウ ム板lJi..

アノι ミ= ウム 箔 の 製 造 を 鴛 すととになり 。 :民訴! tw，

は本陳列目rr に他の製品と 312に出品せられあり 。

建 築 例 料 と し て は 前主主の 如〈鋼板が雨樋、! 湖 、

居根: I f 、車干蛇版 、化粧貼等に 、 長鍛' l 1 が手初、支

柱 、 特 子 等 に耐 久 1J と高雅な色剥とを有する儀め

に 他 の 材 料 と 割 和 し て 建 築 の 一 部 を 鎚 す と と は 衆

知の ζ とであるが、 同量祉上のE盤区延 i製災「法去は倉創創1) 業 以 来 3

O 告徐主年の永 νv、京総E験と百研干究を Z霊Eね た る 銭 め一J兵毛の製J

lは土 一段と{ 俊妥ヲ秀Fなる性5質空を有 つてをる 。 久 従 来 の 建

築川プロ Y ズ 類 は 施 工 後 暫 時 に し て 光 揮 を 失 ひ 、

疎らに餐色し且つ漸次暗黒味を特・び来る飲駄があ

るので 、 同瓦1:は背心、研究の結果優秀なる住友アト

ー プロ ンズを自I j 製致されたり 。其 結 果 板 管 俸 鋳 物

等 は i ' 1 : 衆商議院共他大建築物の扉 、欄 I旬、窓 枠、

柱 ft ( 等に 、装 飾 と1主IJ J とを粂ねて[ 史川せられ多大

の賞i Mを怖されたり 。例 住 友 ヂ ュ テルミ y 、 ス -

J ー アル ミ SA 1、 ホワ イト プラス等の ，' ] 色系金

属 は 大阪朝 日 ピ ル のm築に s' り多 '1，1に{ 史 JIJ せ ら れ

て 是 等4盗合 金のハ1訟 に 一 段の躍 進 を 見 再 び 建 築 界

に花 々 し く返り咲かれた ζ とは同通上の努力の賜と

言」、べきである 。

叉建築に側聯して使刷せらるl . . [i'i J祉 の 水 道 銅 竹

は術生上絡釣無: 古i i L つ鉛管の絞里占を完金に補ふ耐

巳 な ら ず 更 に 幾 多 の 長ffr を有す る ととは注意 すべ

き駄である 。 c以下 次貌 〉



4霊 員 曾

.. 
Eヨ

常 務 曾 〈第 l lft l)

日 時 ｬ 月 Ｘ 日午後 Ｖ 時 ＲＸ 分ー＿時 ｾｏ 分

合 場 建 築 倶 築 部 ， 811安

出席者理事片岡 、 ｾ野 、 松家、

ｾ事阿部 Ｎ ｴｲＮ士問 、

常務 今林 、井上、浦 、中世君 、前71<、

鈴木、 ヰZ 塚 、秋田 、加藤、新名 、高橋

ｬ 午後 Ｖ ｾ 時 Ｒ Ｐ 分一同着席片岡令長よリＰＺ Ｑ

舎 を宜L j 査に議 事に入 る

1  Ｑ 月 例 合 Ｈ新年ｾ・ＧＰ Ｉ ＱＧＧＺＺ 関 する 件 〈可 決〉

1 緑ケ 丘住宅博 に協合 U: l 品住宅( 二階建

の 分〉 に闘 し舎 iil 貝取り に付契約方法

の件( 未決〉

1 建築材料陳列場完成 に付常設委員設置

に関する件〈修正可 決)

l 常設、特設委員並縞給部員 A 他選定及

強食常務害1mに闘する件〈未決〉

1 大林組より依級に係る住宅設計図案懸

賞募集 に閲する件〈可決〉

l 舎員詮衡

入 舎 者

合員 池 田禰之助 、森山 姿 、岩悶7富久獄 、鈴 木一

報

常 務 曾 ( 第 2 IT! I)  

日 時 l 月22 日午後6時 10分 8時30分

合 揚 建 築 倶 楽 部別需

出席者組 ｬ ｊ ｬｾ 松祭

監 事 阿 部

常 務 今 林 、井上 、浦 、中湖 、渡部 、消

71<、鈴木 、平塚 、秋田 、加藤、新名 、高

橋

l 午後 6 時 10分一向者席開舎片 岡合 長欠席 に付松

E I " ( 則合長議長とな P 議事に 入 る

1  2月例舎 に闘する件( 可 決J

ｬ 建 司ｾ ［ｪ［ｪ料陳列場幹事合 規 程其 他 に 闘する件 〈 修

正 可決〉

1  1t 綾委員合委 員、続輯部 員J 建築慰問手t J 編 斡

委員合: f . .員等決定の件〈可 決〉

l 特設委員合存綴 に閲する件( 修正可 決〉

l 紘ケ丘住宅博賢合出品住宅( 二階建〕 に付合最土n .

取り に闘 し契約の件( 未決〉

l 協合員の本舎 に関す る窓見登表 の件( 可決〉

1 合員;会衡

入 舎 者

合員 f呉海、太郎 、小栗治卒( 地方校{ 主〉梶吉芳夫

特別佼耳JJ 員 松 井 邦 彦、合谷信吉

普 iiIi賛耳JJ 員 吉原慎一郎

ill 舎 者

小野美造 、片山勝、 関屋正知、布袋園雄 j 合員 山口後 三郎 、山 崎源主主( 地方税佳〉

( 地方 在住〉 清野瓶三良II( 地方 在住) ｾ 普通 賛助 員 伊東ー郎

普油賛助員 山田空豊三 、佐 々木主主夫、 ｾ＠ )，:長 告

j!! 舎 者 。 l 合設2月鋭編特報告( 承認 〉

合員 藤枝良一、生 !lll 禰三郎 、藤告書安太郎 〈地方 1 j 月例合( 新年宴含〉準備報告〈承認 )

在住〉井上準一郎

普通賛助員 庚悶 透、制 山秀一 、被間大丈夫、主主

線量喜 三、永井享一

報 告 1 昭和8年 12丹分合計報告( 承認〉

l 昭和 8 年度決4字紙焼、iU告 〈承認、〕

l 役員 、委員慰:!i}合 清算報告( 承認〉

1  ￬ 前洲 建 築 協， 合長 より 満洲関政府 訪 問 、 ｽＮｪｾ

告 の{牛

l 記念事業出版委 員合報告〈承総〉

1 建築撃合通知東京市隊合政地 に閥す る

建議蓄の件

常 務 曾 ( 第3回〕

日 時 2月5 日午後6時5分ー日時

合 場 建 築倶書絶対t別室

出 席者理 事 片岡 、 ｾ 野 、 松Ｊ

常務 今 林 、1潟、渡部 、清水、鈴木、秋

田、加藤、新 名、徳政幹事長〈幹事合絞

過報告のため〉

l 午後6時5分片岡令長議長 とな りDM舎徳、政陳列揚

幹 事 長 ｩｾ 席あ りて 幹事合経過 等 下 の 報告あり

( り 被鰐舎 のイ牛

( 2)  1月初日開合幹事舎の結果

9  ｉ ｾ＠ 111 
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( 3)  肩脱人に閥ずる件

( 4)  1月分合計報 告

次 で議 事に入り下 の案 件1: 付議決す

l 大阪市教脊1111 よ りrll 越 に係る 職工講習舎開催の

i ' T( 布決〉

l 級ケ丘{ _ I 宅熔へ協令出品位予告〈ニ隣え. t の分 〕を 合

計買収りに闘 し契約書の1 ' t - ( 未決)

1 令民委 員合委員決定の件( 可決〉

1  ｾ Ｎ主化委 員 ｬ 名唱 力 ｈ 依喝の件〈可決 〉

l 新 聞 記 者同1設置 にtMJ す る件〈未決〉

l 協合 員の本舎 に闘 する: 窓見のf ' r ( 可決 〉

1 m司H..: 料 協舎よ りrl l ｾ立 に 係る ｲ ＨＱ 二宅に闘する 刊

行 物 J Ｍｭｾ 苦 ｦｮ ＨＧＱの ｦ ＧｪＺ Ｈ nJ 決 〉

ｬ 剃除Ｔｫ ｾ足分 の ＱＧＱ・ 〈可決〉

ｬ 古・ 戸制 ｪ 生 ｾ ＩＡＮ包分に陸 自ず る ＱＧ Ｑ ＧＨ i 'J 決〉

Ｑ 合貝名簿 Ｒ え代表者 ｮ 民ｾ［寄贈の件 Ｈ Ｂｊｩ ｫ Ｉ

l 定款 &. 舎貝名簿空手; 寄附の件 ( iiJ 決〕

l 雑誌交検 の1' 1' ( 可決〉

l 雑誌千円台の件〈可 決〉

1 日本製術援! J lJ台 車 術部へ 刷答のf ' f ( 可 決〉

l 令民詮衡

入 舎 者

合員 菊 池 辰潟 、間 続イノＡＧＺ太郎 、 渡溢卒、市場ｾ Ｇ・ 義

術木直 D)] 、中村謙治‘ 岡田忠叫i 、今.n元一

郎

特 別 賛助事I ｾ か 右 ｝健 之

-rtr-油公'1Y]員 平川直賞 、池 1:11語I t 一郎 、1m詩型六朗

能勢進、 平塚粉一 Ｎ ｾ子 ヲ ｾ［ｾ号 、藤 本音 主主柱

n 橋省 子千

ili 舎 者

合 員 小 川 兵一郎 、松 井角l J ' ( 地方在住 〉

特別賛品]f 員 森分民主制1，

普 iiIi l' t) J)] 員 小 倉 元 之 助

報告

1  2 月例合準備i報 告〈承Ri{1，)

l 協合員逝去報告

l 常設 、特 殺 、I建 築準研究」納車専各委員舎有J 凹開

舎 に付 報 告( 承認〉

l 昭 和E年度決算報告 ( 記念事業十二月末現在中間

報 告) ( 承認〉

l 昭和8年度第3国合 計検査報告( 承 認〉

1  1月例曾曾 計報告C . ikiW.)

1  r建築と枇曾j 3 月鋭敏桝 に闘 し報告( 浮l i i 'O

l 建 築材料陳列場 幹 事舎内規中安更終過報告 ( 承

ra，) 

l 東京市脱会m築 にイナ懸賞募集の件

1月例曾 〔新年宴曾〉

日 時 1}'j 26 日午後5時 8時

合 場 料l業 曾倣

出席者 育木友一氏外 1034刊

紙 記

1 天気清期袋然強 し定刻5時和ii業合倣6階f 1ミ恕! 至 。二

mるttl，合員50絵名時 の移 る E 共 に漸次冷 jJfiす 'r'

後 Ｕ ＱＮ 子 ＳＰ 分世ｾ興 士 開始 ｌ 先づ阪口芳三郎氏 の 品目

介にて花) J ;;;r.・ ;!LW丸 君のm穂波談 に時々笑諜起

る 60手段談 を終り直 に隣室: 夏合坊 に来合者 一同

士招 し第2ft-): 明: ノ、活動復員( ア 7 リカ狐f ' )k凶探険

Ｒｾ き〉企映ＱＧ ｈ 洗車 ｫ の観 に 秘ＡｲＮｴ

l 午後 6 時30分定! 々 新年長舎 に移リ一同満喫 、食

後 片附合長 上リ 本年は皇太子殿 F の御降誕' ，¥(;.11ト

界的財界 の引先 況よ り見 て索以凶彼の徴あリ此際

再生 ｾｈ Ｎｴ築刻、のものは 協力 一致本舎の主主 々 後 ｍ 全

期せ られ; . "こ E 士希望する旨の校拶あ り一同乾

杯 の後意見交換あ り先つ武回縛 士令 長 よ り知名

継 を Ｑｾ トて ま ｈｴ 誠一氏 に 指名ｾＺ見 Ｕ 章 表あリ

次で弁 Ｑ ＧＮＺ 主犯より本夕の 新年ｾ舎 に ｩ 炎ｾｾｾ株式令

長上大阪支応長傑回議郎氏より同通t創業況十年記

念と して陶器「美1&功鉢 カパ ー」を - f !1; 1宛寄1I 円あ

り L 旨披鈴あり次で担軽岡藤郎氏、池閲覧氏 、中凶

六郎氏、 石岡信夫氏得順次指名 に正リテープル

スピーチあ り

斯〈 て 午後 Ｘ 時新年集合 は 和主主ｾ々感合手 Ａｾｉ こ ｈ

U:lg( 合長 閉舎 の鮮 によリ 終了 した リ

委 員 曾

常殴各委員曾( 第 1回 〕

特 設

日 時 2月 1日午後6時 15分ー7時30分

合 場 建 築 倶 集 部

出 席 者 都市計撚委員令

伊藤和、北 垣 、喜多村 、推 刷 、鳥井 、他

政 、戸塚 、i*lIl f 、耐訳 、 吉岡

法制型5員合

石 川、エE車、 白川 、武 削 料 、 01' .也、印刷

坪 井、合脇 、 山口

数化餐員合

伊東ti[ 、篠 原、高木、 員長野 、本 l甘1



材料秦貝舎

池出官、 術瀬、f'1' 1111、ltt r円、松 久保、台

本

災持強度委員合

裕藤 、佐野 、谷降 、_ .・ 11官、矢同

役世11委員合

伊東 F訳、小 笠版 、稿 、1曾井、 政問 、村田

八木

住宅委員合

らか松、小川陽、小川安、岡本 、問問 、松

本 、指山 、三木

〈特設〉建築令官庁委員合

阪弁 、鈴木、 谷民 、徳政、松街 、森 本

安井

建築 と市土令紛糾都合

問問、柄本、 内藤、 中西 、?片岡

ill 築療研究秘jiji 耳委員合

伊東恒、新名、 満湾、棚橋、横 山、 古[ 1¥

l"ll ｊ｝ｾ常務

松ネ: 高1I 合長 、井¥". : 主記 、消主記 、中 海主

』氾、渡f甘1主記、fi¥f 7主主言| 、鈴木主計 、平

塚主計 、秋田紛糾 、加藤車両4l l f . 新名編車iF

高橋軒，j斡

1. 午後 6 時 15分常務 、委 員一同五百席松室高1I 令長よ

り本タ御多忙 の石切繰合せ ての 御* 舎 を謝 し片岡

令長 は 目下滞京中に付自分 が代り後拶する旨 を

述べ本タ は例に よリ各委員舎の妥員長及幹事の

Ji.選主主各委員舎の定例舎合日J : t 他奏u合研究方

針等に付御協議 を願ひた しと希望 を迷_i:

l 作委員 は席 モ1てに して集合第一凶 の委員舎 を閃

宅委員長及幹事 の ｾ ｴｩ Ｎ 選 ｊｴ 他 土 決定 し 書面 を 以 て

日1I合長に報告 の上散合 したり

1 . 委員長及幹事の五選紡泉下の 如 し

綿布音|鈍委 員合

委 員長 。白井 f芦

幹 事 伊 藤 和夫

怜 事 北垣熊之介

定例日 毎月第 l 貫主3火隠日

法制委員合

委員長 津 倒 敏雄

幹王伝来世ｾ次郎

幹 事 坪 井 誠 一

定例日 毎 月第 1第3木昭口

1z化委員 合

司書民長 古王子 ¥11 'l・f

ii?- あ縦l J ! f. 武

幹 事 本 litl 乙彦

定例口 毎月第4木曜日

材料委員合

委 員 長 池田 宮彦

幹 4f 松久保敬三

定191J 日 毎月第 l 第37J c曜日

災害 ｾｭ 皮委員合

i委貝長主主江 悌夫

幹 事 黒田 茂

定例日 毎月第 l 木限日

設備委員合

: f ! 貝長小笠原 釦

幹 事 伊 東 宗 太 郎

幹 事 松 井 清之助

定例日 毎月第2第47Jc際日

仙沼委貝合

委 員 長 武 田 五 一

幹 事 ノj、川 陽吉

幹 事 松 本 儀 八

幹 事 櫓 山 新 卒

定例日 毎月 第 l水 曜日

( 特設〉建築合館委員舎

安 員 長 安 井 武詞i

幹 事 阪 口 芳 三 郎

幹 事 谷 民歳

定例日 毎月第2 月躍口

建築と似合編斡都合

委員長、幹事等設けず

建築製研究創特委員合

幹 事 棚橋 諒

幹 部 吉田 信武

都市計童委員曾( 第2回〉

日 時 2月6 日午後6時 15分- 8時3 c分

合 場 朝 日ピル 倶集部

出席者・委員長 鳥井

幹 事 伊 藤、北極

号委 員 喜多 村 、 椎原 、 徳 政 、 戸塚 、 ｦＧ ｬ ｾ

野 、吉1' 1¥

1. 本委 員合本年度 の翻査研究 の 目的 lて付種 々協議

の紡泉今又 7 月京阪利I を中心 として 防怨演習 の

9 3  111 
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開催せ らる L を好機 とし; 右慣習に関聯 して都市

計m. 問題 '，1t' 防火防安建築 を一般市民に普及せ し

む る寸トは最 も時1' 1: に泊す る もの なら ん E の意見

一致 し「武袋都市 の建設」 を悶3 ' E 研究の目( 11 ｾ＠ I_ 

k.き く制舎 に働 きかけ ることを r!t 合す

ｌ 即 防火地区士制定 し ｼ功火砲 ｾ の促進助長旅挫折 ｴ

道路の選定j段目I f 段官li の設置勾

;;j>: 委 員合 が指導者 となり一般市民の之今にJ -，jす

る注意 を喚 起せ しめ「防火建築で なけ れば駄目

だJ との感 を痛切に抱か しめ る取 が第ーである

1. 目的達成の手段方法

( り ｬ 功火地 区 、 防火 ｪＺｬ ｾ創設 定 ｭ 議

( 2)  防 Z主演習参1m

( 3)  防火往築促進示威巡動

( 4)  防 ggllJj 火展覧合

1. 次 l日|委 員舎に は各奈良下犯に J J' する腹案 E持笥・

リ大憾 の プラ y を取 銀め常務合に 報告 しりる 様

治めゐこと 更 に川市Hに]={ リて は各只 より 綿 々材

料 の 旋 IU士待つ 一協議する とと L す

ＨＱＩ 防火地ｬｩ｜ｫの選定 ｾｦ ｴ 行 ［ｬｬｩ 刊 に裂す る 資金 調 達

の臨案( 応 井委 員長〉

( 2) 避 難 に必要 なる 白地と字選定の腹案〈伊藤l;中

ｉ ｊｈｦｾ 原委員 〉

( 3) パ ン 7 レツト作製に仰す る腹案〈 吉 RI 委員〕

( 4) 空襲防禦の みなら ず進んで攻撃 する震飛行

機の愛着揚等の 号並区Jt 他( 各員〕

特段建 築曾 館委員 曾( 第2回〉

日 時 2 月12 日午後6時 15分- 7時40分

合揚建 築 倶 然部 別 ｾ

出 席 者 委 員 長、安井

幹 事 、谷

委 員、阪弁 、鈴 木、 {1&¥致 、松袋 、山l協

ＱＮ午 後 Ｖ 時 Ｑ Ｕ 分注築倶集部別ＣＺに於 て ＧｴＲ ｾＱ 餐 員 長

座長となり開合

安井委員長よリ先づ簡単な る就任の挨拶ありて

本夕は第2凶の委員合開合 の旨 を告げ

との建築含館建設事業は昨年迄泊IJ 立i前15年記念

事業のーとして研究 士主主め来たので ある が昨年

は中途より立泊、( 刊誌l はあ るが〉へ となリ本年 夏

めて 研究す ること になりま した 自分と して は只

L 夫れよリ ピル総聖子の図録なる ζ とに付委員の設

明あり紡局一般 ピノL 務管は 因縁なるに より特殊

のピ凡建設 が泡常 なリ モの意見一致せり

f，.J ピル終 管手f の問題

11:4訟の問: : m

共{ 也何 :々立見 の 交 換あ りて

結応

建築合館建設 を計賞す る と同時に ー而 に 於て

泊 常( ｴＮＧ｜ＧＱＮｬの最 も 安 き 而 して迎 ￭ｾ｜Ｇ の地に ある 〉

なるピ J L fI¥'入れ先 に付般索ず るも 刺口 なる 方

法 なりと 意 見 の一致 を見 た り

古文に次位l委員合 に It 竹腰委員阪 口委 只 のI ! ｬｉ ｾ＿ ｴ＠

を是非願 ひ例主主年交渉の 際の参考書 持 参 を依

頼 す る ζ と及阪 口委 貝に は通話前 合 的の紹替に

ｦｾ 参考 書類持参 を依 航す る と とと し 研究 を 治

む ること に決定1投合 した り

殿備委員曾〈第2回〉

日 時 2 月 14 ｊｊ 午後 Ｖｾ 号 Ｒ Ｐ 分 Ｍ Ｗ 昨 日分

合 場 ill 築{ 具製部別家

l且H有 者 委 員 長、小笠町{

幹 事、伊東、松井

委 員 、稿 、増井 、村野、村 rll

ＱＮ 午後 Ｖ 時 ＲＰ 分 ｭ 寄 ｾｦｊｬ 祭百五別家に於て ｂ ｩｊ合

小笠 原委員長 よ り前囚委 員合 に於て rll 合 せたる

如く本合 の研究問題は昨年 に引続き潜 11<1工事 i こ

付研究 全治め伶其の外 に研究す べ き事項 l土御考

慮 の上本 タ持 ち寄 りを廓l ひ泣きたり御提出あり

たき旨 を主sべJiイ也研究事項に 付'W，f>i に入 り紡局

下記二 問題 を併行 して研究を進む る ζ とに窓見

一致せり

( 1) 潜函工事の 研究

( 2) 往築工市設備 より起 也騒音 を防〈・乙との百干

究

1. 依って来 る2 月28日の定例 日には先づ「潜 函工

事 に付て」研究す る こと に決 し首日 には 下記の

人々 に是非出席を廓1..¥、ζ とに取計ひ をなす ζ と

委 員、西村安彦君

滋 邦 一 君

ｾｩｾｾ 路惣吉君 技術員( 潜血l'tt nU:) 

今 の民主白紙であるが昨年巡行 しつ L あ P し模様 . 住宅委員曾( 築2 回〉

に付大他 を御話せ んと設 l珂せらる ; 日 時 2月14 日午後6時一71時30分

的徳 政 委員よりも附加説明 あり j 合 揚 建築倶策部別室



出席者 委 員 長、武 田

幹 事 小 J l I、松本、増山

委 員 赤松 、小川、 間本 、 l河口1、小 林 、 = 木

1. 6時武田委員長座長と なり 日lJ 合

先づ今年度に於け る本姿 只合 の別査研究題目 i こ

付額々意見の 交 換 主な した る結 果 凡そ 住 宅 sこ倒

聯 して 「防」の字 のつ くもの例へば防ili 、防鼠、

1;右袋、防臭空F奇握手月一都知乃 ヨ2ニHliJi兵士設 定 し

泣き座談合 の 形式 で必ｾ に 感 じ て に 専門家の出

席をが ｩ し 各 員 も火 々 Ｅ￯Ｎ ｊｾ 主 主 ￟ べ ｬ ｴ に 研究す る こ

とは最 も有意 義 であ らう との12兄一致 す

向 其の座談合の ｩ 氾 絡を 謡 ｩ 必す れ ば ａｾ ｬｉＺヤ ， ［ ｴ ， Ｉｾ＠

が出来 る詩ーで ある

l 月別 に 依 る研 究 旭 日 大 位 次 の1mリ

Ｓ 月 ｾＱｊ 盗

4JJ |功 hl

5 月 p1j 浪 、防総

6月 防臭 、防 音

7JJ 防熱〈冷 t号〉・. ，・簡易 なるもの

9月 防虫

IO/J 防 来

11μ 
防火

ＱＮ 以上 座談 合 に は 協合只 の 随 意 参加 Ｑ ＲＺ 微迎し 各 ｽｾ

のま量定表は最近の雑誌 に 後表すると ， ｾ

向毎月の例srjffi 知 舎 の 除 自 等 をも 利 用 し て 一 般

に此 の言l' 箪を知らしめたさ希望 てより

l. 次 11) 1委 員 舎 は 3 Jl l 4 日 とし抗日 迄 1: ｾｽｪ 盗 に 仰 す

る昔器具の蒐集 方 合奈 良長 より 松 本 幹 事 こ依 部 あ

りたり

法制委員曾( 第2回〉

トl 時 2 月 15 1: 1午 後6時35 i } -. 8時20 j}

合 揚 Mi 列 場別手・

出席者 委 員 長、J世田

幹 Ｎ ， ｴｾ ，＠ 主ドJ J .

委 員、石川 、エ線 、 l'l i ll 、武閉緑 、永

瀬 、常Jl品 、山1-1

卜午後ら時35 i)' 陳 列 場 )) 1) 算 ，-1玲てIXli 守

rl1問委 員長よ リ前恒|委 nf r ，- 於 て61f究 ノパh 定白h

ifi 1  ｾ 昨年度 』こ 引縦 き 法 ＭｬＺ ｊｬ ， て 仰す 臼 ｦ ｩＺ疑 Ａ｀ｲＮ ｾ を 雑

誌 に より滋表す る こ と

1. 次 l'こ以1 以 外の研 究 IHJ. Wi て付手ifi 々協議，i ' j ' 論 の 結

泉以下の事項に H 研究す ることに 決定

(  1) 現市街地建築物法の地域制限の従際 に巡} I l

する場合 に於て切貨 を飲 〈 燥なきゃ其 研究

( 2) 現 市街地 建築物法第一線 にある住居地域 、

P..i j業地技工業地域の 他 1: 未指定地域 を力n..; 、

る必 要な きゃ否

( 3)  m市街地位築物法泊川区成内 に於 て 位 築 主

に 代 リて Ｇ ｉｾＮｴ￦ ， ご提出 す る脳 ｬ 舎 を作成 す るを

裁 とするもの は一 定 の 資絡 を有 するもの L

9ト;土 取扱ひ得ざ る様去J i 定す ると とを滋 局 に

建議す るの可否

終 身 賛 助 員 桐 田 登氏

終身 ｾｾ助 員桐回登氏 ｕｈ 手 Ｑ ＱＹ 年 ｬ 月 ＲＷ 日病 を 以 て 長

逝 せ らる i! ，Jに家 悼に禁 へず誌 に照符と国各! 経を潟げ

誕 で 弔 意 を去 す

桐悶氏は明治 19年 4 月28 日大分県果、宇佐郡明治村 1:

.IJ ミれ幼 i こしぞ京 都に逝男性L 京都 ー中京都 三高? と殺

で 大正 Ｓ 年 京 ｋｾ 帝関大準法科 を 卒業後詰 Ｇ ｪ ｻＡｐ生命 保

険株式合枇 1て庶務1¥県長 t しで勤 務 L 同 8 -1!三之 を餅

1 諸機械 .T) 製作版 ff 業を綬管 '- (-告 らT 娯- 1: 今升ダ1:

ff 氏 t 共 i て都 rli Ｑ 下水道術生 ｾｩｦＮ ｽ 工 事務負等主 ｴｴ 築

の機被設' I l 1l 1こ闘す る業 務 士目的とする桝田尚合 主

創 立 し之が経営に従‘ ) ' ; し大正 13平本協合終身: } 1 ' J 1)J

ｾとなる

昭和9年 l 月27 日約 を以て 他 界せらる享年49員長

9 5  .111 



曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

今井 元一良 ｉ ｜ ，｛ｾ・ 草J j I 戸市灘 1':; 徳 井大手fl PIT 310 

合1i: 合批自Ij 7]( ま且

初 池 E走車羽君 大 阪 市 西 区 こl二佐刻2，2 清 水 組

|品j 惰 作 太 郎 君 西 宮 市 南郷問f l 02 C株 式 合 枇 大 林

組〉

i'i江主量 11;' 君

i li 場 ＧｨＱ Ｇ・ 義ｾ

話 ＧＱＧ 戸市灘 ｬ 杭 ｩｾｈ ｉｊ ｐ ｬｲＲ ノ Ｕ Ｙ (i ，わ同且〉

草'1，戸 市Zi: 合両手手続PII・4 ノ 129 ( 清水

車:a)

別Oi 検 君 大 阪 市 港 区 千 代 見町 2 ノ17( 合 資 令

量土 i瑚 問 組 大阪 支 応 )

茂 木 良 二ベ君 大 阪 市 西 成 区 粉 務 本町 3 ノ 1I ( 後 藤

工務庖〉

佐 竹 信 次 官 大 阪 iir >!t BX木 野 町45 ( 内務 省 大阪

土 木 山政I f r )

木 村 正 左 衛 門 知 大 阪 市 西 区 幸 町 泌4 ノ2( 材木尚〉

告書滋 術 司 君 大 阪 市 北 区 東 野 田 町 5 ノ 16 ( 世署員是

産且〉

烏 . t t司' 1¥ 大 阪市 旭区 赤川 町 128 j ( 武 智 式}，1;

礎工事務所〉

長) f : 才次良I¥:t ¥・ 大 阪 市 東 底 高00橋 2 ( 三越 家具係 J

' 必勝令再' 1¥ 大 阪 市旭 院 側 目 町217( 大 阪 三越 住

宅 総 築 部〕

ｾ曾者
柵 木 直 島}J 壬f 大阪 市 三 品 君 ｉ ｾ た 間町 Ｒ ＶＱＴ ｃ 清水組Ｉ : 曾

員

ＧＱ，ｾ寸謙治君 前 ｬＧ 戸市葺Ｎ 合｝，｜九卜Ｎ筒井 ＰＱ｝ＢＴ Ｑ 13 ノ 12

小Ul 方〈合t f舎紅白! f 7HIl )

I，Y，j  1I 1  忠 雄 北 大 阪 市天 王 -:i '1品I: t ::f. nlf 133( 美 葉 工

業 所 〕

特別賛助員

，IJ 市 l 俊 之 't1 大 ｬ ［ｽｩ￯ ｬ￭ Ｎｬｴｉｊｾ ｩＭＧ事 ヒ ｩ 仁 ｐ ｬ ｦＴ ノ Ｑ Ｐ Ｓ ( 東京

Sf; ; ¥滋家 具 株 式 合 耐 火 阪支防〉

21;' )  1:  j)j ，1品.{¥ 小 川 兵 一 即 日
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内( 兵 庫県長内務部管絡課〉

熊 詩書 六 朗 君 大 阪 市 外 吹 田 町 砂子 2911 ( 大 阪往

築 所〉

池 田 雄 一 郎 日 兵市場系式 11Utl l t市道付打 出 'Jj 竹 19

( 日本セメ γ ト防 水 殉j製 造ffr)

2JS.川 良 質君 大 阪 市 東 成 匹 中 滋 元町 l ノ 125

111 9 6  

4セ 主i JJ 兵庫幌、 ｬ 己 ｪ Ｈｾ ､ｩ 西縦 波 ＧＱ Ｇｪ 凶 Ｑ ＮＴワ」

1 2  

刑nI' Y(: /李代 大 阪 d，外 !火仕l 田T 32 4 4

川 I主 要{ ! 〕 ｪｦ 都市右京 ｉ ， ｜ｾ枚 久方町 ＵＴ

地方曾員

機ｊｴ ｴｬｾ ニ Ｇ ＩＱ［ Ｏｾ＠ 靭品Y'}，長It liffi rlt 俗資来田I ノ〈休机 I.I:!援

所内

j くれ木 氏/ ¥ 東 京市 四 谷 尚 徳 1. !9同) i 1  3  I'，l臥t / .

主主築工務所

紛 f千 五 .(1' 1従品 収 御 調 郡 三舟(11)・ 'iii' 凶人紡 _ .

JポJ 場発泡I f r 銭高飢d，'{J fr 内

木削 ｾ ｩ ＺＨＮｩ＠ Ｑ ｾ＠ .lI i  ｊ［ Ｈ 銀時四 Ｗ 行中ＺＧ詮ピパ山 崎 Ｇ ｉｾ f:年

f'fi 

普通貨助員

尚j 川 健次官 ｾｴ､ ｬＧ 判 凶 ＱＯＱ Ｔ ￬ ， ＡｩＷ ｍ 且 ｉｾｾ 民 ￭ ｊｬ￭

ノ1..: ti  ｽｪ ｾ＠ ri'  71' ffli ぬl係賀 茂 郎 氏 付 多 賀 谷 新 制 央

航空隊員軍Ｎ合其 他 新ｾｾｊＧＮ白 ｉ ｾ 場大林組

liif 出桜見rr

京 共 ft 京 都 府 下 新 舞'鈎 北 吸 I: ・合東 ・冶 良 吉

方

式) f : 徳 松n 大 阪 市旭 区放出向]'1 44

安 家 正 明 者 兵 庫県系御影町

4反 問 恭 彦 君 石川 l孫小 松 町 柳 町

鶴間 文織すf 東 京 市 芝 隠 岡 村 町3 / 2



ｾ＠

孟部集

長 以

5I ' l 長F貝 24 土 間 碁

火南i J & 、骨相 28 7k 長 l県

30 { ，> . 長唄、務幽 31 土 間 碁

以上の illl りであります盤整更のな い限 りは御案内 い

たさない場合があり ます何卒御繰 合せ 御 出 席 殿 上

げます。

お 知 ら せ

3月 7 日( 7k) 午 後 6 時 よ りクラブ員有志護起にて

ダ γ スパ ーティー を究塚命館で illl します、食費及

ティケット 10枚で合主主￥ 4∞御同好者は1 J i i 日直

接 質 疑 合 館 附 腐 食 堂へ お集り下さい。

長 唄 稽 古 -A'よ 2月2 日より開始しております 、此

際御申込歓迎します 、稽古場首分の IUj 下の諮り

戎町H! l 1風機前J件屋和F孝次Mi匠宅

御 種

本クラプは鱗張前より経費 の鮎 甚 だ し 〈 凶 維 を 感

じ常 に協合よりも借家料の援助を: 受け又一昨年夏

1' 1 各方面より御寄附を戴きましたが此皮綴磁の持

主主用が相' i l i "・1曾加し盆々怒務上憂慮いたしつ L あり

ます際下記の j m各位より多似の御寄附4訟を受けま

した事を此際合員一向と共に厚〈感謝の意を表す

る次第であります。

寄術 者 御 芳名 〈二月末日現在〕

藤木正一殿 ￥ 2∞∞ 

島貿易株式曾社殿 ￥ 1∞.∞ 

マルエル工業株式曾社殿 ￥ 1∞∞ 

浅海治卒殿 ￥ 1∞00 

以 上 は 御 申 込 順

大 谷 金 庫 大 阪 支 庖 よりパー用と して小手もと金w一

個御寄附賜り宥縦〈拝受日々使用 して お ります

お願ひの事共

毎々御願しており ます御入手: の時 γ ータ御i凧)l' J A

同伴者の方共姓名御記入の事 是 非 御 励 行駅 ひヒ げ

ます。 此 L頁新入舎の方相蛍あり其他見知らぬ方の

出入が多くあり最近 に於ては ( 2月26日午前 11 時 ~

午 後 l 時〉合員の方のオ ーパ ー 紛 失 い た し ま し た 事

もあります の で出来 る限 引の注意はいたしま す が

特 に来倣名簿に御記入I?Ji.s、事は給仕などの注意の

駄にも側係いた します 、街中円子 柵等 に 御 勝 手 に 幾

97 川

イ具築建

開館時間

，、 ーー

改 設 後 の パ ーはお際 を以て毎日販かになりまし

た粉々 御 利用願ひます。

プ ラゾ、 ウヰスキー共他御1 i l ' 1 l 1 : のカクテルに其

他 ;1 7 トも の も二三は 出来ます 、倫 日 本 酒 は 灘

品生 一 本 菊 正 宗 で す 。 パ イ ス と 係 の者 が皆様の

御 i也しをお待 い たしております。

7k 21 務 附j に20 

23 

27 

午前 Ｙ 時より午後 Ｙ 時ｾ

倶楽部案内

諸 研 究 曾

各研究舎もなかなか此頃盛となりました 、 どうぞ

下記の内向 趣 味の方あらば粉々御多加籾{ ひます。

各部共初心者を歓迎いたします。

園 碁

木 本二段: ; l t t亡御令妹毎i!Mj 二舵 午 後 4 時 よ り 舎 費

月 ￥ 1 . 00 ( 3 月より改i F . )

南 署

太 田湘繭 j ! : A、毎 月 第一・第 三火Slil 午 後 6 時 よ り

合 資 月 ￥ 2.0 )

俳 句

背 木月斗先生、毎月第一第 三木 陥 午 後 6 時より

合 費 月 ￥ l 目00

E事 幽

御 1止流松下粂弘主先 生 、毎 月 五 と十 の H午 後6 時

よ り 舎 費 月 ￥ 1 . 50

長 唄

杵 昼 和 津次附 、毎 辿7k 金午 後 4 時頃よ り舎費月

v- 3. 00 

骨 相

砂 川哲人目師 、毎月 2 位l第 二第四 の火眠午後6 時

より 合 資 月 ￥ 3.00

以上は 何れも本クラプ員 の特 鮎 のーっ と して {tb'人

教 授 料 に 比 し若 し 〈 低 限 な る合主主で す 、特に倒ユド

主 ｾ ｉ は Ｓ 月 よ り舎費 Ｑ fnl 50銭 の髭 一 回l に改正 い たし

主 した此際御参 加 を募り 主す。

三月 カ レ ン ゲ -

2  ， ｾ＠ 長円1

7  7Jく 長 唄

9 合 長 唄

13 火 南 笛、 骨相

14 7k  長唄

16 ｾ＠ 長 以

務 的

。ド句

悶碁、諦; rt.I!

俳 句

諸;1也

陶芸年

月

水

土

水

木

土

5

8

0

4

5

7

 

1

1

1

1

 



日も小荷物お預 けの方があり ます が之毒事は到底ク 白

ラプに於て責任を持つ事も出来ず叉甚だ狭隆を感

じますからなる べ〈御荷物はお忘れなく御持跨定

額上げます。

ヰ土 著

大 仰 供 養

癒 生 門

続

シ テ

シ ァ

シテ

大手口 氏 ワキ

須川氏 ワキ

加藤氏 ワキ

ー邑

山中氏

7)<谷氏

氷上氏

ｾながら昨今廿日 鼠が室内を荒して凶つ て ゐま す 退 舎 者

出来る丈濠防法務じでありますが御参考迄に巾添 2 月中込命者下の iili りです。

えます。 吉村清太郎氏

将棋蟻授倉報告

入曾者御紹介

義に御案内いたしました諮り 2 月20 日開肢 の結果 2 月中御入舎者下記の証li l J 御紹介いたします。

下の還り非常 に盛 合複に終了いたしま した。

1 等 木 村裕 徳氏

2 等 力日回安彦氏

3 等 三主主保タj 氏

4 毒事 片岡長診氏

5 等 菊 池二郎 氏

議幽部月並曾報告

2 月24 日曾根崎稽古場にて下の湿り 月並舎を開催

し、 たしました

加 笈 シテ イ半仲氏 ワキ 大和氏

巴 シテ 井上氏 ワキ 伴 氏

吉野天人 シ ア 武 岡氏 F キ 7)< 1-. 氏

ｾ ｨ ［ 司 世 ｬｴ 之氏 西区阿波郷 iili1丁目 49 ) [ 京錦織家具

大阪支広C'is新554番 〉

里子田正夫氏 西宮市今津曙 109番地

石岡 fei 夫 氏 大阪市天王 寺区悲回!伎町3

主苦符5省手5・民 兵庫 l係武w . 郡精道村打出 中川原 11

森 上1告行方

淵田安市民 西成区千本油 1丁 目 〔治天下茶緩378

6林 〉

島 良司 氏 大 阪市旭区赤川町 1281

ZI] ffr 検 民 大阪市港区千代見町2 ノ 17C匂 北955)

イb 谷 信 吉 氏 大 阪市 住吉区住吉町 174つ( 従住吉2 16

O格 〉

松 原 誠 日氏 大阪市西成 1，lt，千本 liI13 ノ J 1

嫌 張 さ れ た る f臭 事業部室

川 9 8



編 輯 後 記

口雲のゆききや7J くの符T ぎにも者のなごやか

さが見えて列互に。

梅の花もさかりをこして、やがて来1: る春

には大地の中か ら芽を吹いておもいおもい

にのびてゆ 〈、叉は木 k の校端にがf級{ ell 欠

〈、叉は背ぞもも花をひらいでのびのびと

し1: 新鮮料快な策分が漂って来る。

白人の心も軒る〈人の動きも! 阪かになって

大に談じ、大いにやって紫しんで可なりで

ある。

口 「建当

料陳列哲場語力が: 出来て協含の屋玉芸芸r: カが: 大 き〈なつ

?仁: 詑念 3を?意I味味して fν/建築材料蹴11叱と出てまづ

段取りがついにし 、本年度 の編輯方針も大

帽 を定め ?こので諸賢の御助力に よって盛 に

御研究な り、 御所見を書いて戴 ｦ ｾ Ｇ き 亦 践 す

とこ ろな 〈雑誌伝説んでいに?ご きfこい考へ

で居る。

建 築 と 社 曾

第 17 輪 第 3 放

毎月 l 凹 l 日強行 定 例

l加 .50閥( 郵税 2 銭〉

12加 6.∞闘〈同 24 銭 )

昭和 9 年 2 月25 日 印 刷 昭 和 9 年 3 月 ! 日 渡 行

強 行 ・飼 斡

印 刷 人
取 取 陽

西宮市今海町津門字! j l t J l 事6051番地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 区 内淡路町 l 丁目 7番地

資 行 所

ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピ凡

篭 話 長 本 局( 23) 4500香 ( 6)

鋸替口座穴阪39975蚕

特 約 版 貰 庖 柳 k
堂 書 l占

大 阪 市 西 区 }.xnlT姻若君子板矯北

電 話 土 佐 堀 2440 ffi;

苦言替口座タミ阪 2084蚕

禁 鱒 載

本誌 に掲 載せ るも のは 、 一切 ζ れ を 無断 にて

縛載 し3えは単 行本 に 上 梓 そのf也の被製行銭を

な す
ζ

止を 禁 ず。

口そうして行〈内に 女第衣第に雑誌がよ 〈

なる. 現下部賢の術i考へがはっきり反映され

て「建築と枇合」が一時も手冗を離されぬ

やう になって行 〈、官に結構なことで大き

な紫しみである。

口本月放は編軒同人も諸賢にお願ひする前

自らも前践をつ とめて 日頃の所感や所見を

述べて見ることにして吋庁しい建築の傾向H

の名目でまとめて見 f二. 只前蹴に掲載すべ

きも ので締切の闘係上本披に載せにもの 、

其他一二御願ひしにので誌上更に花を添へ

Tこ。

口11市街地建築物法令11 ( 第3版) まに昨年暮

に/:IH こ15年記念出版 11績住宅闘案集11 は共

に虫T許で斯の撞出版でのレ コード を作っ て

ゐる、ま Ｑｾ お求めのない方 は申 込 んで 頂 き

にい 、合員の方へは優待があ る。

( 秋田生)

鹿 告 掲 載 料 金

笹 沼 I
1 頁 I

1 回 15∞ 

普 通 I ｾ頁 ｉ 1 図 8.
∞ 

普 通
I

1 頁
I

1 回 45.00

〈聞附f t ! 1J ( 1 I  I  I  

一一・一 一 一
普 通

I 1 頁 I 1  ITi I  I  40.
∞ 

( 薗附傭2賀 ) I  I  

一 一 一
普 通

I
1 頁 I 1 回 I 25.凹

{後附型f - I:&車齢買) I  I  I  

一 一 一
ア ー ト

I ｾ頁 ｉ 1 凹 | 却 00

( 中 揮 )
1 - 一 | ー |

一 一 一
表 紙 2

I  
1 頁

I
1 回 I

60.
∞ 

表 紙 3 I  
1 頁 I

1
図 I 45.00 

表 紙 4
I  

1 頁 I
I 回 | 加 .凹

建 築 事 務 所 録 I
1 繍 I  

1
回 I  1.50 

{ 怠諸冨臨調u 垣内) I  1  欄 I  1  回 I  5.00 

御 注 文

御 注 文 は す ペ て 前 金 で 本合 直接 叉 は 特 約Ig へ

鰍替貯命又は主主替で御 例 込 を 願 びま す郵 多 代

用は一書 ｾ ｰ 曾 、代 金 引 換 はお 鶴 ｉ ｾ 主 主します。

99 
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